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一九五八年六月十三日　金曜日

午前十時三十二分　開議




○議長（高良一君）

開会致します本日の出席三十二名欠席十二名でありまして議会は成立致しております。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申し上げます

去る三月三十一日の本会議に於いて質疑続行の侭総務財政委員会に付託致しました十番議員仲尾次盛夏外議員十四名の提案にかかる決議案第五号那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議案につきましては本日十日付を以って同じく十番議員議員仲尾次盛夏外十四名の連署を以って議長宛本決議案撤回要求の文書が参っておりますのでその写を印刷の上御手許に配布致しました。本件につきましては後刻議題と致し御審議願う事に致しますから左様の御了承願います。

○議長（高良一君）

次本月十日附一番議員久場景善君外議員四十一名の連署を以って議長宛決議案第六号那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議案の提出がありましたのでその写を印刷の上御手許に配布致しました。本件につきましては後刻議題と致し御審議願う事に致しますから左様御了承願います。

○議長（高良一君）

次本日十三日附那総々業第二六五一号を以って市長から議長宛追加議案の送付について文書が参っておりますので念の為書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那覇総々発第二六五一号

一九五八年六月十三日

那覇市長　兼次佐一


 
  	那覇市議会
  	高良一殿
 

 
  	議長　
 








追加議案の送付について

六月十日招集の第二十四回那覇市議会（定例会）に左記案件を追加したいので送付致します。

記

議案


 
  	(1)
  	三十七
  	水道事業の指定について
 

 
  	(2)
  	三十八
  	那覇市水道事業の基本計画について
 

 
  	(3)
  	三十九
  	那覇市都市計画委員会設置条例の一部を
 

 
  	
  	
  	改正する条例
 

 
  	(4)
  	四十
  	那覇市財産条例
 

 
  	(5)
  	四十一
  	那覇市契約条例
 

 
  	(6)
  	四十二
  	一九五九年度那覇市才入才出追加予算
 




諮問


 
  	(7)
  	四
  	公有水面埋立免許申請について
 

 
  	(8)
  	五
  	都市計画埋立面積増加計画について
 




○議長（高良一君）

只今報告致させました通りであります

本議案は夫々御手許に配布致してありますので後刻議題と致し御審議願う事に致しますから左様御了承願います。

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上御手許に配布致しておきましたからそれにより報告に替えます。






 
  	議事日程
  	第二号
 




一九五八年六月十三日（金）午前十時

施政方針に対する一般質問





本日の会議に付した事件

一九五八年六月十三日（金）

施政方針に対する一般質問





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。本日の日程に従い施政方針に対する一般質問を議題と致し質疑に入ります。

○仲松庸全君

市長さんにお尋ねいたしたいと思います。

市長さんの施政方針を頂きましたが市長さんは施政方針の中で議会に対しては超党派的な立場を堅持すると述べられておる。これが施政方針の特色となっております。そして、この超党派という言葉の響きは非常に魅力に富んでいるものであると考えますが、然し反面、私にはこの超党派という言葉が抽象的に聞こえるのと、又市長さんが当初に掲げた民連の二十の政策について、触れておられないことについて理解に苦しむものであります。それは兼次市長が民連の二十の政策の執行を十九万市民に誓って当選したからであります。それで私はまず市長が十九万市民に対する公約であるところの民連の二十の政策を執行するかしないかについて明快な御答弁をお願いしたいと思っているのでございます。

○市長（兼次佐一君）

お答え申上げます。超党派ということが施政方針で謳ってございますが、超党派ということが抽象的なものであるという見解の上に立っての御質問のようでありますが、超党派は私が市会に対する所の市長としての態度であるということは去る三月の第二十三回定例議会並びに今期議会の施政方針において繰返し申上げております。市民の為の施政を為していく為には議会に対して超党派的な態度をもって臨むということを明確に打出しておりまして決して抽象的な言葉ではないのでございます。若し超党派ということがどういう意味であるかと言うならば、それは一ツの学問の講義になるのでございます。政治は現状を打開するところから始めていく訳でございまして、現状を打開する為には議会と市当局が相対していたんではどうしてもその効果をあげることが出来ない、必然的に市民の為の市政は外から見出すことは出来ないのであります。次に施政方針の中に民連の掲げた政策の二十の項目に亘っては何ら触れていないということでありますが、施政方針は市長が将来にむかって行っていこうとするところの方針でありまして、その施政方針の中に盛られているところの政策が果して立候補当時に掲げた二十項目に該当しないか、どうかという事になるかと思います。若し施政方針の中に盛られたところの総ての政策が市長立候補当時の所謂民連の二十項目にわたる政策に該当しないとするならば、これは公約を無視したと言えるでありましょう、あの施政方針の中の政策は全て市長立候補当時の公約の中から生まれて来てるのであります。次にその公約とそうした政策を如何して忠実に実行して行くかということでありますが、掲げた政策は余程の情勢の変化がない限り、変更出来るものではないのであります。これを実行するということは必ずしも民連の掲げた政策を一ツ一ツ政策に項目に掲げなくても、その政策に於いて同一であれば結局同様な結果を来たすものであります。例えて申上げますならば水道料金の値下げは然らば反人民的な政策であるかどうか、市民の為にならないかどうかということに検討がむけられてゆくべきであろうと思うのであります。更に土木事業の面におきましても社会衛生の面におきましても或は産業経済の面における予算も全てあの頃目の中から出ているのであって若し逸脱している点があったら、具体的に指摘して言って頂きたいと思うのであります。

○上原文吉君

兼次市長に質問します。兼次市長は十九万那覇市民の要望を担って民連の二十の項目の政策を実行に移すという公約のもとに当選しています。兼次市長はこの本会議の施政方針にもられておる中に軍用地対策の問題においては一言半句も述べておりません。つまり七五、〇〇〇坪の市有地をはじめ、更に小禄、真和志、那覇その他の莫大な軍用地については、市民は斉しく重大な関心を持っております。兼次市長は今琉球立法院を代表して派米されておる方々のもっておられる方式を採られるか或いは毎年払いによる保障方式か、三ヶ年から五ヶ年の保障方式を考えておられるのか土地を守る会の会長としての市長の明快な御答弁を御願いしたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

御答え致します。成程土地問題に対して、施政方針の中には表現されていないのでありますが土地問題については市長は当然最初の市町村長会におきまして、那覇市民の立場から一括払い反対の意志表示をすべきだというので提案をしたということは御承知だと思います。それによりまして一括払いには絶対に反対すると言う側に立ってその政策のもとに市長が一括払反対に対して行動を為したということは認めてもらえると思うのであります。それ以上の交渉というのは当時も現在においても市長の立場では出来ないのであります。即ち一括払いに反対をするという公約の下に一括払いを受けとらないということが施政方針の中にもられているということを只今質問されている議員がお解りでないとするならば議案を充分に検討していない証拠であります。それはどこにあるかつまり予算の中には一括払いを受取らないということがもられ、毎年払いが妥当であるということを御検討を願いたいと思うのであります。更に土地を守る会の会長としての明快な解答を求めておられますが、私は土地を守る会の会長にはなっておりません。今の那覇市における土地を守る会の会長は瀬長亀次郎氏、お解りでなければ勉強してもらいたいと思うのであります（笑声）

○真栄田義晃君

今の質問に関連するものであります。土地問題については現在立法院においても誰も一括払いそのものに賛成するものはおらないのであります。ところが現在は所謂土地問題解決の具体案について一括払いの拒否という内容においても意見が二つに別れているのであります。一つは民連の立法院において主張している契約方式をとらないで保障方式によって毎年評価、毎年払いという線ともう一つは契約をする期間を決めてなくて三年乃至五年の評価期限を決めて毎年払いをするという二ツにわかれている。この間の青年連合会の集まりにおいてもこの二ツの意見が激しく衝突しているのであります。その点については、三月の定例議会においても、市長は成程一括払いに反対を唱えておられますが、その後情勢の推移はそれだけでは不十分であってこの二つの考え方のいずれにつくかという点を我々はもう一度ハッキリ確かめなければならないとこう思っております。市長のこの点についての御答弁をお願いいたします。

○市長（兼次佐一君）

土地問題は沖縄全住民の深刻な重大問題として現在渡米団を派遣されるようになっております。これに対する契約の問題についての私の見解としては沖縄社会党の名において発表している通りであります。市長といたしましても、その線に則ってあくまでも保障方式による今日までの賠償金の受取りでなければいけないと云う見解に立っております。

○真栄田義晃君

次に超党派について先程質問もありましたが、未だ納得ゆきかねない点がありますので、更におたずねいたします。市長は立候補なさいまして度々の演説会におきましてもそうでありますが特にハーバービューに於ける平良辰雄氏との立会演説会においてハッキリと民連の政策を実現する為に例えこの身は一寸刻み五分切りになっても、マナイタにのせられても断固としてこの公約の実現に邁進することをお誓い申しますといったことを覚えておられますか。

○市長（兼次佐一君）

お答えを申上げます。議会における御質問は何遍おやりになるのも御自由でございます。議会をスムースに運営するために御質問は沢山一編にやってもらいたいのであります。たった一つの質問についてお答えするのであります。今後もそのつもりでゆきます。現在もすすめられております。私の掲げたところの政策、その政策の基本となりました日本民族としての那覇市民としての誇りを持った所の自由性をおかされないところの市民の為の市政、これをあくまでも遂行してゆくためにはマナイタに乗せられても、寸々に刻まれても引きません。若しマナイタに乗せられて寸々に刻まれても引かないということが何時でもマナイタに乗ってという事を求められるとすればそれは間違いであります。政治は明るい方向に正しい方向に、そして政治は何の為にあるか曰く「那覇市施政の那覇市民の為になる政治を行う為には超党派にゆくべきであるということは申上げるまでもない。

（「然り」との声あり）

超党派ということは、マナイタに乗れないじゃないかというような考え方じゃないかと云ったら、それは間違いであって通らないところに無理やりに押しつけ切り刻まれても引かないということであって、それは最悪の場合でございます。常に二十の政策をもって市民の為の政治を行うということでございます。私は只今の質問者にマナイタに乗せられてもやるといったけれども「布団の上に今は寝てる」と云う演説をやられたそうでありますが布団の上に乗って公約をマナイタでない、逸脱したところのその政治を行っているという印象を与えようとしておられるのでありますが布団の上でいける政治であるならば敢えてマナイタを求める必要はない、行っている政治がいいか悪いかという点において検討を加えなければならないと思います。

○真栄田義晃君

市長の施政方針の中に「日本民族としての誇りを持つ那覇市民が自主性の発揮出来る市民のための市政を確立する点に施政の方針を定め」とありますが市民は立候補為される時には揚げた二十の政策を断固として推し進めることが市民のための市政、那覇市民として自主性の発揮出来る市民のための市政となると信じておられると思います。この点についての明確な御解答をお願い致します。市長は現在の地方自治において提出された議案がこれが議会において議なされることに対して異議がある場合には再議の道が開かれており再議に差戻された事件を再び確定するには三分の二以上の議決を要すると云う事を知っておられるはずであります。現在の民連議員の議席総数が現在議員の総数に対する比率を知っておられますか。

○市長（兼次佐一君）

四分の三の数字に民連の議員が達しておるということを知っておるかということについては四分の三以上になっているという事になっているのであります。

○真栄田義晃君

市長は民連議員が三分の一以上の議席を占めておることを知っておるなら、この三分の一以上の総意に基いてその上において政策を断固として推し進めてゆくことは可能であります。その際におきまして、市長が何故殊更に超党派を唱えるか、それとも現在の三分の一の総意に基いてあの二十の政策は進めていかれるつもりであるのか、これはまた地方自治法によって与えられている市民の権限でもあるのであります。それに対し超党派、超党派ということは何を意味するのであるかこの場合私が考えるに三分の一の総意に基いてやることは可能であってこれは自治法において市長の権限として保障されている事ではあるが自分はそういう方法はとらないで少数の民連議員の意向がどうであろうが両方の意見の一致したところを捉えて自分の市政を進めるという意向であるかどうか。

○市長（兼次佐一君）

只今の御質問は市政を運営していく上に重大な御質問であります。私も真剣に御答弁申上げます。市政を運営してゆく上に成程若し市長の提案がいれられない場合には再議に付しそれがなお法定数に満たない場合にはこれを専決処分も行えるということは規定されておりますがこれは最悪の場合であります。市政は必ずしも再議に付すということを目標において為してゆくということは間違いだと私は考えております。再議に付す前に議会の意志を尊重して当局と一体となって市民のために働いていくということは選ばれた議員諸候も市長も同様な見解の上に立っておられるのではないかと思うのであります。何も平地に波乱を起すが如く議会で通加されないということを解りながら再議ということを前提において議案を提案することは賢明なる理事者の為すべきことではないと考えるのであります。然しその場合に基本線が侵されないという問題は検討さるべきである。基本線が侵されようとする場合に侵されない為に再議も考えられるし専決処分も考えられるのであります。然し今議会に提案いたしました全ての議案を通じて、どうも施政方針のその基本線が侵されているとは考えていないし妥当であるいう考え方の上に提案されている訳でございます。繰り返して申上げますが市当局と議会は相一致して協力しあって市政を運営したいという方針の上でやっております。再議や専決処分というものは、最々悪の場合に行われるべきものでありますという考えの上に立って市政を運営してゆく訳であります。その際に超党派ということを考えないで与党議員の諸候が最の場合に市長提定を全部葬り去るだけの事態ではないから思い切って与党議員の政策に則って行えということであるならば、これはその政策が正しければその通りであります。そうすることが結局市民の為には良いと考えるのであります。そうでなくても市民の為になるならば波乱を起さないでやってゆくことは真栄田議員でも賛成される筈でございます。平穏裡になしていかれるものを好んで波乱を起こす必要は毛頭ないと考えている次第でございます。

○真栄田義晃君

我々が反対のための反対であるというような印象を与える答弁であるが、そうではない。更に具体的な点についてお尋ねいたします。一九五九年度予算において、真和志と合併して財政上の総体的な割合に比して、財政が貧困な那覇市が議員の報酬を大幅に値上げするということは巷間でもゴウゴウしたる批難を巻き起こしております。従来は民連に極めて批判的である琉球新報が社説でこれを取上げてこのような提案に対しては議員は断固として拒否すべきだと主張しており世論の動きが奈辺にあるかをハッキリ反省したものでありますこの件について新聞では市長が提案する前に議会側からの申入れがあったというように記載されていますが議会がそういった事を諮られた覚えはないのであります。この点につきましてこういう申入れは民連側の議員からあったのか或いは誰からあったのか、この点をお聞きしたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

議員報酬については議会の申入れは議会からあったのであります。民連とか或いは社会党とか人民党とか言う党派別の申入れではなしに議会から申入れがありましたが、不当な線においてはその要求を入れる事が出来ませんが、妥当な線で提案しているのであります。議会が申入れをして、議会の立場から市長に聞かれるのはお門違いではないかと考えるのであります。

○真栄田義晃君

議会と申されますが議会の決議に則って代表者が来たのでありますか。

○市長（兼次佐一君）

正副議長、正副委員長によって協議されたとの申入れであります。所謂議会の後においてであります。

○真栄田義晃君

市長はこの提案を出す前に我々がこの議員報酬の値上げに反対しているということを知っておられたんですか。

○市長（兼次佐一君）

真栄田議員もその他の議員諸候も議員報酬の値上げについては市長室でお話合いしたいのであります。検討する必要があると言っておられましたが所謂議員としての立場から議案を提案していけるというものを纏めてもってこられましてそして個人的な御意見としては承っておりましたがお集りの中でも意見は相一致していると思いました。従って個人個人の意見にもられた議案ではなしに議員報酬に限っては議会の意志としての申入れを受取ったものであり、その他の議案全てにおいて個人個人の意見が採択されているものでないということをハッキリ申上げておきます。

○真栄田義晃君

然らばこれから民連議員が全部の一致しましてこの議案の撤回を求めたら応ずる意志がございますか。

○市長（兼次佐一君）

超党派でゆく市長に対して民連系だと言われております民連の中に人民党があり、社会党があり無所属の議員がおられるのであります。議会の意志によって修正の要求があれば検討をいたすでございましょう。

○真栄田義晃君

この問題から結論として引出されることは、給料の値上げの問題に関し、市長の超党派の態度というのは、少数の民連の意向に拘らず、議会の多数の意志の赴くところにつくのが超党派の態度と思います。こういう結論に達するのであります。

○市長（兼次佐一君）

只今の御質問は賢明なる那覇市会議員の御質問としてどうかと思います。提案する市長は提案された案件が通ってゆくということを望むのであります。従って提案された議案が少数においても修正を求められるということは提案者としては、これを喜んで受けられべきものでないということは常識であります。提案いたしました案件が通過することを期待するのでありまして、多数であろうと少数であろうと修正を求められるということは期待しないのであります。

○真栄田義晃君

今までお話の結論として、この値上げについては最初議会から申入れがあった、これは民連を除く多数の意見であった、これが幾等求めたかは解らないが要するに、この要求に或る程度答えて予算を出したことは、ハッキリしております。これに対して民連の議員が反対していることも事実であります。この場合超党派ということは、ハッキリ多数派の意志の赴くところに市長の施政の方針のメドを定めるということが出ているのであります。従って私達は市長の超党派ということは議会の多数の意志の赴くところに市長の施政の方針があるのであって、市長の自主性は全くないと断ずるものであります。この点について市長の見解を聞きたい。

（「その反対であります。」と呼ぶ者あり）

○瀬名波栄君

只今真栄田議員の質問に対して市長がお答えしておりました。その最後のお答えの中に市長として提案した議案はこれがそのまま通過することを希むという言葉がありますが市長としてはそうである思います。然らば市長は自分が提案した議員報酬の値上げ、これは議会の議長副議長から要請があったかどうかは知りませんが、市長が提案した議員報酬の値上げというのは市民に奉仕する、市民に最大のサービスをするという市長の立場から最も正しい案であるというふうに受取られるのであります。然し我々が考えますのにまた議員報酬の値上げというものは既に新聞紙上においても論議され、渡口麗秀議員も検討の余地があるということを自分でも談話を発表しておられます。そうなると、これは不適当な案であるということになります。然らば市長は勇気をもって市民が歓迎しない、市民の福祉にプラスしない議案であるならば、勇気をもって撤回し、正しい市民の為になる議案を出すべきであるが、これに対して市長の御返答をお願いしたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

提案しました予算案が市民の為にならないという議会の意志が明確になります場合は、これを修正するも吝かではありませんが、提案しました議案が通過することを期待するという点においては当然であります。撤回をする意志はございません。

○瀬名波栄君

撤回する意志がないということはハッキリ致しました。従って議員報酬の値上げというものは、市長としては、最もこれが市民の為になると言うことから提案されたというふうに了解いたします更にもう一ツ質問致します。施政方針によりますと、市民へのサービスをモットーとするというお言葉がございます。これには我々も或いは全議員全て賛成であると思うのであります。その市民に対するサービス、このサービスというものは、これは抽象的でありまして具体的にどういったものが、市民へのサービス面になるか、又区長制度についてでありますが、この問題について市長の構想を御伺いしたいと思います。担当員制度というものは新聞紙上にも発表されましたが、これの構想について一応説明願いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

○市長（兼次佐一君）

予算にもられておりますところの担当員制につきましては、これは嘱託にいたしまして担当区を定め、そこに担当員として駐在し、それを行うところの職務範囲を定めまして、市民へ直接のサービスをなさしめたいという考えであります。具体的な職務の範囲、更にその待遇或は任命の方法等につきましてはプリントが必要であれば復写にしてさしあげます。

○瀬名波栄君

詳しい事は委員会でお聞きすることにいたしますがこの担当員制度というものが自治法とどういう関連になっているのか、例えば自治法上の制度であればそれが明記されておるか、自治法には市町村長は行政区を画して区長を任命することが出来るというふうになっておりますが、担当員制度というものに対しては、その名文がありますかどうか、この担当員制度に対する法的に関連する問題、更に又その嘱託は常勤であるのか、非常勤であるのかという事について尚それを設置する範囲これも併せてお伺い致します。

○市長（兼次佐一君）

自分は今先申上げましたところの嘱託であります、非常勤の嘱託になる場合は、その担当区民の意志を尊重してその推薦に基いて任命致します。担当区につきましてはその前に詳しいことを申上げておきますが、市行政事務の円滑を図り更に市と住民との折衝を密にすることを第一条件としています。区制を敷いて、そして区長制を設置するということが原則ではありますが、現在那覇市において、区制を敷くということは、至難な状態におかれております。従って行政区画の設置についての計画も出来ておりますので、そこで充分に検討して貰って恒久的な区制が敷かれた時にこれを区長に切り換えてゆきたいという考え方でございます。その職務の範囲は徴税令書の配布、公報紙の配布、徴税の督励、基礎的な調査に関する事項、市民からの要望、意見の聴取、こういったような職務の範囲になっております。更に担当計画について申上げたいが相当な数にのぼりますのでこれを後刻印刷にしてお配りいたします。

○瀬名波栄君

新聞紙上の構想によりますと担当員は農村形態の所におき都市形態のところは置かないという構想でございました更に只今の御答弁によりまして、那覇市は要するに行政区域を設置するのに困難であるといい、出来ないとありますが、若しそういうふうに農村形態の所には担当員をおくけれども、都市形態のところにはおかないということになりますと、これは設置する趣旨に反するということになるんではないかというふうに考えられます。何故ならば、例えば、徴税令書の配布でございますが首里に於いては徴税令書を配布して返って来たのが僅か二％、それから小禄におきましては、〇、五％というふうに極く僅かであります。ところが、那覇市におきましては、これが一割即ち一〇％を越しております。然も一〇％といえば課税から言えば僅かみたいですが、令書からいえば、三六〇〇枚の徴税令書が返っております。この事は何を物語るかと言いますと、農村形態のところは或る程度落着いていて人口も非常に少い、然し都市形態のところは、人口の増大が激しいということはハッキリ解っています。更に都市形態のところには、まだ実際に調査されない、調査洩れ、課税洩れ、これを散見いたします。担当員制度をおくと、市の窓口を主権者であるところの市民の台所に近ずける見地からいたしますれば、市民の奉仕するという立場から考えますならば、困難はあっても都市形態のところにも平等におくということも考えなくちゃならないと思います。その努力がどういうふうに為されなくちゃならないかということにつきまして、御返答をお願いいたします。

○総務部長（仲原英通君）

今度の区長制の問題について相当検討を加えましたので、その経緯をお話申上げます。区長制度を設置するということはまず第一に区の整理が出来てなければならない、そういう観点から出発したものであります。何しろ区長制度となると、全般的に亘らなければならないけれども今のところ事業の混雑した所は区画が整然としていない、どうも設置に困難を来たす。そういう意味から当分嘱託でいいんじゃないか、そして遂次任命していこうという方針の下に議案第十二号に掲げてありますところの行政区画整理をやってこの委員会で早速議会がすめば、委員会を開きそうして行政区画を整然とする。次々に出来次第、これを任命するというふうな順序で、今は行政区画のハッキリした所から一応設置し、その次に行政区画整理が出来た場合には、追ってこれは全部嘱託をするというふうな順序で行きたいと考えております。併せて都市形態のところはワザワザ残したという意味でもなく又次に早速これを執行するということも当局では充分検討しておりますのでその点御諒承願いたいと思います。

（「どういうふうに検討しておられるんですか」）と呼ぶ者あり。

兎に角纏った所からやることにして、行政区画整理をする所は十二号の議案に盛られておるところの整理部問も出ておりますので委員会によってこれが出来ればこれは出来たところを早速処置するというふうに順序も我々は考えております。

○瀬名波栄君

都市形態のところにおいても次々に準備をすすめて設置していくという方針だそうですけれども、これは了承いたします。もう一つ市長の御答弁によれば担当員はその区民の推薦に基いて任命するというお話であります。が担当員を利用する人々は非常に様々であります。非常勤ということになりますとその人は他に仕事を持つことも出来る訳です。そうしますと、その担当員を利用する市民の方々は自分の暇を利用して、そこへ伺うのであります。ところがその人が非常勤であるために常時家にいないということになりますと、市民に対して余りサービスにはならない、これは常勤制度にすることは出来ないのかどうか、常勤制度に出来なければ、その理由は何処にあるのか、更に又担当員の事務所は個人の家を借りてということでありますが、そうなりますと市役所の公務というものを個人の家でやる事になります。そうしますとその個人の家には公務の為に来る市民もおるし或いはその担当員個人、或いはその家族との用事の為にくる人もいる訳です。そうしますと公私混淆の物となることが考えられます。更に区民の推薦でありますので必ずしも市民の要求する色々市の所謂これに対する適な指導、或いは助言を援助しなくちゃならない訳ですが、区民から推薦された方、これは必ずしもそういった市の事務に堪能している訳にはいかないと思います。これを補佐するところの市民が必要になって来るのではないかということが考えられます。この点についてお伺いいたします。

○市長（兼次佐一君）

非常勤を常勤にすれば、より能率があがるということは万々承知いたしております。然し直ちにこの担当員を置くと言うことになった関係上、どうしても二十数ヵ所担当を設けてこれをおきたいというその考えの上から予算も勘案いたして非常勤制にした訳でこざいます。然しこれをやってる間に市民の福祉にならないかなるかということがハッキリ致しますので、どうしても非常勤ではいけないという時には、これを改めていく考えでいます。勿論区事務所を設置するというのが、原則ではありますが、暫定的な処置として個人の家を利用するという考えであります。推薦をされるものの中には、その職務を実行する能力もないような幣害がないかということでございますが、必ずしも市民の推薦したものをそのまま任命しなければいけないと言う事じゃなしに、任命は市民の意志を尊重するというこの考え方から市民多数の推薦を得たいという考え方でございまして、能力のないものが推薦されるということは、万々あり得ないと思いますが、そういう心配される方が、推薦されて来た場合には、又検討を加えてゆく方針であります。推薦に基いて任命をするということは、民主的であります。より民主的に任命したいと言う考えの上から推薦をして貰おうと思うのであります。この制度は自治法の第三十八条の一項に規定されておりますところの非常勤の職員でございまして、その職員が推薦されるという場合に適当でない者が推薦されるというようなことはあり得ないと思うのであります。ありうる場合には為すべき処置をしたいということを申上げておきます。

○黒潮隆君

質問いたします。市長が市民に約束した対外的政策の八項の中に「適正な課税で民主的な徴税をモットーとする」とありますが、貧しい農民が固定資産税を滞納しているというので差押えしているという事実があり、そういうことをしながら、又一方では大金持の滞納者があるにも拘らず、差押えていない事実があるが、これが民主的な徴税方法かお答え願います。

○市長（兼次佐一君）

只今の公約に基いて実行しております。将来もそれに基いて実行してゆく方針であります。今指摘されたことが事実あり得ると致しますならば調査をいたしまして充分検討をいたします。徴税洩れが大金持の中にあるとすれば議員諸候も早速市のほうに報告して頂きたく御協力をお願い申上げるのであります。

○儀間真祥君

黒潮議員からの質問にもありましたけれども、民連政策の第八項の中の文句に対しまして、今の国場区で不当な固定資産税の差押えがあり、具体的に申上げます。理由は琉球ホテルの税金です。五七年度の市民税これが納められていない。五七年度の固定資産税、これが年額九万壱千四十五円になっている、それが一期分三万三百四十九円、二期分三万三百四十八円、これが分納という訳で一万九千六百五十一円は納付されています。その中の一万六百九十七円と三期分三万三百四十八円、それに事業税これが課税されていない、次に五八年度分の同じく琉球ホテルの市民税これは均等割たけでそのほかはやっていない、固定資産税五万八千四百十七円、事業税そういうのはやっていない、その他に水道の料金、これが五三年から五八年が二十二万一千十七円あります。五八年一、二、三、四、五月それだけで九万八千九百四〇円ある、そういうことを本当にこの項目政策の八項に基いて民主的に公平に負担してもらうということは最も大切な事であろうと思っております。それから言って、この民主的な徴税の方法は、充分に検討してもらうと共に課税もその他を早急にやってもらわなければいかんと思っております。

○市長（兼次佐一君）

民主的な課税、民主的な徴收については御意見のとおり実行してゆきます。多額な滞納者に対してはドンドンやってゆきます。これを今日まで、これだけ滞納させた責任者が今日の兼次市長にないということは、お解りだろうと思います。兼次市長になってから、そういったような滞納が起ったのではない、然し乍ら市長はどの市長時代にも当然とる責任がございます。ピンピン徴収することをお誓いいたします。

○儀間真祥君

民主的な徴税課税をやるといわれましたが、それではモウ一つお尋ね致します。琉球造船の敷地料が一百十万円あります。これが予算に組まれていない、どうして組まれていないのか、その理由をお尋ねいたします。

○財政課長（崎浜国宏君）

琉球造船所の貸地料滞納税については今にはじまった問題ではないのであります。ずっと二、三年前から問題になってきたんですが、当局としましてもこれが解決策に苦心しているのでありますが、これは造船会社自体の経営難のための滞納であります。まず結論を引出す前に会社の運営状況と滞納状況について申しあげますと、貸地坪数が二三六二坪、坪当り賃貸料が十五円で月額賃貸料三万五千四百三十円となっています。年額賃貸料が四十三万五千一百六十円でありまして、現在までの滞納総額は、一百四十二万二千七百九十四円となっております。滞納月日は一九五四、二月より現在まで四〇ヵ月の滞納でありますが現在では毎月一万円づつ支払われております。一九五五年十二月七日付で当時の兼元社長より賃貸料坪当り、一〇円にして貰いたいという陳情が為され、更に同年十二月二十六日に於いて同じく兼元氏より一九五四年一月から十二月までの借地料十二円とすると共に一九五六年四月一日より借地料、坪当り十円の値下げの陳情が為されています。一九五六年七月十八日付で会長、国場社長、顧問八名の連署を持ちまして、一九五六年六月までの滞納額六十万二千三百七十八円を免除するかそれがどうしても出来なければ出資金に振り換えてもらいたいという陳情が為されております。その後一九五七年九月三日支払い計画書が提出されております。その計画書には、九月から十二月までは、毎月二万円、一九五八年一月から三月までは、毎月三万六千円、同年四月以降は、毎月五万円その他会社の運営状態がよくなったら、繰上げ支払いするような計画書でございます。それで一九五八年の三月三十一日、国場社長は更に漸く会社の経営状態がよくなったからといって一括して支払うことは不可能であるので一九五八年四月から六月まで、毎月一五、〇〇〇円ずつ、同年七月以降は、毎月四万円ずつ支払うことの計画書を提出しておりますが、現在そのようには為されていないので先日も造船所に出かけまして、経営面の実状調査と今後の支払い計画について話合ったのでございますが、この会社は至極経営難でありまして、現在琉銀への債務が四百二十六万五千六百円あり、税務署の滞納税額が七十万円余り、その他八十万円余りの債務となっておりまして、本年の三月末日の決算日では利益金が僅か一万五千七百八十円という、実に微々たる利益を示しており、軽うじて運営しているという現状でございます。それで会社といたいましても、今後は低性能船舶に対する建造資金の融資により、水産界と業者の造船計画と相俟って木造船の新造が造加するものと予想され、それで今後は事業の経営もなってゆく見通しもついてゆくから別紙の支払い計画によって支払いしてゆくとの事であります。それで別紙支払い計画書によりますと、滞納額一百四十二万二千七百九十四円を五ヶ年払いとして今後一年間は滞納額の一〇％で年間十四万二千二百八十円を支払い、二年後は十五％で年間二十一万三千四百二十円、三年以降は、二十％で年間二十八万四千五百五十八円、四年後は、二五％で三十五万五千六百九十八円、五年からは三〇％で年間四十二万六千八百三十八円で合計一百四十二万二千七百九十四円で五ヶ年で完納することに計画されております。以上申述べた通りでありますが、今後漸増的な船舶の建造数字が予想され、従って漸次会社の経営もよくなってくる見込みでありますので、これが一遍で処理すると言うことは不可能でありますので計画に基いて徴収してゆきたいと考えております。之は沖縄最大の造船所であり、且つ水産界育成、助長のためにもその公共性を一応認めまして、提出された計画に基いて、これを完納せしめる様に努力してゆきたいと考えております。これは予算にも計上されてございます。以上お答え申上げます。

○議長（高良一君）

暫く休憩いたします。

（議長交代、副議長（渡口麗秀君）登壇）

午前十一時三十五分休憩

午前十一時四十四分開会

○副議長（渡口麗秀君）

開会いたします。琉球ホテルの水道料金について議長の発言があるので副議長が変わりまして議事を進めたいと思います。よろしく願います。

○高良一君

只今の琉球ホテルの水道料金の問題について釈明と弁解とをいたします。琉球ホテルの本体は法人であるということつまり高良一個人のものではないと云う事を認識してもらいたい。従って水道料金の問題も個人高良としては、関係がないということであります。今先四十一番議員が言っておりました、一九五三年度分、それから一九五五年度分合計二十一万円云々というのは私の経営時代のものではないのであります。調べたらハッキリ解りますが、この間違も何処から来たかと言いますと、琉球ホテルの設立当初、水道は軍が無償で供給するということになっておりました。その後、これが市に移管されまして、それを取るか取らないかという問題で相当もめましてそれもかたずかずにこの問題は未だに残っておりますが五五年度の七月から現在迄私が個人でこれを直営する事になったのであります。個人の経営になりましてからの滞納はありません。それから税金につきましても私個人の税金の滞納はありません。これもハッキリ申述べておきます。以上誤解のないよう特に申上げておきます。（笑声）

○副議長（渡口麗秀君）

休憩いたします。

（副議長交代、議長高良一君登壇）

（午前十一時四十七分）

（午前十一時四十八分）

○議長（高良一君）

開会いたします。只今からの御質問は建設的な問題に限ってゆるします。

（「議長々々」と怒号するものあり）

（「議長「建設的な意見ですが」と呼ぶものあり）

○黒潮隆君

市長が市民に約束いたしました対外政策の八項目に仂くものの生活と権利を守り、ということがありますが、差別待遇の原因になっている臨時雇傭制度を撤廃し、条例を改正する御考えがあるのかどうかお伺い致します。

○市長（兼次佐一君）

臨時傭員の定数化については、一寸那覇市の財政規模、更に事業面とも勘案いたしまして、検討を加えたいと思っております。

○瀬名波栄君

現在の臨時傭員に関連しまして、より規模の縮小から職員或いは臨時の人員の削減ということがよく言われております。これは合併の本旨にもある訳でありますが、然し那覇市においては不幸にして二つの労仂組合があります。このうち一つの労仂組合は臨時傭員を多数組合員として抱えている関係上非常にこの問題に対して心配しております。従って市長の意見はたびたび個人的に拝聴しておりますが、この議場でハッキリと人員の整理、首切りはしないということを言明して頂き、自然退職だけにすると云う事の意志を表明してもらいたいと思います。更に労務者の問題でありますが、これは遂次那覇市の復興事業も発展して参りまして、琉球政府からの特別補助これも沢山おりるでありましょうが、更に本会議で恐らく全員一致で可決されるであろうところの日本政府に対する援助要請これも通れば当然市会或いは、市の代理等も日本へ行って日本政府を動かして日本政府からも援助資金を頂くことが出来ると確信いたしております。そうなりますと事業は益々増大してゆきます。従ってこの事業も拡張に伴って道路維持修繕のため傭員については今後相当期間継続されるというふうに見通しがつく訳であります。従って只今の三十六番議員の意見も充分検討して頂き、速やかに最小限に止め必要人員は定数化し、その人々の生活を安定させて頂かなければならない訳であります。

これに対する御意見を承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

臨時傭員は出来得ればもっと増加して、そして事業を拡大したい訳であります。事業の縮小は同時に傭員が減員されなければならないという結果になるのでありまして、事業を拡大する為に積極的に動き出すということは議会と協力して進めたいと施政方針の中にも謳っている通りであります。その場合に臨時傭員を仕事は減っても置かなければならないということになるとしたならば、その負担は市民にかかってくるのでございます。最小限の予算をもって最大の能力を能率をあげるというのが、政治を行ってゆくところの要蹄でならなければならないと思います。その意味におきましても出来得る限り圧縮して最大の能率を挙げたい、だが然し不当の労仂強化はしてならないという点を勘案いたしまして、現在使用されている臨時傭員が御心配されてるように解雇されるものではないのであります。そう言った点につきましては、充分に検討し、予算も本議会で決めて戴き尚そのまま一ヶ年継続的に執行すべきものではないとの見解に立つものであれば改正をされるのでありまして、出来得る限り一人の犠牲者も出さずにやっていこうと云う心構えであります。それを定数化せよ、と仰言ることに対しては、今すぐに議案に対して検討を加えるということは、何によって了解するかと言えば地方自治法の一〇九条を御覧になれば御質問される方も検討を加える必要を認められるのでございます。

○真栄田義晃君

市長は施政方針の中で市民へのサービスをモットーとし、と云う事を言われております。それから立候補の時の約束の中にも労仂者の生活の権利を守るということを言っておられます。それにもう一つ施政方針の予算の編成の大綱この中にも不要不急の経費を削減し、と謳ってあります。ところで議員の給料を大幅に値上げするということが急を要するものであるか、また市民へのサービス、市民への還元の面でどうしても増やすことを念頭におかなければならないか、土木費を削減して労務者三名の首切りを言いわたしているのか、こういったのが不要不急であって議員の給料を値上げすることが市民へのサービスをモットーするという趣旨に答えるのか或いは給料の三〇〇〇円を大幅に値上げしなければ市長の念願している政策が順調に出来ないと考えているのか、その辺の事についてお伺い致したい。

○市長（兼次佐一君）

最後の点から申上げます。議員報酬の値上げは議会の意志によって勘案されたものであるということは、再三申上げました通りであります。それは議会内で論議されるべきものであります。議会の要求に対し検討した提案であります。更に土木事業費を減額して、そうして犠牲者を出したと言われております。四十三番議員は農連市場でも、そのような演説をされていたようでありますが、土木事業費は去年の事業費と対照して果して減っているかどうか、数字の上で現われていることであり、敢えてここに言う必要はないが、増えていることを御承知願いたい。そういうことは、善良なる市民にはっきり申上げなければならない事でありまして、土木事業としては前年度予算に比較して増えているのであります。その場合に心配されるような臨時傭員の大量首切りが考えられるかどうかは、その結論として生まれてくる、現在まで決して大量の首切りは考えていないのであります。今の三名の解雇については、契約が二ヶ月であるということは、お解りの筈であります。二ヶ月を見通しての契約であることを呉々も御了承願いたいのであります。更に市当局の提案について、執行について、善良な市民に正しく伝えて頂くと言うことは、議員の職務でなければならんと思います。と申しますのは、泊のポートターミナルについて四十三番議員は、兼次市長は、永久に無料で政府にあの施設を貸付けているという演説をされていますが、真赤なウソであります。永久に無料で事業させるという契約は、前の市長が約定をされておりますが、そういう契約の中で、兼次市長がこれを是正して当分の間、無料ということにすることと契約が変っていることを御承知願いたいのであります。更に電灯料についても窓ガラスが破損しても、これを全部市当局で負担するということを言われたと聞いております。それも契約条項の中に明確にされている通り電灯料は業者負担、窓硝子その他破損の場合は、使用者負担となっております。斯くの如く、明確にされている善政を何故に悪いように御報告されますか、その辺と関連して土木費を減額して報酬に持っていったという悪い印象を与えようとしておられるのか、当局の提案に対しまして、議員の立場からより充分に御検討を願いたいと思うのであります。

○真栄田義晃君

農連の前の演説をとりあげられておりますが、議会の議員の給料を三〇〇〇円値上げすることが、急を要するものであり、これを値上げしなければ、市長の掲げた政策が実行出来ないのか、又困難を来たすのかと聞いているのであり、この点についてはまだ返事がない、お答え願いたいと思います。

（妥当と思いますとの応答あり）

○市長（兼次佐一君）

その反証を申上げます。下関市人口二十三万で議長三七、〇〇〇円副議長三三、〇〇〇円、議員三〇、〇〇〇円、和歌山市議長四〇、〇〇〇円副議長三八、〇〇〇円、議員三〇、〇〇〇円、岐阜市議長三七、〇〇〇円、副議長三三、〇〇〇円、議員三〇、〇〇〇円、長崎市議長四〇、〇〇〇円、副議長三五、〇〇〇円、大牟田市議員三〇、〇〇〇円となっております。

○議長（高良一君）

休憩いたしまして午後一時より再開いたします。

（〇時〇二分）休憩

（午後一時七分）開会

○議長（高良一君）

開会いたします。十八番、二七番、二四番、三二番、三五番出席致しております。では午前中に引続き一般質問に入ります。

○真栄田義晃君

午前中の私の質問の中から、まだ明確な答弁が得られないところがありますので、引続きお尋ねいたします。市長の答弁の中に日本の議員の給料を参考としてあげられていますが議員の給料の高い低いは人口の規模、予算の規模においてはじめて正しい評価が出来るんじゃないかと思うのであります。市長の申しました各市の議員、人口と予算規模の中で若し知っておられたらお示し願いたい。もう一つは、私が質問しましたのは議員の給料を果して大幅に引上げることが急を要することであるのか、或はこれだけ値上げしなければ、市長の掲げておられる政策の推行が困難になるとの御考えであるのか、困難を来たさないとすれば、やるべき仕事が多々ある現在、他の事業面に廻すのが妥当であると考えられるからであります。それから若しこれだけ値上げしなければ、市長の掲げた政策の推行が困難であるというのであれば、具体的にどういう支障があるかについて御教示願いたいと思います。我々もそういう事に就いて納得出来れば超党派的に協力出来るかもしれませんからこの点改めてお伺い致します。

○市長（兼次佐一君）

午前中の答弁の中で日本本土五ヶ所の議員報酬を例にあげましたのは質問者が同様に例をあげておられましたので、その質問者があげられた例に対し今回の予算面において出て来た議員の報酬と略々同額寧ろそれ以上に増給されている五ヶ所の人口も稍々同じ市の報酬をあげただけでありまして財政の規模によって議員報酬が規定されるという、その御意見は当を得ているかいないかは別として試みに下関市、二十三万和歌山市二十二万岐阜二十五万、長崎三十万であります。大牟田市の場合は、月額議員報酬三〇万に対し、期末手当更に年末手当が一、七割の割合をもって支給されております。次に議員の報酬を値上げしなければ、市長の掲げる政策の実施に支障を来たすかどうかということは、直接の答弁は非常に難しいからであります。というのはそれはあらゆる面から検討を加えて、出てくる答えでなければならないというのは、市長の政策実現が不可能であるということは、何によって不可能かといえば、議会の充分なる協力を得る事が出来なければ市長の掲げる政策を実現する上に一大支障を来たすことになる訳でございます。然らば議員の報酬を値上げしなければ、議会は市当局に協力しないかというところにいきますならば、左様な事態が来るとは考えていないのであります。繰返し申し上げます通り、これは議会の意志に対して、市当局は、この要求を一応受取ったのであり、それによって調整をして出来たのが今の九、〇〇〇円の議員報酬となっておるのでございます。結論は議会当局が従来通りの報酬を持ってしても尚、より以上に協力が出来、市長の政策実現の上に些かの支障も来たさないということが、ハッキリ致しますならば提案の修正をして頂いて、そうして元通りの報酬に、否、それ以下にも議会の意によって決められるとするならば当局としては、御協力して貰うのがネライでございまして、議員の報酬は唯現在の経済状態更に他府県における都市との比較検討から妥当だと言う点から生まれているのであって、上げなければ支障を来たすというのは、今の所考えておりません。尚、議員報酬の算定は人口と財政規模におかれるべきかどうか、私は議員報酬を決めるのはドレダケの日数を掛け、どれだけの財政的負担のもとに、市政に協力するかという点におかれるのではないかと思います。即ち完全に実行され、そうして落着いたところの財政規模のもとに於ける市の場合と、那覇市の様なこれから立直ろうとする過渡期における那覇市が、その市会がやるべき仕事が非常に多いので、仕事の範囲において議員報酬は定めるべき事ではないか、こういう様な見解を持っている次第であります。

○真栄田義晃

今市長は議員の報酬というのは、人口と財政こういったもので勘案して決めるべきものでなくして、これからの建設の仕事の多い那覇市の議員の仕事が多いという歓点から、これを上げるのが正しいということを申されておりますが、それなら、これから那覇市は建設に向う仕事も沢山ある訳であります。そこで職員の給料を日本の地方公共団体の給料と較べて妥当と思われるかどうか、日本のそういった議員の給料に対して職員の給料を調べたことがございますかどうかお伺い致します。

○市長（兼次一君）

職員の給料も至って低いと見ております。給料の増俸をしなければならないと考えておりますがそういったような数百名の職員の給料引上げを一時に大幅に出来ない、従って条例化されているところの定期増俸により、これを除々に訂正していきたいと思います。

○真栄田義晃君

議員の給料値上げは急を要して職員の期末手当の増額というのは後で考慮する、予算の措置上、後で考えるべきものである。こういうように考えているのでありますか。

○瀬名波栄君

議員の報酬の問題が続々出ているようであります。成程日本内地に於いては、国庫からの復興補助これが相当大幅になされております。関係から早急に復興しております。那覇市においては、那覇だけではなくして、全沖縄が今度の大戦で最大の戦禍を受て本当に土のみを残す焼野が原になってアメリカの援助を頂いて復興に努めております。これは非常に微々たるもので、そういう途上において議会も市当局も一体になってこの復興に努力しなければならない、この努力の量は、日本々土の議員活動のものよりは多くなくちゃならんということは同感であります。然し乍ら議員報酬は生活給付でない訳であります。従って経済状態は勿論、市職員或いは一般の労仂者の給料こういったものでも、よく勘案して誰が見ても、納得出来るような報酬でなければならんと思われます。議員は職員ではないのであり、名々の生活を保證すると云う生活給付では決してないと言うことは明らかであります。従って何れの市町村を見ましても、その都の市民の財産或いは財政規模、そういったものから、出来るだけの報酬を出しており、然も亦政治を行うに当っては、なるべくそういったものはおいて市民に関係のある部面の事業を多くしていくというのが当然であります。そういう面から見ましても、今の那覇市の職員の給料が安いということは、市長さんもお認めであります。地方公務員もそれぞれ市は市なりに、町村は町村なりに増給の要求をしております。現に政府の公務員はそれをやっております。これは沖縄の市町村公務員も政府の公務員も給料が非常に安い、まだ生活を維持する俸給に至らないという事を意味するのであります。日本々土に於ては日本の政府職員或は地方自治体の公務員、こういう人たちの給料の復興状況は、戦前のまだ六〇％だそうであります。現在の日本の公務員よりは遥かに安い給料を沖縄では貰っている、そうなりますと物価は高い課税はされて物品税も訳山付いて、これを我々は訳山負担しなければならない。沖縄の経済状態の中では、沖縄公務員という人達は益々生活に窮するわけであります。それだけ政府の公務員も生活が圧迫されています。そういう点において那覇市の部長級と同様に九、〇〇〇円をとらなければならないということは本員の理解に苦しむ点であります。日本本土に於ける市町村のうち、那覇市と財政を同じくするような市町村における議会費が占める割合大体に見まして、二％から二％半、多くて三％程度であります。所が那覇市の場合は議会費は六％もついております。こういうふうにして那覇市に於ける財政規模或いは市民の生活状態、或いは市の執行状態から見ましても、矢張り議会に重きをおかれているということは否めない事実でございます。これに対しては市長が縷々として弁明しておりますので、これに対する御返事を頂こうと思いませんが引続いて質問の一点を申上げて、市長の御見解をお願いしたいと思います。それは市政を市民に知らす為の市民集会これを市長は当選したのち、一遍も持たれておりません。勿論政府がそういう市民集会を持てということは申しておりませんが、民は知らしむべからず、よらしむべしというのが封建社会のモットーであったが民主々義社会においては報告をする義務を議員は勿論市長も持っている訳でございます。十八万市民は兼次市長を当選させて、市長がどういうふうに市民の為に政治をやってくれているかということを見ている訳でございます。非常に困難な状勢の中で政務をとっておられる、これを市民によく知らしめて、那覇市の復興の為に那覇市民の生活と権利を守るために一緒に闘かわなければならない、これも市長は当然認めておられる事と思いますが、それならば何故市長は当選なさってから、市民集会を持って市民に自分が行って来ている市政を知らせるということを為さなかったのか、或いは今後為さろうと云うお考えであるか、今度新しく予算が組まれ、その後市政が運営される訳であるが、この予算の中から生れる市政について、報告はしようという御考えであるのか、その点を一つ御伺いしたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

市民の集会をもって市政の報告をすると言うことは、仰言る通り義務と考えていいと思います。今後出来る限り、多く市民集会をもって御報告したいと考え、その予算措置もとっております。必要な意味において市民集会をもって御報告をいたしたいと言う見解にたっております。

○石原昌進君

現在首里に起っておりますところの農業研究指導所の移転に伴う土地売収の問題について質問を致したいと思います。この事は敢えて市政方針から申上げるまでもなく、那覇市民の生活の問題として誠に重要だと考えております。これは崎山、更に南風原、真和志の三つに跨る地域でございますが、その世帯数二六、この人達が一九五六年十月から現在まで、この土地買収の反対の為に団結を固めて現在まで来ておる訳でございます。この点につきましては、市会当局にも陳情がなされておりますし、更に五月の二十二日に市長と会談いたしまして、市長からまずこの問題を解決する為には、地主の団結が必要である事が強調せられ、更に協力するということが約束された訳でございます。市長としてこの問題に対して経済局或いは政府当局と何等かの交渉をなしたか、どうか、これが一点でございます。第二点は経済局といたしましては、この予定地を変更しないということを発表いたしております。将来この問題が大きくなると言うことは、予想されるのでありますが市長としては、今後政府当局にこの解決のために農民の意志を汲んで意志に沿うて協力するかどうかこれが第二点でございます。以上・・・・。

○市長（兼次佐一君）

只今の問題については、地主一同から陳情書が参っております。その陳情は非民主的な方法によって、土地を取上げないようにと言うことを、市長から訴えてくれという要望であります。早速経済局に参りまして、西銘局長、金城次長とお会い致しまして、住民の地主の意志を尊重して、民主的に納得のいくような折衝を続けてもらいたいと陳情内容と同様な申入れをいたしました。その事は御承知だと思います。新聞に記事によりますと、今後政府当局はこれを強行するという考えがあるようだが、これに対する市長の考え方如何というお尋ねでございます。市長は市民の生活が脅やかされる場合には市民の側に立って市民の納得のいくような処置が講じられるように努力することは当然の義であります。従って市民福祉増進のために如何なる場合においても市民に犠牲と不当な損害を与えないように努力いたします。尚試験場の設置或いは、移転、土地の買収という事は政府においてなされる、この状態については市長の立場からはどうすることも出来ないが市民である地主に損失を与えないように努力いたします。尚試験場の設置、或いは移転、土地の買収という事は、政府においてなされる。この状態については、市長の立場からはどうすることも出来ないが市民である地主に損失を与え、意志を踏み蹂って行うような行政に対しては、徹底的にこれを是正すべく努力する考えであります。

○石原昌進君

農研所の問題につきましては明解なる御答弁がありましたので、これで止めますが、先程軍用地の問題につきまして、市長の答弁の中で補償方式による支払いを強調なされておりましたが、この点につきまして、もう一度お尋ねいたしたいと思いますが、所謂四原則の第二項、毎年評価して、そして毎年支払うということを言うのであるが、この事を質問いたしたいと思うのであります。先程の答弁にもありましたが私の聞き洩らしであれば、答弁の必要はないと思います。間違っていれば訂正して頂きたいと思います。更に現在沖縄にはＩ．Ｒ．Ｂ．Ｍいわゆる攻撃兵器であるとこの「ソア」が持込まれているということが新聞で報道されておりますが、この事につきましては、市長は市町村会におきまして、決議文を提案されております。この問題は那覇市民を含めて、沖縄県民の最も重大な問題と考える次第でございます。この持込みによって原子戦争の危機が益々切迫していると言ったような感じを犇々と受ける訳でございます。こういった重要な問題につきまして、今後市長として、この問題をどういうふうに考え、またどういうふうな方針をもって進んでいこうとするのか、先程市民集会の件も持出されておりましたが、そう云った問題を市民集会或いはその他の方法において、早急に訴え、更に県民の団結を固めるような方向にもっていかなくちゃならないと、こう考えておりますが、市長の御意見を伺たいと思います。

○市長（兼次佐一君）

沖縄に中距離弾導弾が持込まれたということを知ったその翌々日、沖縄市町村会におきまして、那覇市長の立場からこれに対する厳重な抗議をなすべきであると言うことを住民の意志として立法院に要請すべきだという提案をいたしたのであります。この事によって那覇市の市長が中距離弾導弾の原子兵器を沖縄に持ち込むことに反対をしておることは何人も認める筈であります。従ってこれに対し、市長としての考え方を再確認する必要はなかろうと思います。勿論一貫しております。社会党といたしましても中距離弾導弾が持込まれてそしてこれが本国に持ち帰られたという事実もしらない、その時に果して沖縄における人民党社会大衆党、社会党、民主党がこれを厳重に抗議せよと言う意志表示したか如何か先ず一番初に私の所に属する社会党は、この点を立法院に抗議を申込むということを要請しそれによって立法院で議決している事実からしても、個人としても、法人としても、一貫して原爆基地化に反対するということを御認めになってもらえると思います。今後市長という立場からこのことを然る可く機会ある毎に市町村長会を通じて意志表示することに努力いたします。

○石原昌進君

市長が市町村長会において決議案を提出したことは私の方から申述べましたので良く承知しており更に市長が一貫して、この問題に対してハッキリとした考え方をもっているということも、万々承知致しておりますが私の申上げているのは、今後の那覇市長としてこういった重大な問題を今後市民集会やその他の適当な方法によって早急に訴え更に那覇市民をはじめ、県民の団結を固めてゆくようにやるのか、どうかという点においては努力が欠けていると考えます。更に先程最初に申上げました、四原則第二項について御答弁がありませんので御認めになっていると思いますが、敢えて第二項を読上げまして、もう一度質問をいたします。勿論その通りであれば御答弁はなくても結構であります。つまり第二項には現在使用中の土地については適正にして完全な補償が為し、使用料の決定は住民の合理的算定に基く要求額に基いてなされ、且つ評価及び支払いは一年事に為さなければならないと云う事であります。

○市長（兼次佐一君）

その通りであります。

○真栄田義晃君

市長の市政方針全般について検討致しまするに市政方針の消極的な在り方といいますのは、第一に民連の政策を実現する為には、今度の五九年度においてどのように努力するか、これを最初にとりあげまして、この次に政策の遂行という人の裏付けがあって効果的に進められる、この政策を実現する点では、このような機構やこのような人事でもって進まなければならないという事を述べ、更にこのままの人事機構と政策、これが市民の福祉になると自分は思うので、議会もこれについて御協力を願いたいというのが消極的なありかたではないかと思うのであります。この施政方針を見た場合に先ず第一に議会に対して超党派で望みたいから御協力を願いたい。第二は人事も超党派というような意味であると解しています。最後に政策として述べているのが義務だと思うのであります。これについての市長の見解をききたい。もう一つ人事の面において、市民のための市政についての項目を織込んでおりますが、その中で「思想の相違や個人的な感情に基く報復人事を廃除して誠意と能力を中心とする常識人事を行い、この最多年に亘る積弊を一掃したいと考えている次第であります。即ち門閥や政党政派のための市政ではなしに云々」と謳っております。この門閥制度云々ということがありますが、之は非常に味深い文句であります。そうしてこういったものが過去においてあればその例をあげてもらいたい。

○市長（兼次佐一君）

市政方針の聞き方について御意見がございまして、大変参考になります。次からはこれを参考にして、そういった作文を綴りたいと考えております。まず最初に政策をのべて、その政策を施行してゆくように、そういったような人事を行い機構を整備し、そうしたいと思うから協力願いたいと言ったような書方を次からやることを御注意いたします。今回出しました施政方針は私の誠意をもって作ったのでございますが作文はいたって下手でございまして、お氣に入らなければ御許し願いたいと思います。市民の為の市政を行う方法として、思想の相違や個人的な感情に基く報復人事を廃除して誠意と能力を中心とすると云う事は施政を行う上に於ける常識でなければならないと思うのであります。然らばこの際多年に亘る積弊を一掃したいという字句があるがこれは過去に於いて、如何なる積弊があったかという御質問でございますが、その事については私より以上に議員の方々が一番よくお解りになるのではないかと思います。門閥や政党政派のための市政でなしに一九万市民の市政でなければならんことは一人市長のみならず、全県民が願うものだと思います。瀬長時代に門閥や政党政派のための人事が行われたということは、指摘いたしませんが、かかる匂いがするようなことがございますので、就職の自由、思想の自由、信仰の自由という大原則の上にたって就職された職員は、平等にそして何ら依怙贔屓のない所謂真の市民の公僕として誠意とそれに答えるだけの能力を持っている人を抜擢し、適材適所にこれを登用していくだけの事でございます。その点御諒承を頂き過去に於いてこの問題に対し、前瀬長市長時代に人民党のための人事が行われていると言う意味によって、という考えをもっておられるならば是正してもらいたいのであります。過去に於て、過去を通じて斯かる匂いがあったということは、事実であります。必ずしもこれは人民党を指しているものではないということだけは御安心願いたいのであります。要すれば門閥や政党政派による人事が多分に見受けられたが市の職員の今日までの解雇や或いは採用について最近又はずっと以前に遡る折にそういったような弊害があったかにつきましては詮索するより、それをなくしていこうという方針であることを認めて貰いたいのであります。

○比嘉朝四郎君

大分人民党議員からの質問があり大体質問もつきたと思いますが後は明に持越を行う事に致しまして本日は之を以って散開される様動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

所定の賛成があって動議は成立致しております。お諮り致り致します。只今の二十九番議員の動議の通り本日はこれで散会して明日更に質疑を行いたいとの事であります。が左様取計って御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますので本日はこれを以って散会し明日は午前十時から開会することにいたします。長時間に亘り有難うございました。

午後一時四十五分　散会
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一九五八年六月十四日

（午前十時三十二分開会）

○議長（高良一君）

開会いたします。本日の出席三十六人、欠席六人でありまして議会は成立しております

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配布しておきましたからそれによって報告に替えます。

――― ○ ―――
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一九五八年六月十四日（土）午前十時

施政方針に対する一般質問





本日の会議に付した事件

一九五八年六月十四日（土）

施政方針に対する一般質問





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

昨日に引続き市長の施政方針に対する一般質問に入ります。

○宮里敏慶君

行政区画整理事業について市長さんにおたずね致します。行政区画整理事業は

（八番議員、儀武息睦君出度）

戦災復興に関する基礎事業として、一九五〇年頃から那覇市においては企画起債され、その後一九五三年見栄橋地区の整地工事より始って、一九五四年七月六ヶ年継続事業として特別会計を設置し本格的な事業を開始して一九五〇年には区画整理事業は完了するということになっておりますが市長といたしましては、一九六〇年に完了する確信があるか、どうか、それから区画整理事業の地区内には国有地県有地という土地があると思いますが市長といたしましてこの国県有地の無償貸与方について日本政府並びに当地の財産管理局に文書なり或は口頭で陳情若しくは交渉したことがあるか、若しあるとすればその計画を詳しく御報告願います。

○市長（兼次佐一君）

区画整理事業につきましては施政方針の中で述べてあります通り目下その工事が進行中でございますが一九六〇年までは完了する見込みのもとに工事を進めております。それから国県有地に対し政府に交渉したことがあるがということでありますが日本政府には文書をもって交渉を行いこれに対し那覇市の区画整理事業によって整地されてもいいという了解を得ております。

○宮里敏慶君

只今の質問で当地の財産管理課に交渉したことがあるかというこに対して答弁しておりませが。

○建設部長（松根稔君）

只今の説明を補足いたします。日本政府に対しましては公文書で交渉いたしまして回答も頂きました。その回答文書を付けまして財産管理課に提出してあります。従って那覇市の区画整理の国有地、県有地もその計画に従って区画整理することが了解済で現在そういうふうに進行しております。

○宮里敏慶君

施政方針の中には区画整理は八〇％以上完了し後二〇％残っているとうことになっておりますが本質といたしましてはこの区画整理はその半分の五〇％もどうかと思っております。何故そう申上げるかというと美栄橋地区の工事は充分完了しておりますが未だ確定測量もやっていないように聞いております。それから政府に換地処分の申請を為すべ相当の事務的なものがあると思いますがそれが何もやられていないのであります。区画整理の課長も四名も変っておりますがこの区画整理事業に対しては皆むしろ不満をもっております。この事業は事務的にも非常に難しいものであります。ここに資料もありますが資料も読上げる相当時間もかかりますがこういう事務的なこともやっていないようであります。この八〇％というのは何を基礎にして八〇％というのが、その点を市長にお伺い致します

○建設部長（松根稔君）

今の八〇％というのは工事量に基いた進行率の八〇％であります

○宮里敏慶君

これは工事のことでありますか。この事業は区画整理地区内の所有者の土地の三％を提供してもらって事業を進めております。この事業を長引かすことによって相当市民に負担をかけるのであるが今の区画整理の職員を以って果たして完了することが出来るかどうか。この工事がむつかしいために當間市長はわざわざ日本から嘱託を月三万円という報酬を出して技術者を招聘してやっておりましたが現在の職員として果たして、この難しい区画整理事業を出来るかどうか。市長に対して答弁を願います。

○市長（兼次佐一君）

出来ます。

○森田孟松君

只今の区画整理事業と関連いたしまして前の一般質問の中でいたしたいと思いますが那覇、真和志での合併によりまして現在安里の二区並びに上之屋天久あたりにどんどん家が立ちつつありますが、あの辺も当然那覇の首都建設の事業の区画整理事業の面に包含されなければ将来色々な面に於いて支障を来たすと思われますが当局といたしましてはこの辺の地区に対しては如何なる御計画をおたてになっております。或はその辺の地主をお集めになりましてお話合でもなさった事がありますか、その辺の事情につきまして建設部長さんの御意見を伺いたいと思います。

○建設部長（松根稔君）

只今区整理につきまして市当局並びに建設部長として将来どういう計画をもっておるかというような御質門に対しまして御答えいたします。真和志、那覇の合併によりまして臨時市長当時に那覇の建設五ヶ年計画と立てておりますがその総額はＢ円で十一億円になっております。それから市当局といたしまして日本政府に那覇市の都市計画をこれから完了するのにＢ円にしまして十七億円の金が要るという計画を打出してありますがその中に区画整理といたしまして七億七千万円を計上しておる訳でございます。と申しますのはこれまでに行われました区画整理と申しますのは専門地主の財産の三分の一を提供して頂きましてやっておる訳でございます。この点につきましては当時の事業執行者である当局の腐心もそこまでもって来るというのは大変な事であったろうと思います。区画整理は勿論のこと都市計画は那覇市の方においては全市が焼野が原になったといったような状態におかれましてこの都市建設というのは国家的な財政援助というものが大幅になくちゃならなら訳であります。近い例を申上げますとお隣りの鹿児島県大島におきましては人口四千五百位の都市でありますがそれらの都市に対しましても政府援助というものが八十億出ておる訳であります。人口も遥かに多い那覇市におきましては、当然もっと多額の国家援助というものがなければ立ちあがれないというのが本当の実情ではないかと思います。と申しますのは那覇市民の全部即ち那覇市全体が戦災の罹災者であります。罹災者であるからこれを立ちあがらせるには当然国家的な援助が必要になってくるというようなところから日本政府に対する要請も出ておる訳であります。幸いにしまして琉球政府並びに軍民政府におきましては首都建設法によりまして首都建設委員会が設置され、それによって那覇の首都建設を積極的に進めてゆくとハッキリした線を打出されましたことは那覇市の建設にとって非常に明るい希望を見出しておる訳であります。そういう観点に立ちまして本年度の予算にはそういった見通しを折込んで計上されておる訳であります。御質門になりました合併後の区画整理も当然やっていかなくちゃならないし元々真和志の区域内にありました開南地区域は壺屋一帯、牧志一帯の既成の市街地に対しましても区画整理をやっていかなくちゃならない訳であります。現在建設部といたしましては開南通りから試験場に出しまして農連を廻って更に壺川から廻って開南に至る区域これだけを含めまして次の区画整理地区としての準備をやっておりますが、こういった仕事の準備をしておりましても結局財源の問題で我々が仕事をやっていくには二つの線があります。一つは法に基いてやっていくこと。もう一つは我々のやる仕事は全部市民の肩にかかってくるのでありまして、そういった財政上の問題この二つのレールの上に乗って仕事をやっている訳でありますので、そういったことも勘案致しましてこの度の議案も研究して頂きたいと思います。それに依って次々と計画を進めて行きたいと思います。

○久場景善君

施政方針に対する一般質問を十一項に分けて質問致します。

（一）市民の為の市政について。兼次市長は民連の公約に掲げられたこと市政に反映させてゆくことが民連市長としての第一義的な施政方針でなくてはいけないと思うがそういう基本的問題に触れずに極く当然の問題や人事など殊更に超党派的に述べられることは過去の行為を今後慎重になさるお考えであるか。それとも第二、第三の瀬長氏では軍補助金、銀行借入等は将来にかけても不可能と思いますがこの際市長として人民党と一線を画して沖縄社会党員として行動することが望ましいと思います。これに対しどういう御見解を持ちますか。（二）合併の意義について真和志と合併した事によって財政の健全化を期すというのが五九年度の予算では過去の那覇市財政と真和志財政が明確でない。この点については科学分析に基いてもっと具体的に述べてもらいたい。五八年度と五九年度と対照してどのように変ったか。又その財源をもってどの程度の事業が推進出来るかというところまで知りたい。それは言うまでもなく合併策定書にきめられたことが予算化されてあるか否かが問題であって人事の交流だけでは合併の意義はあり得ないと思う。（三）都市計画事業について。首都建設事業であるから政府がやるんだという考え方、又は財政面で依存財源をもつ以外道なしという考え方のように謳われておるがこれを真面目そうに当然であるかの如く述べる前に市長さんが主張したことをもう一度反省すべきであろうと思います首都建設は勿論全琉住民の問題であって一人那覇市としては余りにも重すぎるということはよく解りますがその事業を進める中心はどこまでも那覇市長でありその事業自体を政府に直営させるなど市長としての足りなさを市民に恥べきである。最後に再び聞くが都市計画事業は依存財源の見通しがつくまで一時的に休むということか、それとも政府にまかせるというのか。（四）産業経済について。大那覇市の産業経済に対する構想が何一つ具体的に取上げてなく単に市の機構の改編でもってその育成策となすことは余りにも情なさすぎるではないか。金融引締によって沖縄経済は若干不景気の状態になりつつあるといわれておるそのため購買力も相当減じつつあると思われますがこうなれば中小企業の経営者が相当困難を来たしていると思う。然るに事業税は逆に増加しているようだが、これについて市長はどうお考えであるのか。産業経済費の計上をみても形式的に過ぎず、従来の域を脱しない感じを持つと同時に真接市民に関係するのが少い。例えば農業畜産関係費を減じて林業水産関係費を増にした理由など、もっと具体的方策を聞かせてもらいたい。（五）水道事業について。水源の確保と起債中止とを関連させて今後の水道需要増加に不安定であるように受けとれるが目下の処は企業採算は充分とられていると思うが現在の事業範囲内においては自力による水源確保は不可能であるのか。水道料金を安くすることはよいことだが事業拡張をせねばならない時に特に引下げた理由をしりたい。市長は公営企業に対して充分なる関心をもって住民の利便を図りつつ事業の採算とも勘案してその拡張を期すべきであると思う。（六）区画整理事業について。既に八〇％完了し後二〇％は本年度で終了ということになっているが、これは旧市内であると思う。五九年度においては旧那覇以外の区画整理事業は実施しないという意味であるのか。（七）社会衛生面について。社会衛生費でも従来と余り変りはないが特に予算で目立って増になっているのは失業対策事業費である。これは全額政府より支出することになっていると思うが、その計画についても具体的に説明すべきである。又予算が前年度の倍に増えたことはよい事だが。政府とも大体の話合いは出来ているのかどうか。更に政府の中心を為すのは何と申しましても社会福祉事業だと思うが余り力を入れてないようである。が更正予算でやる意志があるかどうか。（「もういいよ長い長い」呼ぶ者あり）（八）機構の整備について。役所の機構を整備することは、市長が市政を執行し市民への利便を図る上において必要なことかもしらないが徒らに人間だけをゴロゴロさせている様な機構なら増設することは反対である。よい機構をもっても仕事の能率があがらず人を増やして超過勤務手当を増すようなことなら寧ろ整理統合したがよい。本員の欲することは市長はじめ全職員が勤務に対して厳正であって与えられた仕事を決められた時間内に終始するよう努力してほしい本員は十一日に各支所を巡視したが感心するような事務処理がなされていない。（九）予算編成方針について。予算全般については後日審議の時に款項目を追って質疑することにし市長のいう編成方針は変則的で予算の本質からして香しくないと考える。自治体の予算は原則として単一であるから経常予算とか事業予算とかいう区分はあり得ない何故このような予算編成をせねばならないか不思議でたまらない本員が考えるにむしろ市長は議会に対しハッキリと五九年における政府補助金、銀行借入れの見通しが全くつかずに正確な数字がつかめないそのために事業費が計上出来ず当初予算の規模を縮小したということを述べるべきではないか、なお一般予算を経常予算と事業予算を一括する御意志はないか。（十）次に兼次市長に聞きたいことは真和志を合併して最初の予算であるために旧市民は相当関心を持っているし我々も充分責任があるが、五九度において事業費としてどの程度真和志地域に予定しているか。又五八年度よりどの程度増額しているかをお聞かせ願いたい。（十一）最後に合併して市民が特に感じている事は市政の動きが不徹底であるということ、これについて広報活動の周知徹底策はないか。今まで通りでは市民の協力は望めない。市長の明確なる御答弁をお願いしたい。

○市長（兼次佐一君）

十一項目にわたり盛り沢山の御質問でございます。これに対しまして明快にお答えいたします。市民の為の市政を行うということについて市長は選挙当時に公約に盛られたところの民連の政策を実施していくということを明かにすべきであるがこの実施に対して人民党と一線を画し社会党の立場においてやっていく方針であるかという御質問であります。市長がその任期中を通じて立候補当時の公約を全て実現させるべく努力するということは当然の任務であります。その公約に基いて施政方針予算の編成機構の整備一切の市長としての政治活動は市民に公約したところのあの実施のために為されるべきものであると考え今回の予算編成もそういった線において為されておるのであります。その場合に超党派的にこれを為してゆく為に人民党とわかれて社会党の立場からやるべきじゃないかということに対しまして再三に亘って申し上げている通り那覇市長が市政を運営してゆく上には又市会に対する態度といたしましては超党派の立場に立って望みたいと言うことを声明してあります。それは人民党とか社会党とか民主党とか社大党とかいったことを完全にかなぐり捨てて真の市民の公僕としての立場政党政派を超越して望みたいということでありますので今更人民党と別れて社会党の立場に立つということを考える必要はないのであります。六番目の両市合併についてでございます。両市合併を真に意義あらあらしめる為には単なる人事の交流だけではその目的は達せられないという御意見ですがその通りであります。人事の交流は合併の目的を達成するために行われるところの手段であります。然らば如何様にして合併後のその目的を達成するかということはあの新市五ヶ年建設にもられたところのあの策定書を忠実に実行することである事は勿論であります。然し乍らその実現は飽くまでも財政と睨みあわせなければならないのであります。然らばどれだけ今度の予算において考慮されておるかという御質問になっておりますがこの点については財政部長をして後刻明細に答弁させます。三番目は首都建設の財政は専ら依存財源に仰いでおるが、これは果してどういう方法で実現するつもりであるか即ち依存財源が得られない場合は中止をするか又は政府にまかせるかという御質問でございますが首都建設は市当局のみならず市会両座に課された大きな課題であると思っております。那覇市の首都建設事業が那覇市民のみならず全琉的な問題となっておることを施政方針で申し上げたのであります故に政府は義務としてこの首都建設に援助を与えなければならない訳であります。従って義務として行っていこうとする市が義務として為さなければならない政府に対し当然の要求として予算処置をすることは妥当な処置と考えております。その際に若しその援助が得られない場合には休止状態になるがという御質問でありますが援助を得られない場合においては自己財源の許す範囲内における事業の進行は可能であるが、それ以上は当にした財源が得られないとすれば当然執行不可能になることは予算そのものの教えるところであります。然しそれは議会も当局も一体となって義務付けられた琉球政府が首都建設に財政的援助を為さしめるために努力して貰わなければならないと思うのであります。当局のみの仕事として考えることは間違いになりはしないかと思います。そ為に与党攻勢をうけてまで議員諸侯の報酬を思う存分ではないがいくらか値上げしております。これはこういう場合に専らその業務を或は全勢力を傾けて協力して賁えると思うからでございます。四番目の産業経済の保護育成に対する予算措置において予算額が余りにも少いということを更に事業税の増加と結付け事業税の増加に対する見解と水産面の予算を減額しこれを林務行政面に移讓増加する理由をついておられますが、このことは必要とあれば後刻担当課長をして答弁為さしめ又は委員会において具体的に御回答をさせることにいたします。五番目の水道事業は早急に水源の確保は可能であるか、更に料金の引下げはいいが引下げすることによって事業の拡張に支障を来たしはしないかという御質問でありますが、自己財源によるところの水源の確保は暫定処置としての当座しのぎとして水源確保は可能であります。然も歴代市長が為し得なかったところの浦添の水源は戦前那覇市民の負担によってその水源は確保され水利権は確保されており然もダムは那覇市民の負担によって建設されております。これが何時の間にか軍に取上げられ軍はこの水源を民間会社に譲渡していたのであります。私はこれに抗議を申し込み水利権の返還について追求し遂に市当局の要求をそのまま受け入れることに一昨日問題の解決をつけたのであります。こういったような行き方でまず水源の確保は出来るが然し那覇全市民の需要量を満たす為にはどうしても起債により永久的な水源の確保をしなければならない立場にあります。水道料金の引下げによって事業拡張が阻止されはしないかということも予算そのものが教えるところであります。然しながら水道料は不当な料金を徴収しその徴収された金によって未敷設区域に敷設拡張をするということは当を得たやり方ではないつまり施設を使用している現在の使用者の犠牲において新しい地域に水道の敷設をしてゆくことは民主的な政治の行き方ではないと考えるのであります。従いまして正当な料金に引下げをしたのであるがそれによってやれない時はより拡張が鈍るということは否定出来ない状況にありますが双方を相較べた場合には今回の予算の措置がより妥当であるという見解に立ったからであります六番目は区画整理事業は八〇％完了したがそれは旧市内だけではないかと言われておるが現在事業進行中の区画整理事業を新しい区画整理事業の構想につきましては今先建設部長から答弁のあった通りであります。

七番目の社会保健衛生面についての御意見はその通りであります。意見として承わり充分に努力をつくしたいと思います。八番目の機構整備は人間だけをゴロゴロさせてはならないよりよい機構をもってそして人を増していくならば賛成であり市長以下全職員が努力をつくして職務に勉励せよといわれておりますが何人にやらせてもその通りでありまして従って人間をゴロゴロさせるとか自然減の職員の補充を為さないで然も機構の整備強化をなし市民の福祉に副いたいというのが施政方針と予算措置の上に現われた姿であります。九番目は予算編成方針について自治体においては軍一方式でなければならないあれで事業予算と二本建にしたところの編成方針はそれは事業費の政府補助金獲得に見通しがつかないための形式的な編成であると極附けておられますが既に先日提案いたしましたところの事業予算は追加予算として提案されておりその編成方式は自己財源により予算と補助起債によるところの事業予算に内訳せられていてもその実体は単一方式であるという御意見にそうものであります。五九年度における予算の方で真和志を合併したことについて真和志に対していくら程計上されておるか数字の問題でありますので財政部長をして答弁させます。十一番目の広報活動を活発になすべきではないかという事なので有難い御意見として承わりより活発に広報活動を行い市民集会をもって市政の報告を行っていきたいと考えております。

○財政部長（義永栄善君）

只今の施政方針から来たところの質問の二項及び十一項に対して一括して説明申し上げます。事務処理に対しましては真和志の合併策定所にあるように全面的に受入れる様考えております従って合併策定書の第八項に対しましては真和志の現行予算を大幅に真和志支所長に委ねております。寧ろそれ以上に為されております。合併策定書の事業計画の問題でありますが、追加更正予算の執行面を御覧になれば直ぐお判りのことと思います。特に合併当初におけるところの予算というものは編成上において幾多の片寄った所の措置を取らなければならないということは真和志の財政規模というのが不備であると申上げますのは一九五八年度に於けるところの真和志の予算編成を中身を見た場合私自体その担当者でありますのでよく判りますが予算編成の中に於いて前年度の予算から次の予算を編成する場合に於いて編成の在り方が市民所得の約七十パーセント程度が大体予算規模としてくるものをもって来て一二〇％に計上される。こいうところを那覇の財政とも関連して調整してやった場合予算編成上大きな差が出て来る訳でございます。そういう面から予算編成上非常に困窮した訳であります。それと関連しまして合併後に於ける所の予算措置はその当時に於ける所の事業面において少なくとも策定書通りの執行というものはむつかしい問題だと思っております。これは如何なる人が編成に当ってもその編成の規模がそういうところにある関係上中身が確実な目途をつけない限り次の事業の措置はできないと思います。しかし五九年度に対するところの真和志に対する事業予算の面にも現われております通り例を一つ上げて説明いたいたしますと合併策定書の二項の中に安里川安謝港の修築というものが経済審議委員会に取上げられた通り今回の予算においてもこの分を一部謳っております。それからの開南より農事試験場、工業高校、松川を経て又吉道路これも計上されております。それから国場川の埋立事業に対しては、これは真和志の議会の議決を得て行政主席の認可も得た訳でありますがこれに対しましては軍の意向が真和志が那覇市に合併された関係上那覇市の議会において議決を為すべきであるという事で差戻しになっております。これも今回の予算に於いて計上されております尚蔡温橋通りの河川の護岸に対しましてはエマ台風の資金から措置するとすでに発表されております。それが塵芥処理に対しましては那覇市区域を中心に設置されておりますが今回は真和志、与儀に設置することになっております。真和志地区の水道事業設備に関しましてもすでに為されております。それから生活保護者に対する宿所提供施設も 五八年度に実施されておりますして今回の上程議案の中にも識名の方に愛生寮三十六坪が出る事になっております当面の問題として真和志の識名に持っていった方が将来どうせ建設すべきであるということで、今回建築を初めております。安謝港の埋立事業に関しても予算に計上されております。以上の様に事業面から致しますと、合併策定書の中にも現われておりますものの外現在の真和志支所に於いて充分実施されておるが沢山ある訳であります。

○大山盛幸君

対外的問題として施政方針に取上げられております。那覇市復興の財政援助即ち依存財源の獲得に対する質問をいたします。施政方針のアチコチに積極的な折衝を行い積極的な運動を行う云々と謳っておりますが市民福祉を図る面から是非市長としてそうして貰いたいと思います。エマ台風資金から三千五百万円が支出され尚那覇消防署に三百二十万円の交付も為されており所謂市長の言う突破口が空いたという点におきましては那覇市に明るい希望がもたらされておる訳であります。この積極的な折衝積極的な運動を行うのは市長としてははっきりした信念をお持ちであると思います依ってこの折衝の運動の具体的な問題並びに方法についてご発表をお願い致します。

○市長（兼次佐一君）

対外的問題としての那覇市の復興のための財政援助に対し琉球政府、アメリカ民政府、日本政府に対し積極的な運動を行うという事に対し如何様にして積極的な運動を行うかにつきまして、日本政府に対しましては既に市当局に於いては建設部長をして折衝せしめ更に市当局に於けるところの那覇市への援助要望決議等をして頂き、尚市長自ら、日本政府に折衝を行い或は又市会においては決議文を自ら持参し、正副議長を中心として体当たりをしていくというこの様相を私は積極的な折衝の方法と考えております。次にアメリカ民政府に対する積極的な折衝方法としましては先に那覇市へ返済を要しない所の資金として、交付するという指令を出された八千七百万円特別補助金に対し未だに未交付になっているところの残額については、どうしても援助をして貰いたいという事に対し文章或は口頭をもって行う心算であります。が不幸にして小職はその担当官に訴える機会を与えられないのであり、従って議会当局をして短刀直入に口頭でもって積極的に運動をして貰いたいと考えております。それに相平行して当局は文章をもって強く要求を続けて行く考えであります。琉球政府に対しましては首都建設法によるところの政府の首都建設委員会の設置が為されることになり、誓定予算として二ヵ月分の委員会費も計上されているという現状であって従って首都建設に対する政府の動きが積極的に為される見通しはついております。つまり首都建設委員会によってその委員会のメンバーも選定されつつあるのでございましてこの議会に市は市長がその委員会のメンバーの一人になっておりますので首都建設委員会に提案した議案を単に市長の構想だけではなしに市会の意志も反映させるために更に市長の諮問委員会を設置して広く衆智を集めそれに基いて首都建設委員会に提案を為し而して積極的な交渉と運動を行うという意味があの施政方針に盛られた表現でございます。

○大山盛幸君

真和志えの六十万円の特別補助については口頭連絡があったようでありますが市長に報告があったかどうか。それについては兼次市長にやるのではないというような話もあります。それについてどう思うか御意見を伺います。

○市長（兼次佐一君）

只今の御質問は施政方針とは関連がありませんが、五八年度予算において真和志支所長に与えられた権限において施行されていく所のその予算で軍の方から六十万円の助成金を出して事業をなさしめることになっておりますがこれについては口頭の指令があって仕事はやがて着工する段階に至っているようであります。若しそれが兼次市長にやるのではない、真和志支所長にやったのであるとすれば誰にやってもよろしゅう御座います。要は兎に角那覇市に来ております。

○大山盛幸君

施政方針に自己財源と依存財源に基く二本立ての予算編成の方式をとったのでありますがそれは自己財源の範囲内における健全財政と起債並に補助金等による積極的政策に区分し何如なる事態にあっても支障を起さないようにしたい、云々とありますが、これでは片足だけで踏込んで片足は何時でも逃げられる態度をとった自信のない予算編成であって依存財源を積極的に獲得して市民の福祉を図る気構えが薄いように感じられます。これは犬になってまで補助を貰いたくない。貰う必要がないと三月の定例議会に市長が言われたその表現ではないかという危惧も持たれますが、これに対する市長の御見解を伺いたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

この予算編成の施政方針から受けられる印象が今御質門されている様な印象を受取られたとすれば、それは受取られる方の御自由にする以外にはございません。これをたたみこんで去る議会における犬になってまでは補助を貰わないということを暗々の裡に意味したものではないかと云う風に受取られるならば、そうであるという以外に申し上げる外はないのであります。何故ならば依存財源による所のその予算編成は飽く迄も補助金が対照となった歳入でありその歳入を図らんためには門を叩けということを一番議員から指摘されましたが百度も千度も門を叩け叩けということが積極的な折衝であり、運動であります。そして誠意を披歴し超党派的な立場に立って市民のためにそしてなお犬になれ然らばなれるという場合にその時こそ俎板の上にのせられても引かないという事が言える訳であります。私が那覇市民として日本民族としての誇りを持ち市民のための市政を行うためには善意をもって積極的に折衡はしますが犬になれ然らばやるという場合には受け取れない。不幸にしてそういう事態がある場合にも支障を来さないような編成の補助金になっているのでございます。

○大山盛幸君

表現という事は大変大事なものであります。文書による表現と言葉による表現、特に那覇市長として、那覇市の繁栄のため那覇市民の福祉を増進するために如何なる苦しみにも打克たなければならないだろう。自分の名誉を捨て、兼次佐一という個人を自己を捨てても対外的折衡をしなければ市長としての任務を全うすることは出来ないと思います。斯かる見地からその筋々に財政援助をお願いし、依存財源を獲得するためには市長個人は犬になってもいい乞食になっても市民のためならばいゝと思いますが、その勇気がありますかどうか。兼次個人はどうなってもいいと言う気持で仕事をすれば必ず十九万市民から万雷の拍手を持って応えられると思います。市長のいわれる突破口を再び埋もらすか、もっと穴を大きくして渾々と財政援助の泉が湧き出すかどうかは市長のこれは心掛け一つであろうと思う。犬という見解はどうか知らんが市民のために犬になってまで貰いたくないという事は首都建設は兼次市長の個人の問題とは違う。対市民的な問題として、そういう表現は拙い、寧ろ市長に対する要望は兼次個人は犬になっても良い市民のためにやって貰えば有難いと云う要望であり叫び声である。何のために民政府からは口頭折渉も受付けられないかと云う事は、この言葉の表現から起って居ると思う。これに対して市長は如何思いますか、伺いたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

飛んだ所で犬談義になりましたが、この際犬と云う事は那覇市長として犬になってまでは補助金を貰わないと言ったが、その考えであるかと言われたからそうであると答えたのであります。今回の場合においても又そうでありまして、この表現が対外的に及ぼす影響が大きければ何故に市長をしてそう言わしめるか了解に苦しむのであります。若し大山議員の言われることが私の言った事と当然同じものであるというお考えの上に立っておればそれは誤解であります。兼次佐一は個人の立場において乞食にはなっても犬の様な犬になれないのでありますから犬の様に漕き使われ走り廻っても市民のためにやれというならば仰言る通り犬の様に走り廻り乞食の様になり下ってもやります。だが然し補助金というものを貰うという前提の上に犬という表現でありますが、補助金は兼次佐一個人に与えられるべき性格のものでなく十九万市民に与える補助金であり、受取る場合に犬になれと云う事は市長に云えない筈であります。犬になれと云う事は受取る者の態度を云うのでありまして、その際にはお断りすると云う丈でございまして決して反米的な反抗的な考えの上から出てくる所の言葉ではないのであります。これは乞食や犬というような言葉が出るのでそれになってまでは補助金を貰う必要はないと云うのであります。再び私は三月に申上げた事を比処に申上げますが、十九万市民が兼次個人は犬になっても乞食になっても乞食になっても取れと云われるのであろう、その場合には兼次個人は犬になっても乞食になっても取るように努力をする。だが私をして犬になっても取れないという市民は一人も居ない事を確信致しております。

○新垣松助君

市長の施政方針の中に肝腎なことが抜けた感がある。即ち久茂地川、安里川、ガーブ川、護岸工事並みに浚渫費として三千五百余万円を支出し、政府工務交通局が工事を行うとの事は議会としても喜びに堪ないが然し同河川の工事についてはそれでいいのであるが、特に市長が洩らして居る所が三つあります。本員は建設委員として次の三つをお聞きしたい。安里川の上流つまり蔡温橋より大道校上流に至る間は大雨の際は浸水氾濫が激しくて大道校の校庭まで浸水するからと同校長以下ＰＴＡから護岸工事並に排水路の陳情がありましたがこれに対し市会の建設委員会と致しましても現場調査をした結果その工事の早急なる必要性を認めております。市長の施政方針には同河川について謳われていないが同河川に対する計画とか、政府に対する折衝でもしたことがありますかどうか。次にガーブ川も同様睦橋より農業試験場の畑にいたる河川の上流の護岸工事施設について計画なり或いは政府と折衝された経過なりについて伺いたいのであります。次にガーブ川の水上店舗立退き問題について、三月の定例会議で立退き決議がなされその後、三ヶ月は過ぎたがこれをどうお考えであるか、この立退きの問題については、法的に色々と研究するという立場から水上店舗対策委員会が設立されたが当委員会だけに委すお考えであるのか、市長の積極的な政府との折衝、今後の方針を本会議に於いてはっきりとこの三つについて報告して貰いたい。以上であります。

○市長（兼次佐一君）

安里川上流即ち蔡温橋から大道校に至る河川ガーズ川の上流、むつみ橋から農連市場に至る所の河川についての対策をお答え申上げます。まずガーズ川から申上げますとこれを根本的に解決していく方法と致しましては現在の川の断面を拡張するという事ともう一つは旧鉄道路線に沿って別個に排水路を新設し、試験場から上流の流水を国場川に分流するという方針この二つの方法がございます。その二つとも幾等位の工事費がかかるかと云いますと、まず一億円以上の工事費を要するのであります。一億円以上の工事費をもってしなければ根本的な解決が出来ないという所にぶつかっており、ではどう云う処置を講じたが良いかということにつきましては、まず第一に河川法の適用を受ける。二番目の方法としては都市計画法の適用を受ける、この二つの方法があるのであります。その場合においても矢張り軍民両政府の補助を得なければならないのであります。そこで河川法の適用を受ける場合におきましては当然政府の負担工事として解して良いと思うのであります。更にもう一つの所謂都計法によるところの方法がございますが、その川には所有権が設定されているのであります。市の設計によって地主自体に工事費を負担させ、そうしてその上屋の使用権を認めるという方法も一つの方法でございます。然しその場合に利用度の高低或いは各地主にかかるところの所有坪数等は敷地だけの問題で果して順調に解決出来るか、何れも短期間において、これが為せるかと云う所に大きな疑問をもっております。従いまして、当局の案としましては、まず河川法の認定を受け政府をしてこれが施行をして頂く様に折衝して行きたいという考えであります。次に蔡温橋の上流についてでありますが、施政方針で申述べた通り、又新聞紙上に報道せられておる所のエマ台風の三千五百万円というものはエマ台風資金の中における那覇市の三大河川排水路工事費になっており、それがこの三千五百万円でございます。この那覇市三大河川浚渫費という予算は必ずしも安里川の蔡温橋の下流並びにガーブ川のむつみ橋の下流とは指定されていないのであり、従って法的な三大河川ではなしに現実に見て最も工事を必要とする三つの河川と解釈されている様であります。従ってあの三大河川をもって、工事費の三千五百万円の施行個所は蔡温橋上流、大道校に至るまでを含まれるものと解釈し、既に政府当局は市に対し蔡温橋の上流大道校までの設計の依頼が参っておるのであります。ガーブ川におきましても又その通りであります。故にあの当時三大河川工事費の三千五百万円から更に拡げて石川博士の構想を含んでいるところの都市河川事業費の四千九百万円も注ぎ込んで一挙にこれを解決して行くために市並びに議会当局が一体となって積極的に運動を起して貰いたいと云う意志がそこにあるのであります。従って只今の御質問の要点に対する答弁の結論と致しましてはガーブ川においては河川法の認定を受けるために積極的に運動を行い、そうする事によらなければ抜本的解決は出来ない。蔡温橋の上流についてはエマ台風資金による河川浚渫費の中に含めて一挙にやって頂く様に努力したい。こういう考えの上に立っているのでございます。次に水上店舗撤去についてでございます。水上店舗の撤去につきましては法治国家における自治体の立場と致しまして法治国家である以上その行為は全て法に基いてなさなければならないものであり、法的に仮に処置出来るとしても社会的問題として、最も重要視されなければならない。従って衆知を集め、法的な上からも社会的な問題の上からも支障を来たさない様に当局の責任者又は市会から六名の委員を選任して頂き今はその委員会が構成され審議を進めておるのでありまして御質問になっている議員はその委員会の委員長でございますのでどうぞ議会中に於いて尚、又議会の閉会中においても本問題解決のために協力して下さる様切にお願いする次第であります。

○高良清二君

都市計画事業中の特に指定地域の問題についてお訊ねしたいと思います。現在施行されております所の都市計画事業は過去に於ける歴代市長の為されて来たものを受継ぎ兼次市長は進められつつあるのであります。所が今回の施政方針を承りまする場合に兼次市長としては資金面の捻出を図るに窮々として何等その具体的都市計画のプランを持っていない。現在為されている所の事業も即ち、過去における歴代市長のマスタープランをその侭踏襲しているのであります。過去におけるマスタープランの中に区画整理事業地域として公園地域、色々な地域の指定はどう指定されたものか、その侭いぜんとして進歩の後も見えずあまりにも遅いのであります。と申しますのは最近新聞紙上で賑っております所の不良化防止対策問題それから教育の向上或は幼児青少年の保護育成についても色々と難題が登場しております。所が現在におきましては用途地域の問題に言及致します理由は新聞で発展されましたその以前の問題でありますが何しろ青少年の保護育成或は国民を養成するという立場から学校地域に対する色々の問題が惹起しつつある訳であります。過去において用途地域の問題が工場建設或は住宅或は商業と色々の問題における地域の指定が遅れた為に後で公聴会を開き私もその公聴会に出席した事があるが、当局のやり方は尻を叩かれて始めてその地域の指定或は変更をするような事が過去においてなされて来た様に見受けるのであります。特に最近起っております所の青少年不良化防止運動と併行致しまして、教育環境の浄化というものが其処に現れていないと云う事は市当局が都計事業に如何に怠慢であるかは自ら発見することが可能であります。それで過去に於いて、用途地域の指定或は変更は何時も公聴会その他の方法において当局は尻を叩かれて初めて講ずるような恰好になっております。特に文教地域の指定においては那覇、真和志の合併の後は重大な問題であるのでその国民をつくるのに是非ともやらなければならないということを本員は痛感するが、当局は今回の施政方針に何らそういった点については謳われておらず重視していない様であり単なる予算の獲得の問題という面に窮々として資金財源の問題丈にしか触れていないが都市計画上、何時頃からこの問題を具体的に実施されるか又文教地区の指定については如何なる方法によって実施されるかその辺についてこれから如何したいと云う考えがありますならば承りたいと思います。

○建設部長（松根稔君）

只今の御質問は都市計画によって学校文教地区の指定の計画があるかという御質問だと思います。この問題は我々も検討を進めておりますが結局市当局と致しまして例えば現在起っております牧志十貫寺通りの地域に対する対策といったような事につきましては、我々の出来る範囲が建設規準法によります所の禁止制限によりそういった不良業者が出ないようにする事しか出来ない訳でございます。その為に文教地区の指定ということが謳われております。従いまして現在都計画課におきましては前島小学校と泊小学校の文教地区の指定を起案致しておりまして今会期中に諮問案を提起するつもりであります。ただ申上げておきたいことは沖縄の建築規準法によりましては文教地区を指定するようになっておりますが、これを指定しましてもそれを規制する所の規則が出来ないというので政府に対しまして、この建築の制限並びに禁止の規則の制定をお願いしてあります。と申しますのは文教地区を指定しましても具体的な事としましては此処にある旅舘の建築申請があった場合にこれの決め手となる違反制限が出来ない訳であります。これは日本においての建築法によりますと、市町村の議会の議決を経て条例をつくって規制するようになっていますので目下政府の方に規則を制定して貰う様交渉中でございます。

○高良清二君

建設部長さんのご心配に感謝致します。引継き御質問を致します。現在の建築基準法では如何にもならないと云うふうな説明の様であります。それでその方法は規則の制定を政府に交渉中だというが、その辺の具体的交渉或は申請している程度の箇所について詳しく説明を願いたい。尚重ねてお尋ね致します文教地区の指定の件についてお訊ね致しました所、既に起っておるところの十貫寺とか泊或は前島小学校については指定したいと云う考え方で計画しておると云う様なお話でありますが、その辺であります。そうした問題が起ってからこれを研究する、つまり指定し、問題が起ってからその法を調べるというような後手の考え方ではないかと云う点であります。本員が申上げんとするのは前島小学校や泊小学校は勿論であるが、那覇市という形態においてはその都市計画の地域内に該当するところの首里の先から小禄の端まで学校関係を全部総合的計画をしなければならないと思うので先程指摘いたしました所の色々陳情問題或は事故が起ってからでは遅いので後の方策を何処におくということを研究すべきであると云うのであり、即ち、単なるマスタープランを踏襲して新しい進展の後を見ない都市計画事業即ち資金だけに窮々としている行為に対して私は云うているのであります。それに単なる前島や泊校だけの問題ではなく、全那覇市地域における文教地区の問題地域における文教地区の問題に言及せんとするのであるが、指摘された後にそこに後手の政策を考え出すということはいけないからモット勉強を要すると云う事であります。これを建設部長は単なる泊地区方面に丈、言及していますが、全地区に亘り如何なる方法を考えているか、この二点について御伺いしたい。

○建設部長（松根稔君）

只今の件は勿論全地域の学校に対しまして施工されなければならない問題でありますが、唯我々として早急に、処理したいのが前島と泊の問題という訳で今期の議会中にこれを提案する心算であります。何故これを一般にやってもらわないかという事につきましては、これは当局が一方的にやった場合にはその事大によって色々問題が起こって来るのじゃないか、例えば栄町の如き大道小学校の問題と云う事も起りはしないかという事を考えまして、慎重に構えておる訳でございます。市に熱意がないことは誤解でありまして、例えば都計全般につきましても非常に尨大な資金が必要であります。それに御承知の通り、変更等があります関係から色々と苦労しているので御座います。従来の計画を踏襲しているばかりだという話に対しましてこれは先程も申し上げましたように我々のやる仕事は二つのレールを走らなければならないということは我々の基本方針でありまして、余程止むを得ない事情がない限り、変更しないという既定方針に基いてやっております。尚、建築関係の折衝については機会ある度毎に建築主事が絶えず政府と前から検証を加えており、建築事務の担当者並びに市役所の主事、建築課長、こういった同じ職務の関係者が絶えずこの問題は検証し、先程も申上げました通り建築の制限及び禁止の規定についてこれを今度立法院に提案して貰いたいと云うことをお願いしている訳であります。

○森田孟松君

市長の方針を聞かして頂き、亦市民の友を通じまして大体兼次市長が超党派な態度を以って市民福祉のために努力するというこの基本線に敬意を表するのであります。先づ市民福祉を獲得する為には我々は如何なる方法によって財源を獲得するかという事を考えなくちゃいけないと思います。今度の次年度予算を歳入面から色々検討した場合には我々は垣久的な立場において色々な方策を考えなくちゃならないんじゃないかとこう云う観点に立ちまして、これは施政方針の中には市長は触れてないのであります。この件につきまして市長の御見解をお聞きしたい問題がありますのでお伺い致します。自己財源を要請するという意味においては私は出来るならば所謂財政負担をするところの市民の支出を要請する面と、それから全ゆる事業面の企業化の保護育成をねらって出来るだけ財源の獲得をねらってと云う立場において考えておるのでありまするが、そういう面から現在首里バスが六十パーセントを投資しておられるのであります。あと四十パーセントを当局が買い上げて、そして首里バスを純然たる那覇市営バスに切替えるお考えはないか。この問題につきましては軍の考え方、公共企業に対する考え方があるようであります。政治の客観的情勢は刻々変化して来ておるのであります。市町村公営企業法というのも施行されている現在において、あの公営企業法第二条第三条の規定から見ましても私はやりようによっては出来ると思います。こういう意味におきまして、首里バスを公営企業にする、尚出来得れば市内の銀バスも公営バスの線に持って行きまして、市内を循環するところの市民の交通面のサービスを図りながら自己財源を幾等でも多く獲得するという意味において我々は考えていかなくちゃならないと思いますが、この面につきましての市長の御見解をお聞きしたい。それから時間がありませんので次にお聞きします事は企業化の保護育成という意味におきまして、那覇市の条例の中の中に補助金の制度を設けられております工場誘致条例とかというような条例をつくりまして中小企業化そういう風な企業化の保護育成をして将来の自己財源確保の面に充分意を払って然るべきじゃないかと思います。当局においては工場誘致条例とか、そう云う様なものをつくるお考えがありますかどうか、ありますならばお聞きしたいと思っております。次に財政部長にお伺い致します。財政部長の財政報告を聞きますと、真和志合併策定書の実現を期すという線に絞られておりまして非常に私と致しましては満足であります。財政部長のこの考え方は真和志地区におるところの六万五千人の市民を合併してよかったと云う安心感を与えると思います。実際の予算面を見ました場合に久場議員も触れておられるのでありますが、これは予算質疑の場合に一応申上げたいと思うのでありますが、ここでは省略致します。これは勿論財政面から睨み合わせて我々は無茶を申上げる訳ではありませんが、あの策定書の中に盛られたところには目に余る措置が盛られているような措置があったと云う様な面につきましては今会議中の審議期間中において、若し修正の出来るところは思い切って修正して頂きたい。更正予算で措置するとありますが直ぐにやって頂きたいということをお願い申上げて財政部長のそれに対する御見解を承りたいと思います。尚先程の説明の中で真和志市は市民、所得の調定を百二十パーセント見込んで計上されたという事を云われておりますが、当時の議会では我々は当局に対してこう云う調定では駄目じゃないかと盛んに喰ってかかっておった訳でありますが、当局は十分自信があるからと云う様なことで揉みに揉んで漸くあの案が通った訳で当時の総務部長はよく覚えておられると思いますが、その部長がそういうようなことを云われた事に対しましては少し不満であって今少し全体としてのその当時の真和志のあの議会の空気を正しくお伝え戴きたいと思います。次の問題につきましては予算の質疑の場合に申上げます。

○議長（高良一君）

丁度晝食時間でありますので休憩致しまして、只今の質疑に対する答弁は午後にお願いしたいと考えますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め休憩して午後一時再開致します。

（午後十二時七分休憩）

（午後一時五分再開）

○議長（高良一君）

開会いたします。午前中に引続き七番議員の質門に対する財政部長の御答弁を願います。

○財政部長（義永栄善君）

真和志の予算について調定額に対しての御意見でありましたがこれを通した事を弁明するような恰好になりますが実は私、八月一日に真和志支所に奉職致しましてこの予算を編成する時には居ない訳でありますそれでこの編成の問題を今提議しましたのは真和志の予算規模を如何云う面から解剖して健全予算にもっていかなければいかんか経常予算を編成する場合には何処までも経常予算として計上するからには一カ年の間に処理していきたいという面からこれを作成した訳であります。そうした場合に真和志の予算の一、七〇〇万円と市民税に対しましてこれをその侭五九年度に受付けられるかということは健全な予算の編成の上から不可能であります。とこ迄も那覇市の予算と合体予算を編成する場合にはこの編成の予算の中から那覇市はこう言うふうになっているからこれを合体した場合にはこれ位の規模は生れてくるのではないかと言えるのであります。確定的な予算を編成する場合にはこの真和志の予算を回顧しなければいけないのであります。現在絞られている点に対しましては非常に失礼なものの言い方で申し上げましたが予算編成の建前からこういうことを申し上げた訳であります。それから五九年度予算に対しましては五ヶ年計画の策定書による事業予算が計上されているかどうかという御意見でありますが合併策定書という五ヶ年間に処置すれば良い訳でありましてそういう場合に合併直後の予算編成というのは完全に財政の規模を把握するまで慎重に検討されるべきだと考えますそういう面から直ぐ合併したから事業予算を計上していかなければいけないと言う事は当らないのでありまして五ヶ年間に処理して行くという考えでおる訳であります。それでは今回の予算においてどれだけ計上しているかということを申上げますならば。・・・・

○森田孟松君

それは了承していますが私がお訊ねしたいのは財政的な観点から財源の獲得を如何したら良いかと云う事であり合併策定書に謳われております事については諒承しております只五九年度の新年度予算で予算措置をとって置かなければいけない問題がある様な気が致しますのでこれを御伺いいたしたいのであり、あなたの云われた線に対しては諒解しております。

○市長（兼次佐一君）

首里バスの問題について午前中の森田議員からの御質問に対しましてお答えを申しあげます。御承知の通り首里バスに対するところの市の持株は三万株でございまして首里バスの経営状態はバス会社の出しておる所の事業報告並びに決算書によりますと先ず投資金額に対してその配当の割合から見まして大変順調な経営が行われていると言う見解に立つのであります。そう致しました場合に市はこの首里バスの三万株を除く残りの株の全部を買収してそうして市の経営するところの所謂直営企業にしたらと言う御意見でございましたが現在の沖縄に於ける経済状態と首里バスの経営内容並びに那覇市の交通情況から致しました場合大いに望む所であります出来得る事であれば残株の全部を買上げて、そして那覇市の市営としてこの事業を経営することは実に堅実なる措置と考えておる次第であります然乍らその場合におきましても果してこの首里バスの株主であられる残り株即ち二万株の所有者であられる株主の協力を得られるかどうかと言うことにつきましては検討の余地がある訳でございます。従いまして今日明日と或は今年度と言ってこれを市営にすると言ったところの方針がないことを御答え申しあげる次第でございます。次に企業の育成つまり中小企業の育成は市に負わされたところの当面の問題でございます。その方法として工場誘致の政策のもとに工場誘致条例等を制定すべきではないかという御意見でございますこの事につきましては充分検討を致しまして御期待に副うように取計らいと思うのであります。

○平良真次郎君

只今森田議員から市の財源確保についてその御質問がございましたがこれについて尚附加えて御質問致したいと思います財源を確保することは当局並びに議会としても現段階においては最も適切な方策のもとにやらなければいけないこういうような立場にたちまして二ツだけ質問を致したいと思います。現在公益事業としてバスターミナル問題更に公有水面埋立の問題がありますがこれについて質問いたします。ます公益事業のバスターミナルの決定の問題でございますその問題につきましては当間市長時代に市で直営するといったような決議になったかに聞いております。その後更に業者側においてこれを運営しよう或いは設立しようといったような空気が次々と起り更に最近に到っては全部を業者自体で是非やらなければいけないと言うような段階に立到っております。都市の建設をやるためにこういった諸問題を早急に明快にこれを解決してゆく事は都市計画事業を推進する意味から必要なものであると考えるのであります然し乍ら予定地とされました土地については今の所市有地だけでは定りないので区画整理事業による所謂替費地をこれに充てる事になっておりますが御承知の通りの替費地は地主の土地でありまして結局この土地を市が買収する場合を仮定して仮りに五〇〇〇円としましても一、三〇〇坪では六、五〇〇万円という地代となり更にこれに施設を含めますと一億円以上の金をバスターミナルにつぎ込まなければならない。そうなりますと結局それだけ市民の負担になり課税しなければならないという立場に立つのであります。こう云う様な意味から結局この施設をつまり那覇市がこれだけ一億円以上の金を積んで迄営業しなければいけないのか、どうか或は以外にモット有利なこういった事業計画に基ずく財源の確保がないのかどうかこういうような面から考えまして、市長として現在このターミナル問題について那覇市で運営するのか、どうか、或いは業者でこれを任せるのかどうかその点についての見解をお訊ね致したいと思っております。更に追加予算にもありますが埋立事業というのはバスターミナル事業と同様に最も儲かる仕事である。つまり財源を確保する大きな問題であるので早急にこれが対策を構じ実施をしなければ今後の問題に色々な面において支障を来たすように思われますがこれに対する当局の御見解を伺いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

バスターミナルについては去った三月の定例議会でも申しあげておきましたが再び此処にその問題に対する御質問に対しましてお答えを致したいと思います。まずバスターミナルというものが計画されました当初の実情を一応申しあげて見たいのでありますがこれは鉄筋コンクリートの三階にして六八五坪が工場となっておりますが、この工事はこれを一九五六年四月から計画着工して五七年度の二月にその竣工をみる構想のもとに計画され当時の議会に提案されているようであります。その際の財政計画はその工事費全額を起債に仰いでおりますがそれが三、八二一万六四円で年四分の半年年賦の二十ヶ年払いの起債の構想になっておるのでございます然し肝腎の敷地買収費はこの計画の中に含まれていないのであります。その後四百坪の地下室を国場組が寄附するということになりまして四百坪の地下室を那覇市に寄附する条件として工事を国場組に請負いの任意契約をなさしめ更に竣工の暁は地下室を一ヶ月五万円で同組に二十ヶ年貸付けるという条件となっておるのであります、然し乍らその後土建組合協会からの物言いが出ましてそういった条件ならば我々もやりたいという申出があった為にこの地下室寄附並びに二〇ヵ年、貸付け案は撤回されて競争入札にすることに相成っております。その後更に計画を変更して市と業者間の合資により建設運営するという事になったのでありますがその出資歩合に問題の解決がつかず遂にそれもオジャンになり最後は再び市の直営工事に逆戻りした侭今日に到っている次第であります。計画書によれば貸店舗として四四坪貸事ム所として四一九坪となっております。その貸付けは当時においてすら全部竣工と同時に直ちに貸付けることは可能とはされていないのであります。これを再検討してみますというと市が市の直営にしようと言うのではバスターミナルの施設をつくって貸す直営工事となっているのであってバスターミナルを経営する時に最も重要である所のバス運営バス事業というものは全く経営から離れておるのであります。バスターミナルはバス事業の運営と相一致してそして初めて健全なる企業として成立つものではないかと思うのであります。若しバスターミナルを市が建設した場合にはこれを利用する所謂この施設を借りうける所の業者間との間に契約が為されない場合には折角作った所のバスターミナルはそのまま無用のものとなって行かなければならないのであります。従って斯る事業を為す場合には豫めこれを借うけるバス協会との間の向う何十ヵ年の幾等と云う具合に具体的な契約が前提となって事業が開始されなければならん訳であります。然るにその後の状況をみますと既にバス事業会社はあの市有地と云われております替費地及び今の管理局の管理するところの旧県有地二、九七五坪更に個人有地一二九坪の買収によって事業の経営を為すべく交渉を進めつつある現状であります然る場合に市の財政、状況から一千余坪の替費地を買収しこれを経営するということがいたって至難であります。要するにその替費地を他の財源をもって買収しなければならないという事になるのでございましてこの点については議会特に総務財政委員会の御検討をお願いし尚今議会中に何らかの終止符を打つところの議案を致したいと考えておるのであります。次の公有水面埋立て等につきましては建設部長をしてお答えさせることに致します。

○建設部長（松根稔君）

公有水面の埋立てにつきまして建設部の持ってる計画というものを説明申しあげます。追加議案でお手元に差上げました最後に那覇市の企画図がついておりますのでこれを御覧下さいましてこれによって説明致したいと思います。一九五八年三月二三日の那覇市の都市計画としまして認可になっております埋立て事業と申しますのは旭町の水面それから奥武山公園の北側に面する約五、〇〇〇坪位いのところ若狭町の海岸、それから辻町の海岸の一部、これは諮問の中に提案になっております。更に追加致しまして一番最後の諮問案の諮問第五号でございます。これは国場川一体の公有水面の埋立てにつきまして告示によりまして国場川即ちマンコは風致地区とする事に致したのであります。所がその後の那覇市の実情は土地不足といったような事と旧真和志市時代に於いて国場川の一部の埋立てが議会に於いて議決され行政府に於いてそれが認可になったのでありますが両市の合併と共にこれも合併条件として当然那覇市が引続いてやっていかなければならないとこういった現状を睨み合わせまして諮問として出している次第でありますが従来の水面をモット縮小いたしまして前に出しております奥武山南側の埋立て従来の一万三千坪を更に大きくしまして一万九千坪の拡大するという計画案を提案した次第でございます。尚又遂でにお報告申しあげますが去った総務財政委員会におきまして委員会に付託されました。郡島政府時代に認可になりました鏡水部落の埋立て問題と現在上原満男さんが申請しておられる埋立地区との問題についてお報告申しあげておきたいと思います。実測によりますと鏡水の埋立面積は現在二七、三二〇坪これに対しまして政府の認可になった面積は、二六、七七二坪で六〇〇坪が超過して埋立てが為されているという結果が出ております。尚新しく申請されました現在委員会付託になっている分に対しましてはすでに六、四五五坪空地であることを御報告申しあげます。なお都市計画上埋立事業が更に重大さを加えて来るということはお説の通りでございまして、当局と致しましても、この点は特に力を入れまして計画を進めております、そのために現在日本に出張しておられます、元真和志市の都計課長をしておりました神谷氏はこの埋立てに関する調査並びに重大な任務を帯びて出張しておられますので今後益々力を入れて計画を進めてゆきたいと云う事を申し上げて説明を終りたいと思います。

○比嘉朝四郎君

市長は施政方針に市民の為の市政について門閥や政党政派の為の市政をなくして十九万市民の市政でなければならんというふうに明言されておりますが去った六月九日の琉球新報の夕刊の報ずるところによりますと人民党党首瀬長さん大湾立法院議員が市長室に参りましてこれ以上黙ってはおれないと兼次施政に圧力を加えたかのように報ぜられておりましたがその時の経緯をハッキリ聞かせて頂きたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

新聞紙上に報じられている瀬長市長と大湾立法院議員がこれ以上黙っておられないといって市長に面会を申込んだがその時の事情を報告せよという御質問でありますが事情は報告する必要はありません、その時の要件は何もありませんでした。

○比嘉朝四郎君

兼次市長のところに會いに来られないんですか。

○市長（兼次佐一君）

逢いにきました。

○比嘉朝四郎君

新聞は圧力をかけたようなことを書いてあったが如何云う一問一答を為されたが此処でハッキリ聞かせて貰いたいと思うのであります。

○市長（兼次佐一君）

新聞の見誤りでございましょうモウ一度御覧になって下さい兼次市長との間にそういった理由により一問一答したという覚えはありません。

○比嘉朝四郎君

瀬長市長と會ったようなことを書いてあったんですが聴取したいと思います。

○市長（兼次佐一君）

答弁の必要はないと思います。

○高良清二君

本会議において委員会付託になっておりますところの教育委員会よりの基本財源の確保方についてどういう陳情が当議会の総務財政委員会で審議中でございます、そのところからお尋ねいたします学校関係の問題につきましては現在那覇区教育委員会の管轄において各学校における市有財産を使用しているのが実状であります。それが各学校とは申しませんが殆んどの学校が市有財産を使用し現在教育されている状態であります。例えば戦前の泊小学校の建物尚上の山小学校の建物、その外に土地が殆ど市有財産の上において教育が為されておりますその財産の処分については教育委員会或はその筋の見解ではこの前の合同委員会並びにその協議会の席上においてもその財産は教育委員会に帰属しているという解釈をするという説明がございました、ところがその件につきましては琉球における教育面に法の明文がない為に曖昧のままに那覇市有財産であるのか或は教育委員会の財産であるのかその辺についてはお互に結局財産管轄の相違が問題となって伏在していると云う事実でありますその件について財産の所有が果して那覇市有財産としての管轄において有しておるのであるか若しそれを有しておるということであれば市有財産の貸与の方法において如何なる処置を将来とるつもりであるか或は現在行われているところの財産の管理権について市当局におきましては積極的に法律上明文化するよう努力した事実があるか、若しないとすればそういう風な問題を曖昧の侭に為さず明文化し、その財産の管理の所属についての積極策が具体的問題が打出されていない様な気がしますが、そういう財産の処分或は管理の面について如何なる方法によるか、その辺についてお尋ね致します

○市長（兼次佐一君）

琉球における教育関係の現行法の欠陥と申しますか、それが明確にされない理由のために那覇市における各学校の敷地が個人有地或は県有地の上におかれているこれが明確にされていないということは高良議員と同様に誠に遺憾に思うのであります。これを根本的に解決することは法の明確なる規定に待たなければならないものだと考えております。ところで那覇市における各学校が現在使用している市有地は五九、四七九坪それに個人有地三五、六四一坪県有地六、四三四替費地三、〇六六となっておりまして、それが今日まで歴代の市長歴代の市会の議決により学校敷地として提供されているのであり寧ろ私はその御見解とそれに対する処理をどう考えておられるかに疑問をもつものであり、それを当局に御示願いたいと思うのであります

○高良清二君

只今の市長の答弁はどうも前代市長や過去における議会への責任の転嫁のように聞かれるのでありますが、本員のお訊ねした理由はそういうふうな曖昧のうちになされる事は不合理であり然もその財産の管轄を曖昧の侭それを認めておるという事は只今市長の答弁の中にもハッキリと伺えるのであります、この事実を知り乍ら当局としてはその打開策をまだ解決していないというように聞いております、その通りでございます。本員は将来この問題については如何云う風な考えがあり如何様にしてこれを解決つけるかというような計画がある筈でございますがその辺のところがなされていない或は市長は過去の歴代の市長や市会の責任云々等としか考えてないのか、若し将来どうありたいと言うことを市長の将来の対策を具体的に承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今申しあげました市有地、個人有地、県有地、替費地即ち学校の経営上不安と焦燥の一大原因になっている問題について根本的な解決が出来ないと言うその根本的な理由は琉球における教育関係の現行法上にあると申しあげたいのでございます。その際に今日までこのいかような市有地を貸与された経験のある皆様としてこれに対して当局に教示を願いたいという意味でありまして決して責任の転嫁というような不遜な考えはもっていないことを御諒承願いたいのであります。市当局の解決策について申しあげますと、それは一国の教育問題として教育行政がどう解決されるかと言う事は那覇市或は何処かの市町村と言ったような自治体における自治体の考え方によっては不可能な問題だと考えるのであります。積極的な解決の方法といたしましては政府当局の問題として立法院において法自体の改正を待たなければならないと思います。常識的面からいきました場合の那覇市内の各学校敷地がかかる原因のもとにその学校経営に支障をきたしている。これをまず那覇市がどう解決すべきか所謂常識的な解決策としましては法がどうあれ過去が如何様にあったにせよ現実の問題としてそれを解決しなければならないその方法は教育委員会、市当局という法的な見解の上のみに立たず那覇の教育関係であるというこの常識の上に立って解決に当らなければならないと思います。では如何すべきであるか教育委員会の財政規模と教育委員会の現在の運営の点からして斯かる厖な土地の解決は不可能であって従って委員会に何かの事業を起して貰い、市当局はこれを促進すべく側面的に援助し教育委員会と市当局、市会が相一致してこの問題の解決に当らなければならないと考えておるものであります。更に具体的に申しあげると致しますならば那覇周辺の公有水面の埋立地の事業を教育委員会に為さしめ市は経済的に側面からこれに援助或はこれから得たところの収益によってこの問題の解決を図ってゆく事も一つの方法ではないかという見解の上に立っております。

○渡口麗秀君

先程市長は二十九番議員の質問に対しまして発表出来ないと云う様な単なる断りの答弁をしておられましたが私は市長が考えておる議会の協同責任という点から鑑みまして先程の市長の答弁は議会軽視の疑いが多分にあるというふうな考え方をもっておるものでございます。若し仮りに市長が議会の意志を尊重するならばその時の会合は兼次個人の話合いであるとか或は公的な市長の話ではなかったと言うふうに心して叮嚀に答弁すべきであると思うのでありますがこれにつきまして兼次市長のお答弁をお願い致します。

○市長（兼次佐一君）

市長室に瀬長氏と大湾氏が見えた事は事実であります。事実でありますが今指摘されたような市政運営について圧力を掛けるようなことがなかった如何かという事に対しましてはなかったと申しあげております。更に一問一答があったという事は新聞記事の誤りか新聞をお読みになられた人の見誤りであります。沖縄タイムス、琉球新報に私は兼次市長との間に一問一答があったとは見ておりませんこういったような場合に仮令それが個人であれ或は公人であれ市長室に来てそこで為す話合いを議会にそのまま申しあげないから議会軽視になるという見方は改めて頂きたい若しそういう見方をされるならばそういう意味でないということの私の心境を認めて貰いたいと思います。

○普久原朝光君

霊園事業計画についてお伺い致します。次々と墓が建設されつつありますがそれは霊園計画に則っての許可であるかどうか。もう一つは前年度の霊園事業費に不要額を四百万円も出してあるがその原因は奈辺にあるか。もしあるとすればその内容を具体的に発表して貰いたい。聞くところによれば土地買収に困っているとの事だがその買収困難な原因はどうかこの三つについて市長の見解をお願いするとともに霊園事業に対する市長の見解を聞きたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

霊園事業は計画事業として行われ五八年度まで行われたところのその概略からお答えいたしたいと思います。まず昨年の十一月にその方の所謂現地の現況測量をやりましてこれに計画図をあてはめた図面が出来あがったので新年度においては識名入口、真和志繁多川前、更に識名入口から納骨堂繁多川前、納骨堂前の延長線並びにこれに必要な用地買収を行い霊園の循環線を早急に完成し更にモデル墓地の敷地買収を行い新年度から政府の道路工事用地買収、墓の工事という順序に事業を進めている現況であります。用地の買収について都計法の第廿二条によって収用法が自動的に適用されるのでありますが土地の細目訂正を関係者に送りましてそうして敷地については所有者と協議を行い具体的な計画を進めていきたいと言う方針をもっております。その際に現在質問されている三点の中の建設されつつあるところの墓地は霊園計画に則って許可を与えるものであるかどうか本年度予算に計画されているところの金額について又、用地買収の具体的問題については建設部長をして答弁させることにいたしたいと思っております。

○建設部長（松根稔君）

霊園問題につきまして答弁を申しあげます。先程私は那覇市の都市計画についての計画を合理的に変更する考えを申しのべた訳であります。先程市長から説明がありましたように霊園の計画つまりプランと実則による現地との合致がなかなか甘くいかない土地所有権者のほうとも甘く合わないその計画をその通り推し進めてゆくのに非常に困難な事態が起こりましてその為に土地買収その他の事業の執行が遅れていると言うのが現状でございます。現在もなお精密な計画を進めて検討しておりますので霊園に対しては或は多少の変更をやらなければならない止むを得ない事が起ってくるんじゃないかと考えておる訳であります。尚現地側の住民におきましてもここは霊園計画から除外して貫いたいと言うような希望も出しておりますが一応そういったような市民の希望を取り入れ乍らも尚当初の計画はなるだけ崩さないと言うような方針で今後これを総めてゆきたいとこう考えている訳でございます。尚これに付随いたしまして特に議会の方でも考虜して頂きたいと思いますことは霊園に関連いたしまして辻町と若狭町における区画整理によりますところの墓地の撤去の問題であります。これが何らの補償も為さずに個人の墓地が撤回されているのであります。これは法に基きまして地上物権と致しまして特に沖縄という所は基地に対する観念が深く一つの大きな財産として非常に重要視致しております関係上何とかこれに対する賠償を考慮しなければいかんこういった事も我々は常日頃考えておる訳でございます。この補償問題を如何に総めるかと言う事で非常に考えておる訳でございます。先般日本政府に要求しました戦災復興費の中にはこの分も織込んであります。織込んではございますがこれを若し辻や若狭町の墓の侭の補償をいたしますと非常に厖大な金額にのぼる訳であります。例えば百万円を補償して貫いたいと言ったような事では今後これの処理に非常に困難を来たすと言ったような事になるので二万円か三万円程度の新しい墓をつくってこれを霊園計画の中できちっと配置致しましてこれを賠償の代わりに与えるということも一つの方法じゃないかと考えております。この霊園計画はその侭従来の計画を推し進めてゆくことは非常に困難ではありますが総て十分に検討しながら現状に即応するようになお従来の計画に対しても支障を来たさないと言うようにやっている次第でございます。都計課長が諸用で席をはずしておりますので御質問の詳細につきましては資料を持ちまして後程お答え致したいと思います。

○渡口麗秀君

市長は三月の議会にも今議会にも施政方針の中で議会当局と市当局の協同責任の下に市民福祉増進を図ってゆくとはっきり名言しておられます。その点については私も福祉増進という面では市長と考えを一つにしているものでございます。所がそう云った様なことから兼次市長に私これから二、三質問をして見たいと思います。那覇市の消防隊長は前の瀬長市長の独裁的な共産主義的な行為によりまして我々議会の同意を径ないで選任した消防隊長でございます。その消防隊長につきましては兼次市長が就任してから既に六ヶ月にもなろうとするような実情でありますが独裁的に市長自身によって議会の同意を径ないで選任されたところのこの消防隊長につきましては市長は何らの具体的な措置を議会と話会った事もないし意志表示もしておらないこう言う事は市長の言動というものとその行為が一致しない証拠ではないかと本員は思料するものでございます。若し本員の考え方が余りに穿った考え方であるとして若し市長が公務のために忙しいために失念しておられるとするならば今からでも遅くはありませんから消防隊長について如何様な処置をするかと言う事について具体的に御答弁をお願いしたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

現在の那覇市消防隊の消防隊が前瀬長市長の共産主義的なやり方によって任命されたとこれに対する処置如何という御質問でありますがつまり前市長によって任命された消防隊長が果して任命された現在の隊長として選任されたものとしての法的効果があるかないかという点が問題になるのであります。この点につきましては誠に申訳ございませんが私既に任命された消防隊長はその任命の効果は法的に発生しているものだというこの見解の上に立って未だにそれに対する法的問題を調査いたしていないのであります。従いまして質問者の仰言るように急がしい意味においてこれを為していないのではなしに市会によってこの検討を加える事を率直に申上げ充分その効果について検討を加えて見たいと考えております。

○渡口麗秀君

只今の市長の御答弁の中で法的に効果があるかと言うようなお考えでありまするが本員はむしろ逆であります。消防に関する法律の違反であり市町村議会の同意を得てない前の行為はあくまでも無効であると本員は思料するものであります。なおこの論争につきまして市長とここでいくらやっても時間のきりがないと思うのでありますので更に新たなる事実について市長のお答弁をお願い致したいと思います。現在の消防隊長は公私を混淆する行為が極めて多くなお又その見識や手腕等においても極めて貧弱であって更に消防職員の中からこの隊長はこれこれの事実があり消防隊長として極めて不適任であるので解職してもらいたいというような要望もあるのでございます。その要望につきまして議長と私宛に消防隊の職員の中から提出されております。若し消防隊員の言うような事実があるとすれば私はかかる消防隊長に我々十九万市民の生命財産の保護を委すということは極めて危険な行為であり市民の福祉増進を図るどころか寧ろその逆をいくんじゃないかと本員は思料するものであります。本件につきましては後でその要望書を議会から市長宛に送附いたしますから、充分調査、御検討の上適切な処置を講じてもらうよう要望いたして私に質問を打切ります。

○比嘉朝四郎君

市長の施政方針の都計事業の中に那覇市の都計事業は既に全琉的な首都建設事業に移行されいよいよ那覇市だけの問題ではなく琉球政府としての大きな問題になったと所謂閉ざされた那覇市の都計事業が首都建設法によって進められていくと言うことを言われておりますが一九五六年二月首都建設法が設定された時に兼次市長は真先になってこの首都建設法の立法に反対いたしております。あの時を思い起して現在の心境は如何でございます。かお伺いいたします。那覇市民として反対するのではないというような考え方から生まれてくるんではないかと思うがこれについて伺いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

指摘されました通り首都建設の立法に当っては当時の立法院議員の一人としてその成立に反対いたしました。然し皮肉な運命と申しましょうか反対したその法律によって早く首都建設を進めて貰いたいという当の理事者になっております。この立場にあるある者の心境如何かという御質問に対しては非常に苦しい思いをもって答弁いたします。法は立法されたならば万人に公平なものであります。法が立法されるまでの間においては法的見解は勿論のこと、色々な面からして賛成があり反対があるのでございますがこれが立法化された暁には君は反対だからこの法の適用は受けないという法律には世界の何処にもございません。従いまして当時立法に反対したものがその立法にすがって都市の復興をしなければならんということは或は皮肉かもしれませんが何ら私は良心のトガメをうけるものではないのであります。私もあの法律のもとで立派な都市をつくっていこうという点において賛成した人と同様なそういう気持で法の規制をうけ行ってもらうように市民の一人として、市長の立場からも望んでいる心境を申上げます。

○宮城実君

人道的な立場から兼次市長は施政方針の中で政党政派のための市政でなく十九万市民の市政であり一党一派のための人事ではなくして報復人事を排除して誠意と能力のある常識人事を行いこの際永年に亘る積弊を一掃したいと言うことを宣言した市長の決意に対しては賛意を表明しますと共にその厳正なる実行を要請するものでございます。只今三十番議員から消防隊の規律の引締めと人事の刷新について一律の要望がございましたけれども私も職員の規律の育成と人事の大幅な刷新について市長にお尋ねしたいと思います。健全なる労働組合の育成ということは時代の要請でありまして何人もこれに対して異存はない筈でございます。那覇市の職員労働組合も色々な曲折はございましたけれども漸く現在のような活動状態にあることは一応喜ぶべき現象であります。然しながら職員組合は職員組合としての活動規準がありその線に市職員としての本来のものがあり更に市の職制の中に一部の義務と責任があるはずでございます。然しながら那覇職員組合が政治活動ばかりに専念し往々にして市民の間から多くの非難と批判を加えられているところは本員としても極めて残念に思う次第でございます。例と申し上げますならば先般の繊維ストに対し四月十五日付総務部長命をもったところの応援態勢を要請するところのものがあり然も勤務時間中に繊維ストの組合員と市の職員組合員が共同で街の中に出て資金カンパを行っていた事実或いは又労働組合がメーデーに参加したという事実こういう職員の労働運動に対する活動は「那覇市職員団体の業務に専ら従事する職員に関する条例」により市長は一応の専従休暇という制度によって与えているものであるかどうか、私が調査したところによりますといういったものは殆どないようでございます。然らば職員組合のやっている行動というものは完全に職制に対する違反であり規律違反ですがこういったものに対して当局としては或は市長としてどういう態度でおられるか余りにも職員組合に対して放任している結果、条例違反でないかこういうような状況が職員の全般の規律に影響するのではないかと心配するのでございます。先程の三十番議員の消防隊の問題も首里、小禄におきましては総務財政委員会の調査によりますと規律紊乱の情況にあるようでございます。こういうふうな情況でございますので市当局に大幅な人事の刷新するため規律の引締を要請するものでございます。これに対する市長の見解並びに関係部課長の御説明を願いたいと思います。次に建設委員会の立場から二つばかりお願い致します。政府におきましてはエマ台風災害に対する修理復旧援助資金と云う米国の新たな援助資金によりまして復金とは別個な住宅復興対策を考えておるようでございますが最近の報道によりますと対策審議会のメンバーも決定しているようでございます。統計によりますというと現在借家住いの世帯が四万八千二百従って四万八千二百というのは住宅不足戸数となっております。それに登録した家屋が三万戸合計七万八千二百というのがいわゆる政府や自治体の政策を要求されているところの戸数でございます。そのうち半分が復金や自己資金でもって建築しているのに反して残りの半分というものはどうしても家に住みたくても全く難しい市民階級でございます。これを政策的建設によって市民住宅をどしどし建てなければならない実情でございます。こういうふうな政府の政策に相呼応いたしまして当局といたしましては具体的にどういう方策をお持ちであるか現在計画していることが来年になるか或いはもう三年か五年か解りませんが計画というものを準備いたしまして政府の政策と相呼応いたしまして具体的方策が樹てられるべきものと思料するのであります。次に湾港として安謝港は荒天の際に於ける船舶の避難港として泊港と共にその立地条件は高く評価されております。これは先般政府が招聘いたしました技研によっても御承知の通りであります。政府におきましても五年の年次計画によりまして統計二億三千万円の予算を持ちまして湾港の整備修築を図る計画のようでございます。今年の七月から安謝港も浚渫して湾港の施設として大幅の計画を実行するようでございます。この安謝港の整備修築計画に対して当局はどういうプランをお持ちであるか勿論先程の住宅政策と今度の今申上げた安謝港の問題も大きな資金を要することでございますけれども何時でもプランをもって政府の政策に即応してこれを促進するだけの努力と熱意が欲しいものでございます。この三点につきまして当局の説明を願いたいと思います。

○総務部長（仲原英通君）

繊維会社のスト問題について総務部長命でスト応援に行ったということは事実でありますこれについて繊維組合の方からストに入って経緯等について色々事情を訴え尚この際市の組合の方で是非応援にいきたい、その事情を聞いて気の毒だから一応応援させてもらいたいという要望がありましたのでよかろうと言うので最も各課で繰合せがつく程度で十名ほどと云うことで応援に行っておる訳でございます。それも直ちに打切りまして後で聞きましたら無断で自動車をもって行ったと云うようなことがありましたので早速それも私がとめた訳であります。それから規律の問題であありますが規律については私の方ではこの前も先月ですか各部課長会議に自分の部署を離れるとか或は自分の個人の用事であろうが公務であろうが兎に角部署を離れる場合には一応主任或は課長あたりに一応諒解を求めて必ず自分の部署を守れということは再三私の方では注意を致しておる訳であります。監督不行届きもありましょうが各支所というのは私の方でも毎日廻る訳でもいかないので各支所長に委せておりますが今後改めて注意をいたし万全を期したいと考えております。

○建設部長（松根稔君）

住宅政策の件と安謝港の件について回答申上げます。只今住宅及び安謝港につきまして大変熱心な建設的な御質問がありまして感激にたえない次第であります。この点につきましては我々も常日頃から常に関心をもっている問題でございます。特に住宅政策につきましては日本と比較判断いたしまして非常に遅れていると云う事を私はみて参りまして今後この点につきまして相当力をいれなければならないという考え方をもっております。帰ってみますと琉球政府の方でも十大政策の一つとしてこれを掲げておるということで非常に政府の政策に対しましても希望をもっている訳でありますが只考えますことは市営住宅ということになりますと財政計画の問題になって来まして我々技術面だけでは打開出来ないと言った事で今般の予算には計上されていませんそれはこの予算の編成をする前にエマ台風の建設資金が二、〇〇〇万円余りあるという情報をキャッチしまして早速政府に対しまして運動をした訳であります。その結果二五％の手持ち資金で市有地に家を造った場合にはエマ台風の建設資金を七五％交付するというような内容であったものですから最初五〇〇万円程財政部にお願いしまして計上した訳でございます。所がよく話を聞いてみますと救済者に限ると云う様な話でありましたので建設部の我々としては外の個所に廻して貫うように建設部では五〇〇万円の計上を撤回した訳でございます。今後依存財源の見通しによりまして是非共これは真剣に取上げて行きたいと考えております。安謝港の問題につきましてはこれは合併前から真和志市の方で政府と話を進めておりまして設計も全部出来上がっております。計画としましても第一次に六百九十六万円、第二次に千百七十一万円、第三次二千百五十一万円というふうに三次の計画で完了するように計画がされております。この点につきましては真和志市役所の都計課長もさっき申し上げました通り神谷氏が担当しておりまして日本本土の方に出張したのでありますがその後政府の土木に掛合って見ましても未だはっきりしないと言い検討中だという回答でございますがなお今後も折衡を続けまして見通しがはっきりつくように努力したいと思います。

○玉城正次君

二本建予算編成方針について施政方針の結語の中でこの予算編成措置をとったのは何時如何なる事態にあっても支障を来さない為のものであるということを午前中の大山議員と市長との交はした問答の結論から大体解りましたが何時如何なる事態が起こってもという事はつまり賁えない時実現しない時の事の様であります。それで私は賁えない時には当初予算の執行をもって支障がないと考えておるか又この支障の持つ意味がそのほかにあるか。この点とこの次に追加予算を出された財政部長の方にお聞きした方がいいと思いますので部長にお伺いしたいんですが追加更正予算は既定予算の追加更正であるべき筋のものであって未だ成立もしない。審議もしてない当初予算について追馳るように追加更正予算を提案したのは如何なる規定に基くものであるかこういった点をお伺いしたいと思います。

○財政部長（義永栄善君）

御質問に対しお答えいたします。当初予算が議決されていないのにこの追加予算が出せるかということでありますがこの当初予算が議決されているいないに拘わらず予算は併行して出せますそれから追加更正予算ではありません。追加予算に追加であります。中身を申し上げますならば理由はこうでありまして経常予算編成は自己財源の上に予算を編成した訳であります。この事業予算の見通しが解らないのであります。故に同じ予算の中にもあげることが出来なかった訳でありましてこれを特に二ツの予算に持って行ったと言う訳ではありません。予算編成の技術とお考になられると思います。事業メドが解らないためにこういう事が法的にあり得るかないかと言う事でありますが併行して出しても違法ではありません。

○議長（高良一君）

この辺で暫く休憩致したいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか（「異議無し」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では二十分程休憩致します。

（午後二時二十七分休憩）

（午後二時四十五分再開）

○議長（高良一君）

では引続き開会致します。議長からお諮り致します、只今休憩中に協議致しました通り日程、計画につきまして施政方針に対する一般質問を十六日の月曜日十七日本会議を開き議案の上程をして委員会付託にもってゆき十八日、十九日、二十日、二十一日付託事件の審査をやるとそれから二十二日が日曜日で休会二十三日は付託事件の審査二十四日は休会する事に致しておりましたが休会を返して委員会の付託事件の審査をやる事にし次の二十五日の水曜日と二十六日の木曜日を休会にして委員会の審査報告書の作成其の他事務整理をなさしめ二十七日に本会議を開くということに変更したいと思いますが賛成の方は挙手願います。

（賛成多数）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。依って左様決定いたしまして本日はこれをもって散会致し明後十六日午前十時から本会議を開くことに致します。どうもありがとうございました。

（閉会午後二時四十六分）
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一九五八年六月一六日

（午前十時四十五分）

○議長（高良一君）

開会いたします。本日の出席三十五人、欠席七人でありまして議会は成立いたしております。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。諸般の報告を申上げます。本月十四日付二番議員平良真次郎君外十二名の連署をもって塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案の提出がありますのでその写を印刷の上、お手許に配布いたしましたが本件につきましては後刻議題といたし御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次に去る十四日の本会議で決定されました通り今期議会の日程計画を変更いたしましたので念のために新たに日程計画表を印刷の上お手許に配布いたしておきましたから、それにより御了承願います。

――― ○ ―――
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○議長（高良一君）

次に今月十四日付を以って那覇市松尾区Ｂ十六号代表者藤井深忍外二名から議長宛松尾区仮稱大典寺通りの舗装について陳情書が参っておりましたので印刷の上お手許に配布いたしました。本件につきましては会議規則第五十九条に基き所管の建設委員会にその審査を付託致しましたから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配布しておきました。それによって報告に替えます。

――― ○ ―――





議事日程　第四号

一九五八年六月十六日（月）開議

市政方針に対する一般質問





本日の開議に付した事件

一九五八年六月十六日（月）

市政方針に対する一般質問





○議長（高良一君）

只今から議事に入ります。前日に引き続き施政方針に対する一般質問に入ります。

○宮城実君

五八年度会計年度におきまして、真和志の合併協定書によりまして二千七百万円の執行権を真和志支所長に与えております。五月末の予算執行状況は納税成績の悪い関係か知りませんけれども僅か五十パーセントと云う現況であります。殆どが工事を急がなければならない、屎尿槽工事とか安謝橋の第二次計画工事或は農場工事がまだ手を着けてないような状況のようでございます。その工事が殆ど政府の補助に依存しておるという現況でありまして又政府の補助の認可もないうちに着工しておるようなのもあるようでございます。真和志支所長はその納税成績の何処に原因があって、悪いのか、又その納税成績を打開するためには、どう云う手を打ったか、又政府の予算補助の認可がないのに工事を着工しているのか、そういった経緯について御説明を願いたいと思います。もう一つ、一昨日の新聞によりますと、消防隊員の城田盛文という人が業務上横領によって検察庁に起訴されております。網紀粛正人事の刷新については私も一昨日この席上からお願いしておきました消防隊の内容につきましては色々と疑惑を生んでおり一昨日も二、三の議員から発言があったのであります。この城田盛文の起訴された経緯を消防隊長に御伺いしたいと思います。

○真和志支所長（富山嘉仁君）

只今の宮城議員さんの御質問にお答えします。真和志市所の一九五八年度予算は合併によるところの支所長に対して委任の権限を与えられておる訳であります。現在予算が一九五八年五月三十一日現在三千五百八十四万三百六十六円という事になりまして、工事が四千三百九十二万四千百円ということになっております。それでこの前の議会に財政部長さんのお話の一部にありましたが、一九五八年度の当初予算におきまして繰越金として、過年度歳入を見積ってこれに入れたのであります。私もこれが非常にまずかったんじゃないかと考えるのであります。といいます。のは予算と云うものは申上げるまでもなく同年度において確実に執行出来るものを検討して入れるのが当然でありますが、過年度の収入までもそれに織込んでしまったところに非常に苦しい所があったと思います。それから合併による相当額の費用が追加されて、これに対するところの負担も多かったのでございます。その後私は前支所長の現財政部長の後をうけまして三月七日付で任命をうけた訳であります。そこで財政の貧困を如何に挽回するかということにつきまして色々考えました結果、まず第一に宣伝カーをもって市民に支所の在方を放送させ、更に宣伝ビラを各戸に配らせ之による成績を見ますと多少はよくなりつつありましたが、四月の中旬頃から各部落毎に市民のナマの声を聞くと同時に支所の本当の在方をお話申しあげ、市民に理解して頂くということを痛感いたしましたので私は現在まだ続けて各部落に懇談会を開催せしめ、毎晩七時または八時頃から十二時、一時頃まで飛込んでいって支所の在方を皆さん方にお話し更に皆さんのナマの声を聞いて支所は如何なる方法をとっていけばいいかという事を研究した訳であります。そのお蔭で従来一ヶ月間八十万円乃至九十万円の歳入が四月からじりじりあがって参りまして四月では二百万円余りの徴収に五月三十一日現在で百六十六万円も徴収し、六月にかけては二百万円位に越すという見通しがはっきり付いた訳であります。こう云うふうにして、じりじりあがりして来たのが要するに市民のナマの声を本当に聞く実際の政治でなければならないという事を自覚したのであります。そうして工事につきましては予算計上に五八年度の計上されてある所の工事は全部着工させてあります。政府補助によります所の工事にも法的な適用を得まして立派に着工しております。政府の補助を受けるべく性質の工事が政府の許可なしに着工していると云う様なところはございませんから御安心願いたいと思います。なお本五八年度の歳入が尻上がりして来ましたので予算流用を持ちまして着々と必要な個所をどしどし私はやっております。最も必要なところの道路は後三個所ありますが技術の職員が足りないので残業をさせて一生懸命やっておりますが、私の前にまだ来ない計画の個所が後二、三ある訳でありますが、これも今月の二十日乃至二十二日までに決裁をすませ、六月一杯に着工しようと思っております。以上でございまして昨年度の七九％六分に、五七年度七九％六分に対しまして非常に残念ではございますが五一％六分いっておりますが是非八〇％までは成績をあげなければならないという気持ちで現在努力致しております。以上でございます。

○消防隊長（具志精一君）

現在係争中でございまして、事実が判明したときにはそれに適用する条例によって当然しなければならないと考えて考えております。

○宮城実君

隊長としてまだ事実が解らないという訳ですか。自分の隊員が毎日出勤するかしないかということじゃなく検察庁に起訴されても解らん事じゃ通らんだろうと思いますがね。

○市長（兼次佐一君）

この新聞記事に対する消防士城田盛文の業務上横領の事で起訴されているという記事を見るまで隊長としてはかかる行為が過去にあったということは解らないようであります。従いましてこれに対しましては事実の有無の判明次第処置をとりたいと考えております。

○儀間真祥君

先日から市長さんは一般質問の時に超党派、超党派ということを言われております。それと同時に民連の二十の政策も忠実に実行すると云われておりますが、これから考えました場合に、市長さんの云われます超党派は民連以外の議員も引入れることであるかどうか、その点をはっきり承りたいと思っております。もう一つ民連の八項目の負担の公正というのがありますが、現在与儀市場或いは外の場所では零細な業者からも道路使用料をとっている様です。然しながら大きな会社である沖縄配電ああ云う所からも道路の使用料をとっておるかどうか。これは道路法の二十五条の二項によってとられると思っております。若しとっておるとすれば政府道路を使用しておるところは取っておると聞いております。現在絶対的に貧困であるところの市の財政を補うためにも取った方がいいと思いますけれども当局のお考えを承りたいと思っております。

○真和志支所長（富山嘉仁君）

只今の四十一番議員にお答え申しあげます。合併の条件として那覇市の条例にないものは真和志の条例をいかすことになっているのでございます。その場合におきまして真和志の条例が現在生きておる訳でございます。那覇市の条例では漠然としてその使用料をとっておりませんが真和志の方でははっきり道路使用条例がありますのでそれを徴収することになっており、引続き徴収をやってございます。それから配電会社の方からの陳情が参りまして免除してくれと云うんで来ておりましたが多少は勘案しても全然免除ということは出来ない訳であります。

○儀間真祥君

民連の二十の項目も忠実に実行すると云われ乍ら一方では超党派と云われておりますけれどもこの超党派といわれることは民連の二十の政策も民連以外も引入れるということであるかどうか承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

質問者の質問の趣旨は市長の政策による提案が民連以外の議員にも賛成が得られる自信があるかという質問じゃないかと思うんであります。那覇市会に対する市長の提案は既に超党派でいくという立場から那覇市民のための政策が提案となって来るのでありまして、一党一派のための提案ではない訳でございます。従いまして提案された事項は超党派的立場から市民のためになるものであれば当然民連以外の議員であろうとなかろうとこれが遂行に努力をされ、遂行されるものだという自信をもっております。超党派ということは何れの党派に属する議員の考えも無視することなしに提案する事項は全て市民のためになると云うこの考えの上において打破するのでありまして一党一派のための提案になってはならないと云うのが私の考えであります。結論といたしましては超党派であります。以上は議案そのものを審議の中心として議案が市民の為になれば党派の如何をとわず賛成して貰えるという自信の上に立っている事をお答えいたします。

○黒瀬隆君

お尋ねいたします。最近四、五名の議員が首里、真和志支所の職員の出勤状態や事務面などを調査したと聞いております。市町村自治法から云ってもそのような事は出来ないのではないか。調査を行うのは議会に与えられた権限であって議員個人に与えられたものではない。従って検査又は調査したと聞いております。市町村自治法から云ってもそのようなことは出来ないのではないか調査を行うのは議会に与えられた権限であって議員個人に与えられたものではない。従って検査又は調査を行う場合には議会の意志を明白にするため議決しなければならない。議決も何もしないで議員が役所に乗り込んでいって書類をみせろ、これはどうしたのだといって調べる事は出来ない。これは執行権を侵害したということになると思うが、市長はこれをどうお考えになるか、又どうするおつもりなのかお答え願いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今の御質問は初耳でございます。左様なことは当局に対して諒解を得た事実もないようでございます。行政監査の場合は別として議員個人の立場において、かかる調査が出来るかどうかは疑問をもっております。若しやっているとするならば当局において諒解の上させていないことでありますし、これは議会の問題ではないかと思います。

○宮里敏慶君

市長は去る五月十二日に泊那覇十六線の政府道の認定について政府に申請されております。市民として厚く感謝申しあげます。ところが、那覇市には戦後所有権が認定される前に出来た道路が沢山あります。市有地と認定されてもその補償を要求する地主も沢山あります。その補償がまだはっきりしていないのであります。琉球政府は五七年度から政府として潰地の実態調査にかかって適正補償という準備が為されておりますが、市当局におきましても何時頃から実態調査をはじめ、又適正補償をするか、なお道路になった分は分割して、道路面の地目変更をして免税処置を講ずべきであるが、未だにそういう手続きをやっていないが市民は狭い土地を市に協力をする意味におきまして、道路に提供しておるが、未だにこの道路に対して分割し、それから地目変更の手続きをやってないために固定資産税教育税を課されております。これは市当局の大きな怠慢であると思います。これに対しまして市長はどういうお考えをもっておられますかお尋ねいたします。

○建設部長（松根稔君）

道路潰地の補償につきましては土木課におきまして前々からずっと調査を進めております。唯これが将来相当大きな金額になるだろうと云う見通しは持っておりますが果してその財源を如何にして捻出するかということは今後の課題になる訳でございます。当局としましては重大な関心をもって慎重に調査を進めております。尚市道の認定という事を必要になって来ますので九月の議会を目標と致しましてこの問題は財政準備を要するのでなお市道の認定というのも関連いたしまして九月の議会に一応の目標をおいて準備をやっております。なお税務関係でそういった潰地が税金に掛ってくるといったような役所内の横の連絡に絶えず気をつかってはおりますが或はそうした間違いもあるんじゃないかということも心配しています。今後充分気を付けまして土木課と税務課との間に連繋を取りまして市民の方に御迷惑をかけないようにもっていく様に考えております。

○真栄田義晃君

市長は前日の私の質問に対する答弁の中で誤解されてる点があると思われるのでこの点を明らかにして改めて納得出来ないものについて質問したいとこう考えております。市長は政府に対し泊ターミナルビルの永久無償貸付の件について農連市場前における私の演説内容に言及し、真栄議員は兼次市長は政府に対しあの建物の一部を永久無償で貸付ていると演説しているが、これは真赤な嘘であると云われ尚当間市長や瀬長市長が約束したものを私がこれではいけない、当分の間無償にすると改めたと述べておられますがあの時は政府の補助に対して政府は条件として永久無償貸付を那覇市に一方的に押しつけています。このような事は財政法に照らしても不当であります。市長はこのような不当な条件を市民の先頭に立って撤回させるようにしなければならない。それをなさずして給料値上で議会の機嫌をとり一緒にお願いすれば補助が出るだろうという果ない望みをかけて給料値上げをやったと思う。然しこの補助なるものは法に照らして当然要求すべきものを市民と共に要求する趣旨のものであって誰も兼次市長が無償貸付けをしたとは云っていない。そこで改めてお尋ねしたいのは泊ポートターミナル設置については一九五六年六月二十五日の本会議で当間市長提案として出され可決されたものでその後十一月十日付補助交付の指令の中で条件として例の永久無償貸付を一方的に押付けているのであって瀬長市長が無償貸付の契約を結んだ事実があれば示して貰いたい。

○市長（兼次佐一君）

指令の千六百八十八号をもって行政主席代理副主席神村孝太郎氏は一九五六年十一月十日に次のような書面を那覇市に送っております。一九五六年二月七日付で申請のあった泊ターミナルビル建設補助については港湾法第七条に基いて左記の補助金五百万円を交付します。その条件（一）政府出先機関が事業する次の事務室に対する賃貸料は永久無料とする。税関事務室、郵便局、税関待合所、植物検疫所、出入国管理部（二）基礎工事確認後補助金四百万円交付する。（三）全工事完成確認後残額の百万円交付する。この契約上に立って工事は着工されております。この工事は着工から竣工まで三代の市長を経ております。即ち当間市長、瀬長市長を経て兼次市長になってこれが完成をみておりますが、この工事を着工する期間中においては工事着工前に指令に基いた契約の上に立って工事は進められていると解釈すべきであります。従いまして政府出先機関の事業をする今先申上げましたそれぞれの事務室は永久無料で事業させるという条件の下で補助金五百万円の交付を受けるという立場の上において工事が着工されておると解釈すべきであります。然しながらその間那覇市からは永久無料貸付については承知出来ないという申立てをしておりますがこれに対して何らの意思表示がされていない。然しながら完成後においては永久無料使用は市民のためにならない。補助金の性格からしても妥当ではないという見地に立ちまして次のようにその内容を改め契約しています。即ち使用料は当分の間無料とする但し電燈料は使用者の負担とする使用期間は使用開始の時から一九六一年六月三十日までとする但し申請によって期間を延長する事が出来使用期間中使用する分にかかる建物の修理は使用者の負担でなすものである。使用者は内部構造物の変更をしてはならない。使用者が破損した場合はその損害を補償しなければならない。という事とし更に使用者は第一回の使用目的以外に使用したり又は他に貸したりしてはならないという条項によって永久無料使用というものを認めず当分の間無料と云うふうに改めております。これが御質問に対するお答えであります。質問の応答における農連市場において真栄田議員の為した演説が兼次市長はこういったような条件の上にたって無料で永久に政府に使用せしめているという印象を与えるような演説をなさったことを新聞紙上でみておりこの新聞紙上に出たことに対し真赤な嘘であると申しあげたのであります。若し真栄田議員が農連市場において兼次市長が永久に無料で使用させていると云わなかったとすれば誠に結構な事であり私の答弁に誤りがあったということは認められるがあったとすれば政策のために苦しい事であると思います。

○真栄田義晃君

市長は使用料を永久無料という条件に対して当分の間無料とするというふうに是正したと申されております。ところが市町村財政法第二十二条には「政府が市町村の財産又は営造物を使用する時は当該市町村の定めるところにより政府においてその使用料を負担しなければならない。但し当該市町村の議会の同意があった時はこの限りでないと謳われております。使用料が不当であるといってこれを当分の間と是正されたその努力は認めますが使用許可を出す際にはこのような条件があることを市会に明らかにしそしてその同意を求めるべきではないかと考えるのであります。これに対する市長の御答弁をお願い致します。

○市長（兼次佐一君）

只今の四十三番議員の見解はその通りであります。然し乍らその通りであるが故に今回取った処置が違法であるという結論は出て来ないのであります。それを申上げます。自治法第百四十六条に市町村は法令に特別の定めがあるものを除く外財産の取得管理及び処分並に営造物の設置及び管理に関する事項は条例でこれを定めなければならない。これを受けて作られた条例即ち市有財産の取得管理及び処分条例の第十二条財産は無償で貸付してはならない。但し官庁又は公共団体において公共の用に供するため又は貧困により生活のため公私の扶助を受ける者に対して議会の同意を経た時はこの限りではない。この条例を受けて泊ターミナルビルの設置に対するところの予算は通過しその設置については政府指令に基くところの永久無料使用するというところの条件をいれられて工事は着工されております。従いまして法的には違法ではない。だが永久使用は認められないが故に当分の間という暫定処置をとっておるのでこれについては後刻条例に基いて然るべく処置を必要とする場合この問題について更に提案したいと考えております。

○真栄田義晃君

ポートターミナル設置については一九五六年六月二十五日の本会議において五百万円を政府が補助するということで議案の中に示され可決されたものであります。永久無償貸付というようなことはその場合に示されておらないのであります。このポートターミナル設置について議会の議決を得たものと見ておられないのでありますか。市長は施政方針の中で日本民族としての誇りを持つ那覇市民が自主性の発揮できる市民のための市政を確立する点に施政の方針を定めとありますが那覇市民が自主性の発揮できる市民のための市政を確立する為にはまず執行機関としての自主性を確立することが第一だと思われます。自主性のない超党派協調主義は貴方委せの妥協があって執行権の放棄でしかないと思うのであります。そこでお尋ねしたいのは現在の議会の常任委員会活動について自治法第四十九条の第六項に「常任委員は議会の議決により特に付議された事件については閉会中もなおこれを審議することが出来るとあります。従って議会から付議されない事項を取り上げて委員会で審査する自体は違法であると思われるのであり常任委員会活動は議会の審査活動の一部として行われるものでありそれ自体の意志をもって単独に動くものではない。ところがこれまで付議されない事件をとりあげて各常任委員会で審査活動をなし、当局に出席を求め或は当局に色々要求を出しておりますがかかる委員会に出席する義務があると考えておられますかどうか伺いたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

超党派的な当局の態度は執行権の放棄自主性を失ったものにならないと考えております。執行権の侵害或は執行権者としてのその自主性を失うようなことは過去現在を通じてないのであります。将来にもないように努力することが市民の為の市政を確立することになります。超党派で市長が市政を如何にして政治の上に顕現させるかという一種の方法を勉強する心構えであります。それ自体が若し執行当局の自主性を失ったとすれば一党一派に偏する政治のやり方であり自主性がないという事に結論はないのでございますが、左様な理由はあり得ないと考えております。それから委員会活動について質問しておられますが、それは議会として市政の上から当局に対して御質問されるよりは議会において御審議された方が自主性を重んじる上から賢明ではないかと思います。というのは那覇市議会会議規則の第五十九条に「請願書又は陳情書その他これに類するものが提出された時は議長は直ちにこれを議員に通告すると共にこれを適当な委員会に付託しなければならない」という明文がございますのでかかる手続きが得られているかいないかは当局に質す前に議会において御検討願えれば幸いと思います。

○真栄田義晃君

只今は当局の施政方針に対する質問でありますのでこの議会自体の問題は追って議会で再び私はよく質してみたいと思っております。今市長の申された個所は自治法の違反であり条例よりも自治法が優先するという立場から改めなければならないと考えております。次に関連いたしますポートターミナル売店については一旦条例の範囲内で条例にきめられた条項を守って市長が契約する以上顧みて何らやましいところがなければ売店問題は執行権に属するものであり、こういう問題が取上げられたら断呼として委員会への出席を拒否すべきであるにも拘わらず呼ばれれば何辺でも委員会に出席させているが出席を拒否すれば後の祟りが怖いとでも考えて出席を黙認していたのか或は市長自信にやましい所があったと考えていいのか伺いたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

委員会での当局の市長並に部課長の出席は要求に応じて出席しなければならないことは義務付けられております。要求する場合の正当な手続きを経ているかいないかは一つにかかって議会の問題であります。議会は間違ったことはしないだろうと信じております。正しいところの段階を経てそうして議会としての立場からの委員会であると見たために当局は出席しております。そうしなければ市長に何かやましい点があったとそれが結果的によくないからといっていわゆる怖れををなしての出席かという事でありますが左様なことは毛頭ございません。

○高良清二君

発言を許されましたので動議を提出いたします。只今の時間は市長の施政方針その他における一般質問ということになっております。ところが大体において大綱的な質疑はすんだように私は感じます。それで残りの質疑はあるとは思いまするがそれを一々微に入り細に亘って質疑しておりましたならば提案されております所の盛沢山の議案の審議が遅れる気がいたしますので

（「賛成」というものあり）

各グループごとの統括質問にもってゆくというふうにしてこれから約十分間ぐらい休憩いたしましてその間にグループごとの質疑の要領をまとめてそれからそのグループを代表するところの統括質問にもってゆきたいということで動議を提出いたします。

○議長（高良一君）

二十三番議員の動議に対し、一般質問からその他の質問に及ぶ質問は非常に時間がかかり尚限りある時間で後の議案の処理も致さねばなりませんので各派と申しますか、各グループの代表質問にもってゆきたいという動議が出ておりますのでこれに対し御賛成の方挙手を願います。

（挙手多数）

○議長（高良一君）

多数御賛成と認めます。依って只今の二十三番議員の動議の通り決定致し十分間休憩いたしまして十一時五十分から再開いたしますから各グループ協議の上代表質問にもってゆく様にお話合を願います。

（午前十一時三十八分　休憩）

（午前十一時五十五分　再開）

○議長（高良一君）

開会いたします。

○高良清二君

代表質問と統括質問に入ります前に議長に要望いたします。先程の動議によりまして各派ごとのグループにおいて打合せを為されたと思います。それで充分その打合せに従いましてグループと申しますと二派、三派に別れると思います。それで代表質問のその一人にあてて残りの質問は打切って頂きたいとこういうふうに議長に要望致します。

○大城清徳君

前日からずっと手を挙げておりますが許されませんが中立は二人おりますので宜敷願います。

○議長（高良一君）

中立を代表いたしまして十九番の発言を許します。

○大城清徳君

市長にお尋ねいたします。施政方針の真先に市民のための市政をやって行く又対内的な問題といたしまして絶えず市民へのサービスをモットーとしてやっていくと強調しております。七百名余の市職員の中には真に市民の公僕として信頼の厚い職員も沢山おられます。然し中には市民のサービスどころか市民から大きな疑惑を抱かれ迷惑を通り越してそれ相当の損害を与えておる事実もあります。この件につきましては先般来三十一番議員や二十番議員から色々指摘されましたがその他に本員は本庁の都計の一職員が都計指定地をするところに七間道路が出来るとか緑地帯になるとか誤ったことを地主に話したために土地も売れなくなり色々非常に不便を感じているから委員会において何とか善処して戴きたいというこういうような陳情が来た事実もございます。色々あげますと沢山ありますが斯かる事実を市長は知っておられるか、この不手際に対して如何善処されるか。尚職員の服務規律綱紀粛正が先程強調されていましたが職員の質の点が云々されているのを聞いております。その拠ってくる原因は何処にあると思われるか、あるとすればその改善策について市長は如何考えておられるかその御見解を伺いたい。二番目に那覇市と真和志が合併いたしましてそれ相当の農家戸数が増えております。市におきましては今回農林水産が独立課として新設され大変結構な事だと思います。都市における農業形態は現行の農業企業とは幾分趣きを異にしなければいけないと思います。都市地区における農業は立体農業として積木を積むようにするのが本当じゃないか。つきましてはこの都市における農業に対して立体農業の指導育成というその放策方針をお伺いしたい。三番目について支所における事務上の能率促進を計るためにはどうしても支所に対して資金の前渡金制度を要望しておられますが、これに対する市長の御見解をお伺いしたい。最後に那覇市内においては車が非常に多く交通量は頻繁であります。従ってこれに比例して交通事故も非常に多い。例えば昨年五七年度中一ヶ年の全琉における交通事故が一、五四二件そのうち那覇地区に発生した件数が六三〇件もあります。その原因は色々あると思いますがそのうちの原因の一つとして都市に子供の遊び場がない。小公園がない、こういうことが指摘されています。特に那覇都市における人口は子供の人口が多いのであります。従って子供を輪禍から守るために或は庶民階級の一般市民の憩いの場所としても小公園或は公共駐車場を数多くつくることが必要じゃないかと本員は思っております。然るにこの予算の計上をみますとこれに対する予算措置が為されていないようであります。これに対する市長並びに当局の御構想を承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

市民へのサービスをモットーとして市政を施行してゆきたい。市民の為の市政を為してゆくためにはまず職員をして市民の公僕としての市民への奉仕精神を発揮せしめなければならないと云うことは勿論でございます。又、質問者の仰言る通りであります。然し乍ら現に不心得な職員がいて市民に少からぬ不安と損失を与えておると仰言っておられるのでありますが今日までの所左様なことについての報告を受けていないのであります。從いまして今後は職員の服務について事務面をより以上に強化し、そのような事実がありましたならばこれを直ちに是正していきたいと考えております。二番目の農林水産面の問題についての振興策については係り課長をして具体的に御答弁させることにいたします。三番目の交通事故防止の政策として子供の遊び場所を作るということは市の都計上における一つの計画でもございまして、充分考慮を払っている次第でございます。從ってこの点につきましても出来得る限りにおいて子供の遊び場所を多く作りたいと考えておりましすし、現に五八年度予算におきましても二、三ヵ所既にこれを作っておる状態でございます。

○農林水産課長（渡久地敬正君）

那覇市の将来の農業指導方針につきまして立体的な農業の形態にもっていった方がいいんじゃないかという御意見に対しまして全く同感でございます。主管課といたしまして那覇市の農業行政を将来そういった方向に進めていきたいという事につきまして現在次年度予算に編成し更に次年度以降の計画として考えておりますことを申しあげて御答弁にかえたいと思います。まず高級蔬菜の栽培を奨励してゆきたいと考えております。これは蔬菜栽培面積が約二十町歩ぐらいあります。これは全植付面積の四〇％に相当している面積になっております。御承知のように現在日本内地の方から年間約六千万円位の青果類が輸入されている現状であります。この際輸入されておる蔬菜類は沖縄では生産出来ないかというと決してそうではないのであります。充分此処でも生産出来るのでありまして特に多数の消費者を抱えている那覇市の農家にとっては非常に経済的に恵まれた条件にありますので、那覇市の農家は将来どうしても蔬菜を中心に経営形態を変えてゆきたいと考えております。従いまして現在の作付け面積を遂次蔬菜栽培の方向にもってゆきたいと考えております。二番目に畜産業の振興を図るということであります。これは政府の畜産行政と相呼応して中南部地区においては養豚或は養鶏その外優蓄農業の振興を計画しておりますので那覇市といたしましても政府のこの政策に呼応して現在では品種の改良の面などを奨励してやっておりますが将来においては現在の種畜改良とか豚舎鶏舎等の基本施設の奨励こういった事業も計画してゆきたいと思います。更に貸付牛の制度を設けて市有の種畜を購入しましてそれを農家に貸付けることによってその方面の振興を図ってゆきたいと考えております。それで一番前に申しあげた高級蔬菜の栽培に関連しましてどうしても耕地の潅漑排水の施設の設備をもっと強化していかなければ農業経済の充分なる成果をあげることは出来ないと考えておりますので潅漑排水等の基本設備を強力に推進してゆきたいと考えております。四番目に農業災害の防疫対策を強化することでございますが御承知のように去った三、四月頃に発生しました砂糖キビの綿アブラ虫、昨年あたりのトマト馬鈴薯の疫病こういった災害によって農家は非常に莫大な損害を受けているわけであります。損害を受けておりながらも農家自体は割にこの方面に関心がないため年々多額の農業災害をうけておる状態でありましてどうしてもこの災害の防疫面を強化してゆきたい。そうすることによって農業経営を助け、ひいては農家の経済生活を向上させていくことになりますので農業災害の防疫体制を強化してゆきたいと考えております。それから五番目に農道とか排水、畜産関係の豚舎鶏舎こういったものをもっと現在以上にこの方面の・・・・・・

（「もういいよ」「待った」と呼ぶ者あり）

強化を図ってゆきたいと考えております。

○大城清徳君

市長の御答弁は一つ残っております。各支所に対する資金前渡金制度これに対する御意見御答弁をお願い致します。

○財政部長（義永栄善君）

特に子供の遊び場の件がありましたので予算の説明の中に歳入歳出の説明の中にあります。現在のところ三十二個所設置されております。細部に亘ってはあとで現在の設置個所について処理してゆきたいと思います。文厚労と話合いをしまして現在まで子供の遊び場これに対する法規上の事があり、多額の金を投じて設置してあります。今後これに対する補充処置も講じてゆかなければならないんじゃないかというわけで次々に方策も考えております。次に各支所における前渡金問題に関しましては私、真和志における場合にこの点を強く考えたわけであります。即ち支所において特に困るのは前渡資金がないためにいろいろと本庁との事務上の関係から早急に処置しなければいけない所の処理面が多々あるわけであります。これに関しましては現在の支所設置条例と関連しましてまだそういう所までいっておりませんので計画上の制定或はそういう面から考慮し、財政と市の運営上の施策並びにその方法を充分検討いたしまして市長と相談の上あとで決裁したいと思っております。

○真栄田義晃君

市長は先日私が議員報酬を大幅に値上げしなければ市政の執行上何か支障を来たすとでも考えているのか質問した事に対しまして報酬をあげなければ議会が協力しないとは考えておらないと言明したのであります。ところがその翌日土曜日の一般質問において一番議員の質問に答えて与党攻勢を受けながらも議員報酬を値上げしているのは補助金を獲得するため市議会も協力して貰いたいからだと仰言ってますがこの二つは明らかに矛盾しております。そこで一体どっちをごまかしたのであるかどっちが本当であるか、この辺が超党派への本質化したところと思われるので明確なる御答弁をお願いしたい。

○市長（兼次佐一君）

議員報酬の値上げは今議会を通じての質問の最も大きな点となっておりますが再三繰返してその経緯や或は報酬を値上げした理由について説明してまいりましたが只今の質問は議員報酬値上げをしなければ市長の政策の実現に支障を来たすのかということに対して答弁と更に一番議員の質問の中に私が答弁したうちで議員の報酬もあがったのでより以上の協力が期待出来ると申しあげた。その言葉が相反するがその何れがといっておられますが議員の報酬は市当局の独断の立場に立ってあげたものではありません議員の報酬は手当その他を併せまして約六千五百円になるのであります。といいますのは本俸四千円通信費二千円期末年末手当を二千円本俸により十五割にした時、月約六百円、従いまして計六千六百円のものを九千円にもってゆきましたので勢い二千五百の実質的な増額となっております。この予算を提案するまでに議会の意志も尊重されていることを繰返し返し申しあげております。従って市民の公僕である市会議員が報酬を値上げしなければ協力が出来ないという考え方は毛頭持っておりません。然らば何故一番議員の質問の時そのようなことを答弁したかというなら今後充分なる協力をお願いしたいその為には皆さんの報酬もあげ生活給とみられるところまでいっているのでという様な意味もございますがより以上の御協力がお願い出来るということを申したのでございまして何れが正しいかと強いて言われるならば私は両方とも正しいと私はみております。

○真栄田義晃君

議員の報酬を値上げしなければ議会が協力しないという考えはもっていないということも事実であるし又、与党攻勢を受けながらも議員報酬を値上げしているも補助金を獲得するためにより以上協力してもらいたいと述べている点も事実と申される訳ですが、前日から御伺いいたしておりますと議会の意志ということを頻りに言われておりますけれども議会でそのような決議を為された事はないのであります。前日の答弁の中では議会の議長と副議長、正副委員長が要求して来たといっておられたがこの間の一番議員の答弁の中でも充分にその御期待には副えないがそれでもいくらか報酬の値上げをすることが出来たらというような答弁をしております。正副議長、正副委員長からどれだけ上げて呉れと要求してきたか、この点を御答弁願います。

○財政部長（義永栄善君）

一万二千円程度であります。内訳はまだはっきりしません。

○真栄田義晃君

先日、市長は私が土木費が減少していると指摘した事に対していや増であるとこう申されております。私は市長の見通しがハッキリしている当初予算について組んだままを言ったまででありますがそこではどうやら追加予算のことを申されていると思いますが追加予算というものは当初予算では全然考えつかない金が入ることが幾分予想されたものが見通しがハッキリしたと言うような時に出されるものだと私は心得ております。ところで今会期に出されている追加予算一億五千万円、民政府、琉球政府補助繰込金及び市債については当初予算提出後ハッキリ出るという事実があったのか、あれば示してもらいたい。

○財政部長（義永栄善君）

これは事業予算としての追加予算になる訳でございます。これに対して内示があったかということに対しまして別に内示はありません。この予算を編成したのは前にも申しあげた通り特別補助の三千九百万円というのは那覇市に与えられたところの特別補助金の残りであります。これに対しましては当然那覇市に支給されるということが言われておるし且、前に言われてるのは途中でとめられているのでございます。従って当然これは執行機関としても議決機関としても那覇市の立場において徹底的に確保しなければいけない問題だと考えております。七千四百五十一万六千円の首都建設補助金も首都建設法の面から考えまして当然なる措置であり是も特別補助金と相関連して絶対的に確保して行かなければいけない問題と考えておりますのでその起債の三千二百八十八万円に対する国場川埋立事業についても前に申上げました通り真和志時代に既に認可になっているのであります。然しながら真和志那覇市の合併から来る所の議決機関の内容が一面違うという所から是は那覇市の議決によってくれと云う軍からの指示がありますのでやったものであります。もう一口二千七百万円の残りの件に対しましては既に那覇市において起債の許可をえております。この問題何処までも執行機関だけの義務でもない、議決機関と共に両方相俟って首都建設の面の大綱の執行という立場からやってみたいという面からの計上でございます。

○真栄田義晃君

当局の言われる意志はよく解りますがこういった予算は市当局も議会も共に力を併せてその獲得に勉めなければならないと云う点においては私も諒とするものであります。予算編成措置として金がでればいいが或は出させる様にこの方面に努力し様と云うことで組めば幾等でも組めるのであります。そんな事で何もしらない市民に本当に政府が金をくれるような錯覚を起こさせることはペテンであってフザケタ予算措置であると思います。こんな苦し紛れのハッタリ予算はやめて那覇市の予算が如何に那覇市民の負担になっているか依存しているか那覇市の財政が如何に苦しいものであるかを市民の前に卒直にサラケ出して協力を求めるべきでありそれを隠して議会を超党派と言って甘い具合に丸目込んで補助金を貰う為に一諸に協力して貰おう等と言う果ない望みをかけて報酬をあげようなどとは全く甘い考え方でありそんな小細工を弄さないで自治法、財政法、道路法、河川法等々法でもってはっきり規定されて居る事に対し政府は法をサボらずに守れと言うことを市民と共に要求するのが第一ではないか又法を守れという要求であれば良識ある議員は正面からこれに反対することは出来ないと思う。これこそ本当の超党派であると云えると思うが市長はどう思うか見解を伺いたい。

○市長（兼次佐一君）

今先財政部長が御説明申しあげました通りでございますが更に市長としての見解を要求されておりますので付加えて申しあげます。

追加予算に示された歳出の各款項にあたるところの事業は現在の那覇市として一ツも忽せに出来ない事業でございます。このような事業を年度内においてやっていきたいと云うことは一人市当局のみならず全市民の要望であります。然るに自己財源をもってしてはこれらのもっとも緊急を要し且都計上必要度の高いところの施設をすることが出来ないと云う悩みをもっております。その場合に政府に対しまして、補助金を那覇市に出して貰う様に努力することは当然であるが昨日の質問でも申上げました通り政府は首都建設において那覇市へ経済的財政的援助すべきことを義務付けられておるが不幸にしてその範囲は規定せられ所謂予算のゆるす範囲内において補助をすると言う規定になっております。その予算のゆるす範囲内と云うと政府当局の予算のゆるす範囲内だけの予算をもってしては満足できない那覇市の現状からして少くとも此処に決められている数字を首都建設事業の補助金として出して貰わなければならないと云う所の意図がこの予算の中に含まれているのであります。更に民政府補助金の八千七百万円の残額三千八百万円は指令をもって那覇市に与えられるべき補助金であってその交付が不幸にして瀬長市長の時に打切ったという事自体が誤りであり従って一旦編成をやったところの資金として与えられることを示したところの指令に基いて残額の三千八百万円を補助して貰うにしなければならないと云うのがこの予算計上の目的でございます。こういうことにつきまして法を厳正に実施せよ法の実施を要望するという様な事を市民と一体となって当るということは良い方法ではありますが、然しながら本当に事業を執行してゆくために政府に要求するということは単なる演説会においてこれを追及するとか或は亦国頭やその他の方法をもって要求するよりは那覇市当局並びに市会は最低限度これだけは補助して貰わなければならないと云う一致した見解の上に於いて予算を計上してゆきながら政府の義務と責任をもっと強めることが出来ると考えるのでありそのねらいがある訳であります。特に首都建設の如きは首都建設法に基く委員会が構成され近い中にその発足をみるのであるがこの委員会において然らば一年次において幾らの補助金を那覇市に出す可きかその規準になるものを市当局は特になければならない、その場合に大いに役立つものでございます。従ってハッタリ予算でもなければ計画のない事業でもない那覇市十九万市民は最低の要求としてこれだけの金額を琉球政府にやって貰うようにと云うこの意図の上に立っての予算計上であります。

○高良清二君

議事日程計画の変更動機を提出します。先程総括質問にもって行ってもらうよう動議を提出いたしましたが大体先程の動議と同じように一般質疑の大綱については出つくしておるものと思います。ところが未だ細部に亘る検計の質疑はあると思いますが質疑として一般質問の中にもってゆくことはその議事の内容の微に入り細に亘ることでなければ次の質問は出て来ないと思います。それで本日の日程は施政方針に対する一般質問という日程になっておりますがこれを以上で打切りまして午前中をその日程といたしまして午後の日程に明日の予定でありますところの議案を上程質疑委員会付託というふうに午後に繰上げ日程を変更していただきたいと云う動議を提出いたします。尚重ねて申上げますが色々議案を審議し或は検討してゆきます時に細部に亘る質問があると思います。それはその議事運営のその途中におきまして充分その質疑が為されると思いますので以上を持ちまして日程変更の動議を提出いたします。

○比嘉朝四郎君

本日の施政方針に対する一般質問はこれで打切って明日の日程は明日やってもらうようにお願い致します。

○高良清二君

只今動機が二つ出ておりますが一応休憩いたしまして意見を調節したいと思いますので暫くの間休憩を願いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十三番議員（高良清二君）から二ツの動議に対する意見調整のため休憩したいとの動議が出され所定の賛成があって動議は成立致しております。お諮り致します。只今の動議の通り取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御意議ないと認め意見調整の為暫くの間休憩することに致します。

午後十二時十分休憩

午後十二時二十分再開

○議長（高良一君）

では再開致します。只今の意見調整の結果を議長からお諮り致します二十九番議員（比嘉朝四郎君）の動議の通り施政方針に対する一般質問はこれを以って打切り明日から日程計画に従って議案の審議に入る事とし本日は之を以って散会致したいとのことであります左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御意議ないと認め只今の二十九番議員（比嘉朝四郎君）の動議の通り施政方針に対する一般質問はこれでもって打切りまして明日午前十時から再開いたす事に致し本日はこれを以って散会致します。

（午后十二時三十分閉会）
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一九五八年六月十七日

（開会午前十時五十五分）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会いたします。本日の出席三十二名欠席十名でありますので議会は成立しております。只今から本日の会議を開きます。本日の議事日程は印刷の上お手元に配布しておきましたからそれによって報告に替えます。

――― ○ ―――
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○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一、一九五七年度那覇市一般会計歳入歳出決算について市長提出議案第十号を議題といたし質疑に入ります。

○久場景善君

第七款の社会及び労働施設費で殆ど不要額を出しているんだが如何なる理由によるものであるか、特に身体障害者福祉費なんかは二万九千円余もあるこの決算面から見るとただの七百五十五円しか出していない。社会福祉に重点をおいている今日何故社会福祉方面で不要額を出しているのか課長の御答弁をお願いいたします。

○社会課長（野村安彦君）

一番議員さんの御質問に対してお答えいたします。五六年から五七年にかけてのこれは決算になっておりますが、これにつきましては、私五七年の去年九月十日に就任いたしましてその後のことははっきりいたしておりますが、その前のことでございますので七百五十何円については、これは調査費程度にとどめられているのでございます。現在は帳簿もちゃんと出来ておりますので今後は斯様な事はないと思います。

○久場景善君

社会福祉面は最も重要な事と私は思っておりますがそれに対して現在までこの様に不要額を出したということは非常に残念なことだと思います。殊に私も身体障害者の一人でありますが身体障害者のものをこういうふうに多額の不要額を残すような執行しているということは非常に悲しむべきことであります。今後、課長は予算をとった以上その計画に基いて、充分なる予算の執行をする様に要望いたします。

○比嘉朝四郎君

歳入の十一頁でありますが大体不動産取得税というのは一番取り易い税金だろうと思っていますが、それにも拘らず欠損額約二百六十三万円という額を出しておりますがそれはどういったところに欠陥があってこれを出しておるんでありますが説明願います。

○徴税課長（仲里徳男君）

お答えいたします。五七年度の決算においてこれだけの欠損額を出したことは実に遺憾であります。が然しこれには色々家の不幸から生活の安定しないものや殊に一、二年前のものもこの欠損の中に含まれておりますが、一番大きな原因は大体納税義務者の住所不明であります。といいますのは調査当時は居ったわけですが、いつの間にか納税義務者が移転してその行先が判らないのがあり、その次は納税者が死亡し財産もないし後継者もないということで結局取得の対照になるものがなくて、支払い不能になっているのもこれに含まれております。

○比嘉朝四郎君

只今の答弁では市税全般の事をいっておられるようでありますが、私のいうのは不動産収得税の事で不動産収得税というのは一番取易いものだと考えます。例えば家をつくると家屋証明が必要です。家屋証明をやる時に不動産取得税を納めさせておるんですから不動産取得税は一番取易いがこれがどうして多額の欠損額となっているのかその点について伺いたいのであります。

○徴税課長（仲里徳男君）

不動産取得税の件につきまして課された以上これは確実に納めるべき性質のものでありますが、結局この不動産の中には一応不動産の居所、税の賦課の調査不充分もあるかも知れませんが、そういうのも混っています。それからその外、当時不動産調査の場合に色々な名義の方々が資産売買によって当時の落着かない時代の何もあって種々そいうのも混っており、これを調査して整理するうちに自然と延び延びになって時効に至ったのもあります。その他いろいろの事業の失敗によって如何しても締切りまで納めることが出来ないとか不動産はあるが支払い能力が伴わなくて、これを納めたらその家族が路頭に迷うとかそういったのが、おおまかな所であります。その外詳しいことは課内に整理員もありますからそこで充分説明申しあげます。

○高良清二君

只今の二十九番議員の質問に関連いたしますのでお伺いいたします。税制の問題についてでございますが、昨日から一般質問においてもお尋ねしようと思っておりましたところつい一括質問によりましてその機会を失って本日に至っております。お尋ねしたい所は過去において市民住宅やその他の復興金融制度によりますところの復金住宅において仮りに十万円の家屋を造る場合にその八〇％の八万円を借うけて建物が出来たとする場合、その場合に不動産取得とも関連してお尋ねするのは手持ち資金に二万円しか建設費がなかった。八万円は借入れによってなされたその家屋税が即ち十万円に対しての税が課されるのですか。あるいは十万円に相当する評価において課税の対照になっているのですか。本員からみました場合に復金から借入れたその分は依然として負債であり従ってその期間における税制度でありますが、果たしてその人は裕福な十万円に相当する不動産をもっているかといえば決してそうではない。借入の八％の八万円と手持ちの二万円があって初めて全部の財産の取得者であることを考えた場合に担当者としてこれに対する評価を如何様になされるかその評価方法があるんじゃないか、その点について伺いたいのであります。

○税務課長（普久嶺則明君）

お答えいたします。復金融資をもって建築する場合、今のお話の十万円の建築とする。そうした場合に手持ち二万円それから借入れが八万円結局十万円の建物が出来た、それに対して標準によって課税するということに現行もなっておりますがこの不動産取得税は建物そのものの評価になりますから所謂値打ちそのものに対して課税するものでありまして勿論手持ちの二万円、借入れた八万円というのは償還までは借入れということになりますけれども事実は借りたのは実際自分のものになってる訳ですからそれに対して十万円に対する課税する訳であります。それから今後の問題として只今立法院で審議のようですが、十万円は排除するといったような案を検討中のようであります。それが出来れば結局その分は助かるという事になる訳です。

○高良清二君

只今の税務課長の説明によりますと、十万円の建築に対して八万円の借入れという場合には十万円に対して排除するという説明ですか。

○税務課長（普久嶺則明君）

立法院で審議中のものは例えば二十万円の建築が出来たとすれば、十万円を控除すると、控除額十万円を設けるといったような案を審議中でございます。

○高良清二君

只今の税務課長の説明は成程税制についての説明であります。本員がお尋ねせんとするところのものが奈辺にあるかということは、そういった復金関係の資金を借入れて建築するというのが過去において既にその対照となるべき数の大半或は過半数と申しますか、殆んどが復金借入れによる市民が多いはずであります。そういう重要な税制の審議を立法院が現に取り上げておるというようなお話からした場合には尚更でありますが、こういう重要な審議にあたって市当局として立法院に対し、或は行政府に対して如何なる方法を講じてこれを促進しているか、その点について伺いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

日程第十に基づく一九五七年度決算に対する議案について、その範囲において御答弁を申しあげます。この只今提案になっておりますところの一九五七年度の一般会計歳入歳出決算は御承知の通り一九五六年七月以降一九五七年六月までの決算でございましてそれは法的に選出されておりますところの出納検査員の検査を経たものであり、その検査員は高良清二、喜久山朝重、森田孟松三氏立会のもとに検査を受けたところの決算書であります。この決算書に基くところの市政の運営は前半期は前々の当間市長、その後半期は前市長の瀬長氏によって執行された分でございます。前年には、当時の課長は衛生課長と労務課長がおられたわけでございます。その場合に只今指摘されたところの税について如何様な方法で徴収されたかということは検査の場合に充分御検討を願っていると考えている次第でございます。

○高良清二君

只今お尋ねいたしました件について市長さんからの決算報告について詳しく説明がありましたので先程の質問は後でその時機を得てお答え願いたいと思いまして御答弁を保留してもいいと思います。

○宮里敏慶君

今先二十九番議員が不動産取得税の件で二百六十三万円余の不能欠損額を出しているが、その原因は何処にあるかということをお尋ねしていましたが、課長の答弁では住居が解らないとか或いは相続人が居ないということが原因しているというようにいっておられますが、不動産所得というものは大体資産があって落着いた資力のある人が不動産は取得するのであります。住所も大体安定しておるし、一回納税告知書を配布して返って来たらこの人を捜すことが出来ないというふうなことをいっているようでありますがそんな事はあり得ないし、又相続人がいないとか何とかいっておられますが、生活が安定している所に相続人がいないということはどう考えても本員としては理解に苦しむものであります。私はこの不納欠損額を余計に出したということは当局の徴収に対する努力が足りないからだと思っております。そうして今市長の説明を聞いていますと前半は当間市長、後半は瀬長市長ということをいっておられますが瀬長さんの市長時代とれないものは不納額に入れる事によって自分の部下の課長にも大分勉強になるということでやったんではないかと思います。当局はこの欠損額を出さないように納税者は今まで資産以上の資力の充分ある人が不動産取得をしているのでありますから出来るだけ納税者の住宅を突きとめてこの不納額を少くするように要望いたします。

（「進行」というものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を打切りまして討論に入ります。

○渡口麗秀君

五七年度決算につきまして賛成意見を述べたいと思います。五七年度の決算は歳入決算額が一億八千六百三十八万二千三百二十八円三十五銭、歳出決算額が一億六千二十五万七千四百八十四円六十銭、歳入歳出差引残額が二千六百十二万四千八百四十三円七十五銭、これが翌年度に繰越になっておりますが、このうち歳出の決算につきまして私の見解を申述べたいと思います。歳出の残額が、一億六千万円でございますが、先程市長さんから答弁がありましたとおり前半期は当間市長、後半期は瀬長市長というようなこと答弁しておられましたが、その点につきましてこの決算をまあお二人仲良く六ヶ月ずつ分け合って職務を遂行しております。それはこの決算によって現われておると本員はそう考えるのであります。そうした場合に一億六千万円のうち、前半期において当間市長が一億円を市民福祉のために使用しております。後半期におきまして六千万円瀬長市長が市民福祉のために使っておられます。特に建設部面の費用について例を引いて申しあげます。建設関係の事業が約九千万円ございます。そのうち当間市長が建設関係の事業に使われた資金が、七千二百万円それから瀬長市長が使った資金が約一千八百万円でございます。そうしました場合には当間市長が使った七千二百万円から瀬長市長が市民福祉のために建設関係の事業のために使ったものを引いて約五千四百万円程度当間市長が市民福祉の事業のために直接市民に利益を与えるための建設事業関係、都計関係、土木関係その他市営住宅関係に使用していられるのでございます。まず瀬長市長が参られず当間市長がそのまま居すわったとしたらその差額の五千四百万円だけは更に当間さんによって市民福祉のために使われるというようなことが一応推察される訳でございます。この事は決算で見まして場合には瀬長市長をはじめとする人民党の幹部の方々が、いくら市民に対して大言壮語されたところで決算では嘘はいえないのでありまして誠に当間市長と瀬長市長の政治には重大な開きを数字的に示して来ておるのであります。云い換えますならば瀬長市長の出現によりまして建設事業関係で少くとも那覇市の十八万市民が五千四百万円の損をしているという結論になるんじゃないかと本員は推定するものでございます。この決算書は更に人民党を今後選良として政治に参与させる場合には人民党の幹部の方々の言動や大言壮語に欺されることなく冷静に琉球の政治的現状を充分に把握して行動し、そうすることが結局は那覇市の復興に寄与する所以だという警告を与えているような感じをうける決算であります。兼次市長においてもこの決算書は充分御参考になる資料ではないかと本員は思料するものでございます。以上決算につきまして私の所感を申述べたのでありますが、この決算の数字、資料その他につきまして私たちが信頼しております中山監査員、渡口政行監査員、その他議会の議員が充分存じておると思料されます。その決算はそのまま承認して差支えないと本員は思料して賛成するものであります。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

それでは討論を打切りまして採決に入ります。日程第一、一九五七年那覇市一般会計歳入歳出決算市長提出議案第十号については原案通り承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから本決算は承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二、一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略いたしまして討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論もないようですから採決に入ります。日程第二、一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出決算について原案通り承認することに御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成と認め原案を承認する事に可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三、一九五七年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑がないようですから討論に入ります。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略いたしまして採決に入ります。日程第三、一九五七年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算について原案通り承認して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御賛成のようでございますから原案通り承認することに可決決定いたします。

○議長（高良一君）

日程第四那覇市報酬及び費用弁償条例を議題といたしまして質疑に入ります。

○瀬名波栄君

那覇市報酬及び費用弁償条例これについて当局に若干の質問を行いたいと思います。まず市会議員報酬が月額九千円となっておりますがこの月額九千円は那覇市職員の給与から見ますと部長の給料と大体同じであります。日本本土における職員の給料と市会議員との比較がどういうふうになっているかこれをお示めし願いたいと思います。これが一点次に選挙管理委員会の報酬でありますが委員長六千円委員五千円補充員日額三百円となっております。選挙管理委員は市町村自治法によって四名となっておりますが那覇市においては委員が五名になっており然も全員が常勤であります。ところが選挙管理委員会というのは一種の決議機関例えば議会の如きものであって実際の実務はその委員会の附属するところの事務局これが事務をとっております委員会は可決する機関であります。事務局がこれの事務をとり執行する機関であります。これが全員常勤で仕事をしなくてはならないというふうな特別の理由があるのかどうかこの点についてお伺いいたします。これが二点でもう一点は市会議員の中から選任された監査委員が報酬千円となっていますが市会議員の中から選任された監査委員はこれは市会議員ということが前提であります。市会議員といいますからには当然報酬を貰っております。この市会議員の肩書を持つ然も報酬を貰っている議員が監査委員となった場合には改めて又更に報酬を支給することは二重支給になりはしないかどうかこの点について当局の御見解をお伺いいたしたいと思います。

○総務課長（阿波連本平君）

只今の御質問のうちまずはじめの日本における地方公共団体の職員の給与との比較これにつきましては資料を手元に持っておりませんが造ってありますから後でお配りいたします。選挙管理委員会についての別表の中の御質問でございますが本件は自治法上勿論常勤非常勤の区別は書いてありません。規定されてません。但し那覇市議会で選挙管理委員を選出する場合には従来からそういった性格を持たせて選出しておったようであります。それで御参考までに申しあげておきますが現在議会の方にも恐らく陳情が参っておったと思いますが選挙管理委員会の増報方の陳情でございます。この点につきましては市当局としましては選挙管理委員会というものが普通の常勤の職員と比較して或いは給与の体系即ち生活給ではなくて報酬であるという建前から今保留して研究中でございます。そういう意味で御参考までに申しあげたわけであります。従来の選挙の方法によって常勤の形をとってそれとなお当局が考えておりますのは今後自治法に基きまして飽く迄も委員をおきまして後は本当の仕事というのは事務局を設置することによって解決するんじゃないかと考えております。尚、第三番目の市会議員の中から選出された監査委員の報酬の問題でございますが、いろいろ自治法上疑問の点がございます。ですから去年（五七年）の十一月の自治法改正によって施行されております。この改正の中の主なる点は、従来学識経験者の中から監査委員或は議員の中から選任された監査委員に対しては去った十一月一日に施行された立法改正によりますと、報酬というものは議員ではあるにしても、その法令に基くところの議員の職務を行うものに対しては報酬を支給すべきであるという自治法上の改正がございます。それに基いて市会議員の中から選出された報酬額として、同様にあげてあるわけでございます。

○瀬名波栄君

その場合に、これは月額報酬になっているわけだが、日額報酬ではいけないのかそれについて法的な解釈をお伺いいたします。

○総務課長（阿波連本平君）

只今の議員の中から選ばれた監査委員でございますが、議会が解散されたとか、或いは議会が成立しない任期中に四年の期間の完了前において監査委員であったものが、そのまま監査委員としての職務を出来るわけであります。自治法上そういう建前から報酬というものは議員の分というのは勿論考えられます。こういった場合、議会が解散された場合とか新たに議員の中から監査委員を選出することが出来ないという場合には、そのままその職務を行うことが出来るという自治法上の規定がございます。そういうことから勘案いたしますと、当然報酬として支給されるが妥当ではないかという自治法上のそれに則って今後の費用弁償の方に挿入したわけでございます。

○議長（高良一君）

議長からお諮りいたします。本件につきましては各位夫々御意見もあると思いますし慎重を要する議案でありますので質疑続行のまま所管の委員会に付託して十分御審議願った方が良いかと考えますので、左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なしと」呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第四那覇市報酬及び費用弁償条例につきましては質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第五那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましても質疑続行のまま所管の委員会に付託して御審議願うことに致したいと思いますが左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○御異議ないと認め日程第五那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましては、質疑続行のまま総務財政委員会に付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第六那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例を議題として質疑に入ります。

（「質疑続行のまま委員会付託」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第六那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例につきましても質疑続のまま総務財政委員会に付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第七那覇市部課設置条例の一部を改正する条例を議題として質疑に入ります。

（「委員会付託」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第七那覇市部課設置条例の一部を改正する条例も質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第八那覇市水道給水条例の一部を改正する条例を議題として質疑に入ります。

（「委員会付託」「賛成」と呼ぶのもあり）

○議長（高良一君）

では日程第八那覇市水道給水条例の一部を改正する条例も質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ◯ ―――

○議長（高良一君）

次日程第九那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例について質疑に入ります。

○高良清二君

只今議題になりました那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例について当局にお尋ねいたしますが第三条の市会議員中より六名市吏員中より六名学識経験者より三名というふうな数になっております。成程市職員や市会議員の中から多数入ることは望む所でありますが学識経験者の方が余りにも少ないような気がいたします。と申しますのはこれは単に行政面における理事者をより多数占めるということはその地域或いは過去におけるいろいろの一般的行政の把握をするのには不充分ではないかというように危惧いたします。それで構成の内容につきまして出来ますならば学職経験者を同じ五名に増やせないか、若しこの数字において十五名位が適当という根本的な考えでありますならば議員中よりの六名を五名市吏員中よりの六名を五名にして、学職経験者の方に二名を増やして五、五、五の合計十五名にしたらどうかということを考えます。立案者の御見解をお尋ねいたします。

○総務課長（阿波連本平君）

只今の御質問に対してお答えいたします。この委員の構成につきましては十五名という適当な単位を考えての事でありますが、只今の御質問によりますと学職経験者より多くしてなお二名出した方がいいという御意見ですが、これは第三条の二項により、その研究或はその課題によっては、その都度適当な人を選んで臨時委員としてあげるということが、今いわれる一般的行政の把握という観点から敢えて支障を来たさないと考えております。

○高良清二君

只今の総務課長の説明で解ったような気がいたします。ところが調査委員会という任命をうけた場合の考え方と臨時的に諮問をうける或は条例の検討その他具体的にこれの検討に入る場合には、やはり最初から常任の委員として在席していないとその経験なり或は調査をする機会が充分に得られないじゃないかと思います。成程臨時の委員として諮問する程度の何は出来ると思います。それよりはむしろ常任委員としての最初からの委員会に加担させた方が充分なる熱意と意見がそこに出て来るんじゃないかと思います。それについて如何様にお考えでありますか。

○総務課長（阿波連本平君）

今の御質問には結局常任委員と臨時委員とは職務執行上、差支えある人じゃないかというようなお考えでございます。この研究委員会はあくまでも合議制でございます。何ら決定については決定権は臨時委員だから常任委員だからどうのこうのというのはないわけであります。

（「質疑続行のまま委員会付託」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では多数委員会付託という事でありますので日程第九那覇市行政区画整理調査研究会設置条例を総務財政委員会に付託します。

○議長（高良一君）

次日程第十泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例を議題とし議長からお諮りいたします。本件についても質疑続行のまま委員会に付託いたしたいと思いますが、左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第十、泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例も質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十一、那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例を議題として質疑に入ります。

○瀬名波栄君

事務局の職員を増やすという条例ですが、増やすことは非常に結構でありますが、特にさっきの職員更に調査係の職員これが非常に不足しているんじゃないかと思います。どういう面で職員を増やそうとしているのか、速記見習いはなるべく二名にして充分仕込むのが必要と考えます。これはその間に一人だけでは嫌だからやめたといった場合にはということになりますので二名にして普段はそこの仕事をさせながら教育をやっていくのが正しいのではないかと考えますし尚、調査係ではありますが、これは事務局としては充分なる資料を収集し、議員に配布し、充分に勉強になる資料を調査していかなければならないので、そこで調査係の職員を増やすべきではないのかどうか、その点についてお伺いいたします。

○事務局長（友寄隆次郎君）

本家本元は私の方でございます。今までの定員を三名増やすというその理由を申上げて御諒承願いたいと思います。と申上げますのは、書記二名の増員ということになっておりますが、これは今、事務局で考おります書記というのは一名は議長の秘書であります。これは議長の秘書と申し上げますと語弊があるのでございますが敢えて議長一人の秘書ではなく事実としては、つまり議員の方々の書記であり又、秘書というふうにお考えになって頂ければいいんじゃないかと思います。これは従来前々議長の時分から懸案になっておったのでありますが、色々とその採用条件というものを事務局の方で少し欲張って考えておった訳であります。と申しますのは出来得れば議長の秘書というものは明朗性があり尚社交性がある、尚英文、和文のタイプを打てるといったような条件を考えておった訳であります。

○瀬名波栄君

どれだけの人員を必要としているのか、今後この人員でやれると思料するか。

○事務局長（友寄隆次郎君）

出来るだけこの人員をもって何とか繰合わせていきたいと思います。調査方面が手不足であればこの人員でその方面を強化、資料を収集して皆さんの御期待にそうようにしたいと考えております。これだけ増員すれば速記も充分出来るし、一応事務的処理に均衝を失しない程度の事は出来ると考えます。

（「委員会付託」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

委員会付託という多数のご意見でありますので日程第十一那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例を質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十二、那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例について当局の提案主旨説明をお願いいたします。





議案第三十九号




那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例




右の議案を提出する。

一九五八年六月十二日

提出者　那覇市長　兼次佐一




那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例

那覇市都市計画委員会設置条例（一九五〇年六月七日　那覇市条例第十五号）の一部を次のように改正する。

条文中「会長」とあるを「委員長」に改める。




第二条を次のように改める。

第二条　委員会は、那覇市都市計画上必要な事項について市長の諮問に応じ又は市長に建議する。




第三条を次のように改める。

第三条　委員会の構成は左のとおりとし、市長がこれを委嘱又は任命する。 


 
  	一、市議会議員中より
  	五名
 

 
  	二、市吏員中より
  	五名
 

 
  	三、学識経験者より
  	五名
 







第四条を次のように改める。

第四条　委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選でこれを定める。




第五条第二項を次のように改める。

２、副委員長は委員長を補佐し、委員長が事故あるときはその職務を代理する。




第六条第二項中「及び臨時委員」を削り、「通告する。」を、「通知しなければならない。」に改める。




第七条中「及び臨時委員」を削る。

第十一条中「及び臨時委員」を削る。

第十三条中「関係市吏員」、「及び臨時委員」を削る。

第十四条を次のように改める。 

第十四条　委員会の会務を処理するため書記若干名を置く。

２、書記は委員長の命をうけて庶務に従事する。




第十五条を次のように改める。

第十五条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は委員長がこれを定める。




附則




この条例は、一九五八年七月一日から施行する。




説明

首都建設法に基き首都建設委員会が設置発足するにあたり、委員となる那覇市長の諮問に応じ又は市長に建議し、もって首都としての本市都市計画及び都市計画事業の促進を図るため、那覇市都市計画委員会設置条例（一九五〇年六月七日　那覇市条例第十五号）を改正して那覇市都市計画委員会を設置する必要があるので、本案を提出する。





○総務部長（仲原英通君）

那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例については一九五〇年六月七日に那覇市条例第十五号を以って制定してありました。その後何らこの条例を活用することなく今日に至った訳でありますが、皆さんも御存じの通り首都建設法が近く強力に発足するということになりまして、首都建設法に基いて那覇市長がその委員となっております。それで条例の最後の説明欄にもありますとおり、委員となる方々は市長の諮問に応じ又は市長に建議して首都としての本市都市計画及び都市計画事業の促進を図るために、この従来あった条例を一部改正し首都建設法に適応するように活用してゆくために一部改正して委員会を設置するという考えのもとに、この条例を提案した訳であります。

よろしく御審議の程をお願いいたします。

○議長（高良一君）

只今の説明に対し質疑に入ります。

（「質疑続行のまま委員会付託」

「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第十二那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例につきましては質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十三、第十四は関連しておりますので一括して当局の提案主旨の説明をお願いいたします。





議案第四十号

那覇市財産条例案

右の議案を別紙の通り提出する

一九五八年六月十三日

提出者　那覇市長　兼次佐一

説明

現行　市有財産の取得管理処分条例（一九五三年十二月　那覇市条例第四十七号）は実情にそぐわないものであり、これに代る本条例を制定し、財産管理の適正なる事務処理を期したいので市町村自治法第十一条第二項の規定に基き本案を提出する。





那覇市財産条例（案）

第一章　総則

（適用範囲）

第一条　市有財産の取得、管理及び処分並びに営造物の設置及び処分に関しては、別に定めがあるものを除く外、この条例の定めるところによる。

（財産の範囲）

第二条　この条例で財産とは、市の負担において市有となった財産又は法令の規定により若しくは寄附により市有となった財産であって左に掲げるものを云う。

一、不動産及びその従物

二、事務所、事業所その他これらに準ずる施設においてその用に供する重要な機械器具及び工作物

三、地上権、地役権、特許権、著作権、その他これらに準ずる権利。

四、株券、公社債券、その他の有価証券、現金（歳計現金を除く）及び出資による権利

２．前項第二号の財産は、事務所、事業所その他これらに準ずる施設を廃止した場合においてもこれを財産とする。

（財産の分類及び種類）

第三条　財産は、これを財政財産、行政財産、及び普通財産に分類する。

２．財政財産とは、左に掲げる種類の財産をいう。

一、基本財産　市において収益のために設定した財産

二、特別基本財産　市において収益目的を特定して設定した財産

三、積立金、　市において特定の目的のために積立てる財産

３．行政財産とは、左に掲げる種類の財産をいう。

一、公用財産　市において直接公用に供し、又は供するものと決定した財産

二、公共用財産　市において直接公共の用に供し、又は供するものと決定した財産

４．普通財産とは、第二項及び第三項以外の財産をいう。

第二章　財産の取得

（取得前の措置）

第四条　財産を取得しようとするときは、予めその財産に関して必要な調査をなし、物権の設定その他特殊の義務があるときは、所有者又はその権利者をしてこれを消滅させ、又はこれに関し必要な措置をしなければならない。

（寄附又は贈与）

第五条　財産の贈与は、市長においてこれを受けることができる。但し、負担附寄附又は贈与を受ける場合は、議会の議決を経なければならない。

（登記又は登録）

第六条　不動産に関する権利を取得したときは、直ちに登記又は登録をしなければならない。

（代金の支払）

第七条　登記又は登録を要する財産を取得したときは、その登録又は登録を完了した後、その他の財産については、その収益を完了した後に、その代金を支払うものとする。但し、市長において特に必要と認めたときはこの限りでない。

第三章　財産の管理

（現金及び有価証券）

第八条　基本財産又は積立金等に属する現金は市長において郵便貯金又は確実な銀行貯金をし、若しくは信託しなければならない。

２．有価証券は、市長において確実と認める方法により保管しなければならない。

（資金の運用）

第九条　基本財産の資金又は積立金は、市財政の都合により議会の議決を経て一般会計又は特別会計に繰入し、運用することができる。

２．前項の繰入金は、その払戻方法及び期限を定めて、毎年度利子を附けなければならない。

（財産台帳）

第十条　市有財産は財産台帳を調製し、左の事項を記載しなければならない。但し、財産の性質によりこれが記載事項の一部を省略することができる。

一、種目

二、所在及び所属

三、数量

四、価格

五、得襄変更の年月日及び事由

六、その他必要事項

（財産の評価）

第十一条　財産台帳に登録しなければならない財産の価格は、購入に係るものは購入価格、交換に係るものは交換当時の評定価格、収月にかかるものは、補償金額により、その他のものについては、次の区分による。

一、土地については近傍類地の時価に比準して算定した金額

二、建物工作物及び機械、器具、その他の動産については、建築費、製造費又は見積価格

	三、権利については、見積価格、株式又は出資による権利については、払込金額又は出資額

２．前項の価格は、毎年必要に応じ、これを改訂しなければならない。

（行政財産の運用制限）

第十二条　行政財産は、その用途又は目的を妨げない限度において使用又は収益させることができる。

２．行政財産は、前項の場合を除く外、これを貸し付け若しくは、出資の目的とし、又はこれに私権を設定することはできない。

３．第一項によって行政財産を貸し付けるときは、第十五条から第十九条までの規定を準用する。

（普通財産の運用）

第十三条　普通財産は、第十五条から第十九条までの規定により貸し付け又は、これに私権を設定することができる。

２．普通財産は、公益上必要がある場合に限り議会の議決を経て出資の目的とすることができる。

（無償貸付の禁止）

第十四条　財産は、無償で貸し付してはならない。但し官庁又は、公法人において、公用又は公共用に供するため、若しくは貧困により生活のため公私の扶助を受ける者に対して議会の同意を経たときは、この限りでない。

（貸付期間）

第十五条　普通財産は、五年を超えていない期間賃貸することができる。但し特別の事情があるものは、当該期間を更新して貸し付けることができる。

（貸付料）

第十六条　普通財産の貸付については、法令又は市長の定める貸付料を徴収しなければならない。但し公用、公共用又は公益事業に供するため貸付するとき、及び市長において特に必要と認めるときは、これを減免することができる。

（貸付料の納付）

第十七条　普通財産の貸付料は、定期に納付しなければならない。但し、その期間分又は数期間分を前納することを妨げない。

２．前項の貸付料の納付を一月以上遅延したときは納期日より一月を経た翌日から完納の前日まで日歩二銭五厘の延滞利息を追徴することができる。

３．前二項の場合、市長において事情止むを得ないと認めるときは、これを減免することができる。

（担保及び保証人）

第十八条　普通財産の貸付について市長が必要と認めるときは、相当の担保を提供させ、又は保証人をたてさせることができる。

（貸付契約）

第十九条　普通財産の貸付をするときは、使用目的、貸付期間、貸付料、貸付料納付の期日及び方法の外、左に掲げる事項を契約しなければならない。但し財産の性質、その他の事情により市長は、その一部を省略することができる。

一、貸付期間中に公用公共用又は、公益事業の用に供する必要が生じたときは予告期間を設けて契約の解除若しくは改訂をすること。

二、借受人が許可なくして使用目的以外の用途に供し、又は他人に転貸し、若しくは権利を譲渡し、その他契約に違反したときは契約を解除すること。この場合損害が生じたときは弁償させること。

三、返還するときは、原状に回復すること。

四、財産の管理に関して必要な事項。

五、前一号及び二号により解約した場合、借受人はこれによって生じた損害につき賠償を求めることができないこと。

六、その他必要事項

（損害賠償）

第二十条　借受人が故意又は過失によって借受物件を荒廃、毀損又は滅失したときは、市長の定める損害を賠償しなければならない。

（過料）

第二十一条　詐偽その他不正の行為により財産使用料の徴収を免れた者に対しては、その徴収を免れた金額の五倍に相当する金額以下の過料を科することができる。

第四章　財産の処分

（処分の制限）

第二十二条　行政財産は交換、譲渡又は売却してはならない。

第二十三条　普通財産は市の財政運営上及び法令若しくは公益上必要がある場合の外これを交換、譲渡又は売却してはならない。

（普通財産の交換）

第二十四条　普通財産は、官庁又は公法人が公用、公共用若しくは公益事業の用に供するため必要あると認める場合又は市において事務事業の用に供する財産を所得せんとする場合に限り、これを他の財産又はその必要とする財産と交換することができる。

２．前項の規定により交換する場合においてその評定価額に差額があるときは金銭を持ってこれを補足しなければならない。

（普通財産の譲渡）

第二十五条　普通財産は、左の各号の一に該当する場合に限り、無償又はその価格を低減して譲渡することができる。

一、公用又は公共用に供するため官庁又は公法人に譲渡するとき。

二、他の公法人又は私人において公用又は公共用施設の用途に代るような他の施設をしたため、その用途を廃した場合において、当該用途の廃止によって生じた普通財産を、その負担した費用額の範囲内において当該公法人又は当該私人若しくはその相続人、その他の包括承継者に譲渡するとき。

三、寄附にかかる公用又は公共用施設であって、その用途を廃した場合において、当該用途の廃止によって生じた普通財産を寄附者又はその相続人、その他の包括承継者に譲渡するとき。但し、寄附の際特約をした場合を除く外、寄附を受けた後、二十年を経過したものについては、この限りでない。

四、寄附により所得した財産を当該寄附者の意思により、公用又は公共の用に供するため官庁又は公法人若しくは私人に譲渡するとき。

（用途指定処分）

第二十六条　一定の用途に供させる目的で財産の売却、譲渡又は交換をする場合においては、その用途、始期及び期間を指定しなければならない。但し、市長において特に必要がないと認めるときは、この限りでない。

（調書の作成）

第二十七条　市長は、普通財産を交換又は売却しようとするときは、その価格を評定しその基礎を明らかにした調書を作成しなければならない。

（売払代金の納付）

第二十八条　普通財産の売却代金又は交換差金は、当該財産の引渡前又は登記若しくは登録の時までに、これを納付させなければならない。但し、当該売却代金又は交換差金の納付について特別の事情があると認めたときは、確実な担保を徴し利息を附し、五年以内の延納の特約をすることができる。

（契約の解除）

第二十九条　普通財産を売却、譲渡又は交換した場合において、左の各号の一に該当する事由が生じたときは、その契約を解除することができる

一、分納又は延納による売却、代金又は交換差金の納付が履行されないとき。

二、用途を指定して売却、譲渡又は交換した場合において、指定期間内にその用途に供しないとき、又はその用途に供した後、指定期間内にその用途を廃止したとき。

三、前各号の外、契約条件に違反したとき。

（財産事務取扱者との関係）

第三十条　財産をその取得管理及び処分に関係ある職員に対して売り払い又は交換する必要が生じたときは、当該職員は第二十七条の価格の評定に参与することができない。

第五章議会の議決又は住民の一般投票に

付すべき財産及び営造物

（議会の議決を要する取得、設置、処分）

第三十一条　左に掲げる財産の取得又は処分及び営造物の設置又は処分については、市町村自治法（以下法という）第三十六条第一項第七号の規定により議会の議決を経なければならない。

一、公会堂

二、授産所

三、職業補導所

四、託児所

五、火葬場

六、塵芥処理場

七、食堂

八、浴場

九、質舗

十、屠場

十一、砕石工場

十二、自動車修理工場（公用を除く）

十三、プール

十四、公園

一五　墓苑

一六　市場

一七　住宅

一八　病院

一九　図書館

二十　美術館

二十一　試験場

二十二　劇場・音楽室

二十三　競輪場

二十四　総合運動場

二十五　交通事業施設

二十六　湾港事業施設

二十七　水道事業施設

二十八　本市において将来経営する事業の施設

二十九　船舶（二十屯以上）

三十　一件三百坪以上の土地

三十一　その他市長において重要と認めるもの

（議会の三分の二以上の同意を要する処分、使用許可）

第三十二案　前条第一項第十四号乃至第二十五に掲げる財産及び営造物の独占的利益を与えるような処分又は十年を超える期間にわたる独占的な使用の許可については法第百四十六条第二項の規定により議会において出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならい。

２　前項に定める営造物及び財産の外市長において特に必要と認めるものについても又同様とする。

（選挙人の投票を要する処分、使用許可）

第三十三条　第三十一条第一項第二十六号及び第二十七号に掲げる事業施設の独占的な利益を与える処分又は十年を超える期間にわたる独占的な使用の許可については、法第百四十六条第二項の規定により選挙人の投票においてその過半数の同意を得なければならない。

２．前項の処分又は許可については法第三十六条第二項の規定により予め議会の同意を得なければならない。

第六章　雑則

（契約条例との関係）

第三十四条　財産の取得、賃借及び売却その他の契約についてはこの条例に定めるものを除く外、那覇市契約条例の定めるところによる。

（営造物の管理についての例規委任）

第三十五条　営造物の管理その他必要な事項については別にそれぞれの条例又は規則を以って定める。

（規則の委任）

第三十六条　財産の取得、管理及び処分並びに営造物の設置及び処分についてこの条例に定めるものを除く外、必要な事項は市長がこれを定める。

附則

１．この条例は、公布の日から施行する。

２．この条例の施行前に那覇市有財産の取得管理及び処分条例（一九五三年十二月那覇市条例第四十六号）及び議会の議決又は住民の一般投票に付すべき財産、営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例（一九五四年三月那覇市条例第三号）に基づいてなした財産の取得、管理及び処分並びに営造物の設置及び処分に関する契約許可その他の行為で現に効力のあるものはこの条例の規定によってしたものとみなす。

３．市有財産の取得管理及び処分条例（一九五三年十二月那覇市条例第四十七号）、議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例（一九五四年三月那覇市条例第三号）は廃止する。

議案第四十一号

那覇市契約条例案

右の議案を別紙の通り提出する

一九五八年六月一三日

提出者　那覇市長　兼次佐一




説明

実情にそくした適正なる例規を整備し、契約事務を慎重且つ厳重に処理したいので市町村自治法第十一条第二項の規定により本案を提出する。





那覇市契約条例（案）




（この条例の目的）

第一条　財産の取得、賃借、譲渡及び売却、工事の請負並びに物件労力の供給をその他の契約に関しては法令その他別に定めがあるものを除く外、この条例の定めるところによる。

（財産及び物件の定義）

第二条　この条例で財産とは那覇市有財産条例に規定する財産を、物件とはそれ以外の物を言う。

（年度を超える契約）

第三条　年度内に履行し終わらない歳出に属する契約はこれをすることができない。但し、左の各号の一に該当する場合においては数年度にわたる契約をすることができる。

一、継続費支弁に属するもので継続年度間に履行し終わるもの

二、既定予算（継続費を除く）の支弁に属する契約で、その予算の翌年度繰越について議会の議決を得たもの

三、土地、建物の賃貸借

２．年度開始前、準備のため契約をする必要があるものについては前項の規定にかかわらずこれをすることができる。

（契約の原則）

第四条　契約はすべて一般競争入札に付さなければならない。但し第五条又は六条の規定によるとき若しくは議会の議決を経た場合は、この限りでない。

（指名競争入札）

第五条　市長は、左の各号の一に該当する場合に限り指名競争入札に付することができる。

一、契約の性質又は目的により競争に加わるべきものが小数で一般競争入札に付する必要がないと認めるとき。

二、一般競争入札に付する事が不利又は不適当と認めるとき

三、予定価格三十万円以下の工事、その他の請負契約、若しくは予定価格十五万円以下の物件、その他の供給について契約をするとき

四、予定価格十万円以下の不動産又は予定価格五万円以下の動産の売却又は買入をするとき。

五、前二号以外の契約で予定価格が五万円以下であるとき

（随意契約）

第六条　市長は左の各号の一に該当する場合に限り随意契約をすることができる。

一、契約の性質又は目的が競争を許さないとき

二、競争入札に付することが不利又は不適当と認めるとき

三、競争入札に付する暇がないとき。

四、官庁、公法人又は公益法人等と契約をするとき。

五、契約締結後必要を生じたもので、既に契約した部分と分離することができず又は分離することを不利と認めた場合において、同一契約者と契約をするとき。

六、予定価格十万円以下の工事その他の請負契約若しくは予定価格五万円以下の物件その他の供給について契約をするとき。

七、前号以外の契約で予定価格が二万円以下であるとき。

八、競争入札に付しても入札者がないとき、又は落札者がないとき

九、競争入札において落札者が契約を締結しないとき又は契約の履行を開始しない場合にその落札金額の範囲内で契約するとき。

十　契約の履行中において、これを解除した場合にその未了又は未済部分について契約するとき。

（議会の議決を要する競争入札による契約）

第七条　一般競争入札の方法で左に掲げる契約を締結する場合は市町村自治法（以下法という）第三十六条第一項第九号の規定により議会の議決を経なければならない。

一、予定価格五百万円以上の工事その他の請負

二、予定価格百万円以上の物件その他の供給

三、予定価格七十万円以上の不動産又は予定価格五十万円以上の動産の売却

四、予定賃貸料の年額又は総額が五十万円以上の財産の貸與

２、財産の賃借又は買入れ、その他の契約で、市長が重要と認めるものについては前項の例による。

（議会の議決を要する一般競争入札以外の方法による契約）

第八条　競争入札以外の方法で、左に掲げる契約を締結する場合は、法第三十六条第一項第九号の規定により議会の議決を経なければならない。

一、予定価格三百万円以上の工事その他の請負

二、予定価格七十万円以上の物件その他の供給

三、予定価格五十万円以上の不動産又は予定価格三十万円以上の動産の売却若しくは譲渡

四、予定賃貸料の年額又は総額が三十万円以上の財産の貸與

２、財産の賃借又は買入れ、その他の契約で市長が、重要と認めるものについては前項の例による。

（議会の三分の二以上の同意を要する競争入札による契約）

第九条　一般競争入札の方法で左に掲げる契約を締結する場合は、法第百七十五条第二項の規定により議会に於いて出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならない。

一、予定価格一千万円以上の工事その他の請負

二、予定価格二百万円以上の物件その他の供給

三、予定価格三百万円以上の不動産又は予定価格百五十万円以上の動産の売却

四、予定賃貸料の年額又は総額が百五十万円以上の財産の貸與

（議会の三分の二以上の同意を要する一般競争入札以外の方法による契約）

第十条　一般競争入札以外の方法で、左に掲げる契約を締結する場合は法第百七十五条第二項の規定により議会において出席議員の三分の二以上の者の同意を得なければならない。

一、予定価格五百万円以上の工事その他の請負

二、予定価格百五十万円以上の物件その他の供給

三、予定価格二百万円以上の不動産又は予定価格百万円以上の動産の売却若しくは譲渡

四、予定賃貸料の年額又は総額が七十万円以上の財産の貸與

（仮契約）

第十一条　第七条乃至第十条に掲げる契約を締結しようとするときは市長は議会の同意を得たときに当該契約が成立する旨を落札人又は相手方に告げ且つその旨を記載した仮契約書をこれらの者に交付する。

２、市長は前項の規定による契約に関する事件については、次の議会にこれを提案しなければならない。

（急施を要する契約の特例）

第十二条　第七条及び第八条に掲げる契約で急施を要するものがあると認めるときは、法第百十四条の規定により処分することができる場合の外、市長は第七条及び第八条の規定にかかわらず議会の議決を経ないでこれを締結することができる。

２　前項の規定による処置については、市長は次の議会においてこれを報告し、その承認を求めなければならない。

（規則委任）

第十三条　この条例施行に関し必要な事項は市長がこれを定める。

附則

１、この条例は公布の日から施行する

２．この条例施行の際現に契約中のものについては、その契約期間の終了又は請負工事の竣功まで従前の規定による。

３．工事その他請負契約条例（一九五三年十二月那覇市条例第四十六号）は廃止する。





○財政課長（崎浜国宏君）

議案第四十号那覇市財産条例及第四十一号那覇市契約条例の提案理由について関連いたしますので一括して説明申し上げます。現行の那覇市有財産の取得管理処分条例は一九五三年十二月に制定されたのでございます。その当時は日本各都市の条例が前項条例にそわなかったために改正規則の面に著しく欠陥がありまして又実際に運用する面においても、相当矛盾する条項が含まれているのでございます。これらの問題点になっているところを若干説明いたしますと、まず現行の財産条例関係及び契約関係条例は共に条例をもって定めるべき条項と規則をもって定めるべき条項が完全に備わっていないのであります。特に現行の工事その他請負契約条例は条例条項と規則条項が混同しておりますのでこれを整備し入札契約等の事務的手続き規定は契約担当事務職員に対する運営的基本を有するのにとどまるものでありますのでこれらの規定は殆んど規則の一貫として規則で定める方が最も適正であると考えるのであります。又現行の財産関係条例及び契約関係条例の双方に契約に関する条項が規定されておりまして実際の運用面では混同している状態であります。この点に関しましても財産の管理事務と契約事務について判然と区別し事務処理の統一調整を図る場合におきまして別々の条例規則をもって、その手続規定を制定し例規の整備をはかりたいと思うのであります。これは市町村自治法百四十六条の第二項及び第百七十五条第二項の規定に基くものでありますし、その内容においても契約に関する条項と財産に関する条項双方の条項で定めているのであります。この点については改正技術の問題として、夫々の第一項の規定と同じように財産管理と契約関係の条例の各目的内容欄に従って一括して上程することが好ましい措置であると考えるのであります。以上今回提案いたしました財産条例及び契約条例の制定について基本的な理由となっている点を説明いたしましたが、これらの外現行条例の各条文においてもその運用上幾多の問題点がありまして戦後条例を全面的に改正し、例規の整備を図りそうして事務処理の面を合理化する必要が痛切に感じられるのであります。尚今の処条例の起草にあたりましては日本の関係条例及び日本政府、自治庁によって準則として定められた関係条例を参考といたしまして那覇市の実情を充分に勘案するつもりでございます。以上を持ちまして、議案第四十号那覇市財産条例及第四十一号那覇市契約条例の提出理由の説明を終ります。よろしく御審議の程をお願いいたします。

○議長（高良一君）

一括して質疑に入ります。

○瀬名波栄君

那覇市財産条例案の第三条財産の分類及び種類のこれの二項、三項、四項が財産となっております。こういったものを具体的に例えば基本財産は市において収益のために設定した財産であるというのは如何なるものか、例えばこういうものが基本財産であるというふうに審議の参考にもなりますので事例をプリントにして出して頂きたいと思います。

（「質疑続行のまま委員会付託」「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第十三那覇市財産条例につきましても質疑続行の侭総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十四、那覇市契約条例につきましても只今の日程第十三、那覇市財産条例と関連した条例でありますので同様に質疑続行の侭所管の委員会に付託いたしたいと思いますが左様に取計らって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って日程第十四、那覇市契約条例につきましても質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

丁度晝食時間でもありますのでその辺で暫く休憩いたしまして午後一時から再開することにいたします。

（午後零時十分休憩）

（午後一時十七分再開）

○議長（高良一君）

再開いたします。日程第十五「収入役代理者の定めについて」の廃止について市長提出議案第三十号を議題として質疑に入ります。

（「質疑なし」と言うものあり）

○議長（高良一君）

では質疑応答を省略して討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

○議長（高良一君）

討論もないようでございますから採決に入ります。日程第十五収入役代理者の定めにについて原案どおり承認して御異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（高良一君）

異議ないようですから原案どおり承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十六愛生寮設置についてを議題とし質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略して討論に入ります。

○議長（高良一君）

討論もございませんか。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。

（「賛成」と言うものあり）

日程第十六愛生寮設置について原案どおり承認する事に御異議ございませんか。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでございます。日程十六については原案どおりこれを承認可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第十七愛生寮施設の処分についてを議題として質疑に入ります。

○比嘉朝四郎君

この愛生寮処分案はどういう処分をするんですか。処分案の具体的な案がないんですか。焼捨てですか、売払うんですか。

○財政課長（崎浜国宏君）

お答えいたします。この処分をすることについては議決になりましたらこれをどうしても壌わさなければなりませんので、建築課の技術者に見て貰いまして売却ということになっております。

○議長（高良一君）

外に質疑はございませんか。

○高良清二君

只今の財政課長の説明によりますと、売却するというお話ですが、売却の方法です。基本的な態度について説明願いたいと思います。

○財政部長（義永栄善君）

大体評価してありますが、競争入札に附すべき価格とちょっと私達の考えと違うところがありますので、その点はもう一回価格評価をしてから随意契約にするか、競争入札するか、本来なら財産の処分でありますので、競争入札に附すべきと思っております。地主と色々問題がありますので、そういう面も考慮していかなければいかんじゃないかそういう点から具体的問題を吟味し、研究してからもってゆきたいと考えております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では質疑打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略し採決に入ります。日程第十七愛生寮施設の処分について市長提出議案第二十二号につきまして原案どおり承認して御異議ございませんか。

 （「異議なし」と言うものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから、原案どおり可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十八固定資産評価員の選任同意について、質疑に入ります。

（「質疑討論なし」「進行、進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略し、直ちに採決に入ります。日程第十八固定資産評価委員の選任同意について市長提出議案第二十三号につきましては原案どおり承認して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認め原案どおり可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十九財産の処分についてを議題とし、質疑に入ります。

○渡口麗秀君

本件につきましては多分三月の定例議会だったと思いますが、既に決定しておりますので、原案をそのまま承認してどうかというふうな意味から質疑討論を打切って直ちに採決したらどうかと思います。

○瀬名波栄君

本件は去る議会において陳情書が採択され改めてここで議案に出されている訳であるが、学校教育或は青少年の体育向上こういう面から見てグランドを充実することは非常に結構なことであります。しかしながらこれは市有財産の譲渡になっている訳なんで、これは市の財産を確保するという面から一応充分な検討が必要であるというふうに考えております。それは例えばこの前から文教厚生労務委員会でも非常に問題になっております。校地の貸与でありますが、厖大な額を学校に無償で教育委員会に貸してあります。更に個人有地を市が買上げまして、これを教育委員会に対する補助はこれが百七十八万五千円というふうな額になっております。更に亦琉大に対しては政府立でもないし、財団法人であります。琉大に対しては政府が全面的な補助をするようになっております。しかしこの琉大に対して首里市時代にすでに琉大の校地に相当分譲されている訳であります。現在のグランド敷地を琉大にそのまま無償で分譲した場合には今度は市の財政にも相当影響を来たしてくるというふうに考えられ、更に現在の首里支所は尚家の土地でありまして、そこを借りています。聞くところによりますと、尚家はその土地を銀行に売払うというような意向もあるようであります。そこで首里支所の移転先というものが問題になっております。池を埋めてもらってその四百坪に移転という方法も考えられる訳であります。しかしここで考えなくちゃならないのは琉大は政府の援助金でもって農学部の校地を三十万坪近くを買上げております。これは尚家の土地であります。これを買上げて農学部の校地若しくは実習地をつくる、そのために従来の耕作者である人たちが二十名余りも出ていかなくちゃならないという事件も起きてるようでありますが、そういう面、個人の地主不在地主であるかもしれませんが、そういった面はその人の財産を擁護するために売収しております。ところが市役所に対しては無償ということを先方は陳情して来てる訳であります。これは市の財政が段々苦しくなって来てる現在私有財産を沢山借りて教育関係に使用させ、しかもお金さえ出し、援助しているという現状では充分考慮されなければならないというふうに考える訳であります。それで当分の間無償ということにして将来の市の財政の確保という面で考慮すべきではないかというふうに考えられます。それで本議案は本日はここで採択するんじゃなしに一応委員会で充分そういう財政面から睨合せて考慮して頂くようお願いいたします。

（「賛成」というものあり）

更にこの問題は教育の基本中心でありますので当然琉球政府においても充分考慮が払われなければならないと考えます。それを市だけが負わなければならないということはないと思いますので政府とも話合って、財政的な解決もして頂くというふうに希望いたします。

○議長（高良一君）

只今は既に討論に入っておるようでありますので議事法にもとづいて質疑を省略し、只今から討論に入ります。

○大山盛幸君

只今の要望に対して反対いたします。大きな理由は財政に及ぼすというような方向から仰言っておりますが、寧ろ逆であります。と申しますのはこの土地を評価いたしました場合に上之毛千五百八十三坪が最低十一万二千七百二十五円から十五万八千円ぐらいの評価でございます。蓮池の三百四十五坪は三万七千四百円、廃道の百六十坪が一万二千円から一万六千円元市役所跡宅地の三百五十八坪が十四万円から十七万円ぐらいの評価で合計しまして三十一万一千三百二十五円から四十二万八千円の評価であります。どんな高く評価しても五十万円以内の評価であります。しかし琉大が善意をもって市の所有のあの蓮池つまり文化財保護委員会でも価値がないから埋めていいということで埋めるといたしますと埋立の容積これは道路面から二尺ぐらい盛土すると実測した結果当局の方ではもっとあるようであるとのことであります。深さ十五尺即ち二間半その埋量がニ、五間掛けた場合に千百二十五立立方坪あります。一立方坪の埋立をするにはどれだけの経費が掛るかと申しますとこれはあの近くから土を持って来て若し市が埋める場合にはどんなに安く評価しても一立方坪一千円として百十二万五千円かかります。これを遠方から土を持って来た場合には最低評価しても一立方坪千百円も埋立料にかかります。そうすると百三十五万円もかかります。普通の評価でいった場合には二百二十五万円もかかるのでありますが、これを琉大の運動場を地ならしするついでに埋めた場合には実費計算して六十七万五千円かかるつまり琉大に埋めさせれば六十万円余既にその土地の評価額よりも上廻っている。これを琉大としては本当に買った方がいい。いいけれども遂那覇市の無償譲渡という誠意に答えるという教育者的な立場からこういうふうな埋立まで、つまり市がやるべきものまでもやってあげている。これはむしろ財政的な面において市の方はプラスしているということはこの数字ではっきりすると思います。いろいろとこの教育的な立場から施設の必要なことは瀬名波さんもお認めになっておりますが、現在那覇市の学生出身数を調べた場合に琉大の在学生が千九百五十名の中八百名もおるという現状であり、なお首里地区が琉大を中心とするところの学都とならなければならんと文教地区であると言う点から考えてもなお将来の琉球を背負うところの学徒を教育する要めということも考えまして、逡巡する必要はないと思います。大きな理由は経済的な問題であります。先程申し上げましたようにむしろ市にとっては大きなプラスこそなれマイナスにはならないと思います。琉大は工事をはじめておらんけれども那覇市会の態度がはっきりするまで、つまり議会の議決があるまで工事をストップしている状態であり、六月中にこの工事をしなければ予算の関係で遅れるということは前にも琉大から説明があったので、すでに御承知のことと思うこういう観点から早急に那覇市の議会の意志として工事を進めさせることはお互いに課された大きな職務であると考えます。こういう観点からすぐさま可決して一人の反対もなく万場一致で可決してもらいたいことを要望いたします。

◯真栄田義晃君

只今の二十五番議員の意見によりますと、現在無償譲渡しようというところは換算した場合にいくら高く見積っても五十万円以内の評価であるし、道路面から盛土をして埋立てるという場合にはその費用が二百万円はかかるというお話しですが、しかしながらこれは現在譲渡しようとする地域ここの整地をやる場合には沢山の土が出て来る。こう言った土地をわざわざ捨てるというよりも蓮池がそこにあるからそこえ盛土をもって言った方がむしろ便利である。リングムイがなければこの土を他にもって言って捨てるということになると経費がかかって大変であるだからリングムイに持って言って捨てるということも考えられる。従ってそういう面に対して技術的な問題も更に慎重検討しなければならない。財政的な面から見て果して損であるか得をするか、早急な結論を出せまいと思われますので、今直ちにここで決定するのでなくして討論続行のまま委員会に付託してもらいたいこういうふうに考えるのであります。

◯石原昌進君

只今の四十三番議員の意見に賛成いたします。先程瀬名波委員からも意見が述べられていましたが、琉大当局は首里の尚家の所有地の三万坪を約三百万円で購入しておりますためにこの尚家所有地で耕作していた二十六世帯の農民の生活が脅かされている現状にあります。この中には八世帯余りが完全に失業しなければならないことになっております。琉大当局は一方では尚家所有地と三百万円で買入れて那覇市民の生活を踏みにじっておきながら一方では那覇市の市有地を無償で譲渡してくれということを言っております。故に議会においてもこの問題を相当審議しなければならないと考えております。この観点に立ちまして私は真栄田議員の意見に賛成するものであります。従いましてこの案件につきましては委員会付託にして頂きたいと考えます。

○比嘉朝四郎君

動議提出いたします。本件について意見調整のため休憩させて頂きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十九番議員比嘉朝四郎君から本件について意見調整のため暫く休憩して貰いたいとの動議が提出され所定の賛成があって動議は成立していたしております。よってお諮りいたします。只今の動議のとおり取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め暫時の間休憩いたします。

（午後一時四十分休憩）

（午後一時五十分再開）

○議長（高良一君）

再開いたします引き続き討論に入ります。

○高良清二君

本件につきましては相当審議いたしましたが先程の大山委員長のご報告に少しく補足して私も討論に賛成いたしたいと思います。財産の評価換算の問題を大山委員長がやっておりますので、私は現場調査のときにむこうの現地琉大当局にこういうことを質問いたしました。もしこの運動場が完成し、使用する時機が来たらこの運動場は琉大当局だけで閉鎖して、使用するのか、或は常時開放して盛んに使わせるのかどうかと質問いたしましたら、当然完成後は琉大の運動場としての価値を市民に与えると琉大当局は言っておりました。それでその後の本会議におきますところの陳情処理の場合でも、そういう条件も琉大当局としては条件を付けてあるんではないが、審査過程においてそういうことも勘案しておったということは当時委員長もご承認なさったと思います。附け加えてそういう市民に常時運動場を開放するということは即ち市民に直接に市において運動場を盛んに自由にさせるべきが当然の措置であるという見地から本員は賛成する次第であります。

（「採決」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を打切り、採決に入ります。日程第十九財産の処分について市長提出議案第二十五号について、原案にご賛成の方挙手をお願い致します。

○議長（高良一君）

二十二名多数でございますので、原案どおりこれを承認することに可決決定いたします。（拍手）

○議長（高良一君）

次日程第二十移転に伴う借地料免除について市長提出議案第二十六号を議題として質疑に入ります。

（「質疑続行のまま委員会付託」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では左様取計うことにいたし、日程第二十移転に伴う借地料免除につきましては質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十一土地所有権の和解について市長提出議案第二十七号についてを議題として質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では左様に取計い日程第二十一土地所有権の和解について市長提出議案第二十七号につきましては質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十二財産の買却について市長提出議案第二十八号を議題として質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議がないと思いますので、日程第二十二につきましても質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたいします。

○議長（高良一君）

次日程第二十三市有地の無償貸付について市長提出議案第二十九号について質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第二十三市有地の無償貸付について市長提出議案第二十九号につきましても質疑続行のまま総務財政委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十四増資株の専決処分について市長提出議案第三十二号について質疑に入ります。

（「質疑、討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑、討論もないようでありますので、之を省略し、直ちに採決に入ります。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

日程第二十四増資株の専決処分について、原案に賛成の方挙手をお願いいたします。

○議長（高良一君）





議案第三十七号

水道事業の指定について

右の議案を左記のとおり提出する。

一九五八年八月　日

提出者　那覇市長　兼次佐一

記

水道事業の指定について

市町村自治法第百七十七条第二項の規定により那覇市の経営する事業を次のとおり指定する。

一、水道事業

説明

水道事業経営に関し、市町村自治法第百七十七条第二項により議会の指定が必要であるため、本案を提出する。





議案第三十八号

那覇市水道事業基本計画

右の議案を左記のとおり提出する。

一九五八年六月十　日

提出者　那覇市長　兼次佐一

記

那覇市水道事業基本計画

那覇市の水道事業は主として市の行政区域における比較的人口稠密なる地域における給水事業を行い、あわせてその整備拡充を図るための市およびその附近に水道施設を設置管理し、もって市民の福祉増進に資する。

説明

市の経営する企業は、常に経済性を発揮すると共に市本来の目的である公共の福祉を増進するよう運営されなければならない。依って市議会の議決を経て水道事業の基本計画を定めるため、本案を提出する。





○議長（高良一君）

多数賛成であります。よって原案どおり之を承認することに可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十五水道事業の指定についてを議題といたし、当局の提案趣旨説明を願います。次の第二十六号とも関連いたしますので、第二十五号と一括して説明をお願いいたします。

○水道課主事（新川豊君）

水道事業の基本契約について一括して説明申上げます。水道事業の指定については市町村自治法の第一七七条第二項の規定に則っているものであります。市町村自治法第一七七条第二項は議会の指定する事業について財務報告事業経営の情況を議会に説明することになっており、義務づけの条項であります。現在までこの水道事業は議会の指定がありませんので、単に決算書だけを一般会計と同様な意味において提出いたしましたけれども、之を議会の指定を受けますと決算書の他に事業経営の内容を表わします。賃借対照表その他必要な書類を作成して提出することになるのであります。結局法により議会の指定を受けることになっておるのであります。それから第二十六の那覇市水道事業の基本計画についてこれは一九五七年十月一日に公有になりまして未だ未施行になっておりますけれども市町村公営企業法の第三条に議決によって基本計画を定めなければならない。いわゆる水道事業は最も重要な公共事業でありますので、この際議会の議決を得て水道事業経営の根本原則を立てるべく皆さんの議決をお願いした次第でございます。以上説明申し上げます。

○議長（高良一君）

一括して質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは日程第二十五水道事業の指定につきましては質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十六那覇市水道事業の基本計画について質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第二十六那覇市水道事業の基本計画について市長提出議案第三十八号につきましても質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十七公有水面埋立について市長提出議案第二十四号を議題として質疑に入ります。

○新垣松助君

国場川下流の公有水面埋立計画に対しましてこれは合併前に真和志議会において議決されたものでありますが、真和志が那覇と合併しても那覇市が之を引継いで施行することを策定書にちゃんと協定されておる筈だと思いますが当局の見解としてはどうしてもやる意思がありますか。

（「如何なる見解で」という者あり）

○市長（兼次佐一君）

そのお答えを次の高等弁務官代理から琉球政府行政主席宛の文書によってご諒承願いたいと思います。

○新垣松助君

その当時の策定書の決議案がある筈ですが、一応真和志市の策定書をここで披瀝して貰いたい。

（「質疑続行のまま委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは左様取計らうことにいたし日程第二十七公有水面埋立について市長提出議案第二十四号につきましては質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十八区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは日程第二十八についても質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二十九につきましても質疑続行のまま委員会に付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第二十九区画整理那覇第一地区若狭工事区内公有水面埋立についても質疑続行のままこれを建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三十についても委員会付託とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは左様取計らい日程第三十区画整理区域の変更について市長提出諮問第三号につきましても質疑続行のままこれを建設委員





諮問第四号




公有水面埋立免許申請について（諮問）




那覇市崇元寺町一丁目百四十四番地石原昌信外一名からの申請による首題のことについて別紙の通り琉球政府より公有水面埋立免許申請手続第二条第一項第四号の規定に基き当市に対し諮問があるので、議会の意見を問う。

一九五八年六月十三日







那覇市長　兼次佐一





琉工土第一、二二二号

一九五八年度諮問第四号




那覇市




貴管内の公有水面埋立申請について那覇市祟元寺町一丁目一四四番地石原昌信外一名から別紙の通り申請があったので貴市議会の意見を承り度く諮問致します。




一九五八年六月九日




行政主席代理

行政副主席　大田政作





公有水面埋立免許申請書





 
  	一．埋立位置及び面積
 

 
  	那覇市若狭町
  	一丁目　三〇二・一三四・一三五・一三六・一三七
  	　番地々先
 

 
  	
  	一三八ノ一・一三九・一四二・一四三・一四六・一四六ノ三
 

 
  	坪数
  	一、三二九坪三合九勺
  	
 




内訳


 
  	イ　道路の占有する部分
  	なし
 

 
  	ロ　宅地の占有する部分
  	一、三二九坪三合九勺
 




二．埋立の目的

水族館並びに臨海観光ホテル　建設敷地の用途に供するため。

三．工事期間

認可の日より一ヶ年間

前逑の通り埋立を行いたいから許可下さる様別紙所要書類を添えて申請します。

一九五八年五月二十二日

住所　那覇市崇元寺町一丁目一四四

石原昌信

住所　那覇市字松尾二一五

山内宗一




琉球政府行政主席経由

琉球列島米国民政府

民政官　ボンナ・エフ・バーヂャー准将閣下





公有水面埋立計画平面図
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諮問第四号




公有水面埋立免許申請について（諮問）




那覇市崇元寺町一丁目百四十四番地石原昌信外一名からの申請による首題のことについて別紙の通り琉球政府より公有水面埋立免許申請手続第二条第一項第四号の規定に基き当市に対し諮問があるので議会の意見を問う。

一九五八年六月十三日




那覇市　兼次佐一





琉工土第一、二二二号

一九五八年度諮問第四号




那覇市




貴管内の公有水面埋立申請について那覇市祟元寺町一丁目一四四番地石原昌信外一名から別紙の通り申請があったので貴市議会の意見を承り度く諮問致します。




一九五八年六月九日




行政主席代理

行政副主席　大田政作





公有水面埋立免許申請書





 
  	一．埋立位置及び面積
 

 
  	那覇市若狭町
  	一丁目　三〇二・一三四・一三五・一三六・一三七
  	　番地々先
 

 
  	
  	一三八ノ一・一三九・一四二・一四三・一四六・一四六ノ三
 

 
  	坪数
  	一、三二九坪三合九勺
  	
 




内訳


 
  	イ　道路の占有する部分
  	なし
 

 
  	ロ　宅地の占有する部分
  	一、三二九坪三合九勺
 




二．埋立の目的

水族館並びに臨海観光ホテル　建設敷地の用途に供するため。

三．工事期間

認可の日より一ヶ年間

前逑の通り埋立を行いたいから許可下さる様別紙所要書類を添えて申請します。

一九五八年五月二十二日

住所　那覇市崇元寺町一丁目一四四

石原昌信

住所　那覇市字松尾二一五

山内宗一




琉球政府行政主席経由

琉球列島米国民政府

民政官　ボンナ・エフ・バーヂャー准将閣下





公有水面埋立計画平面図
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諮問第五号

都市計画埋立面積増加計画について

都市計画の埋立計画を別紙図面により次の通り増加したいので諮問します。

一九五八年六月十三日提出

那覇市長　兼次佐一




[image: 画像]





会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三十一公有水面埋立免許申請について日程第三十二都市計画埋立面積増加計画については何れも関連がありますので一括して当局の提案趣旨説明をお願いいたします。

○建設部長（松根稔君）

諮問第四号の公有水面埋立免許申請について説明申上げます。本件は行政主席代理から六月九日に諮問が市長宛に参りました。図面に書いてありますが、波の上のプールの隣側になっておりまして場所はここになるのでありまして区画整理の都市計画の区域外の図面になっております。従って市の計画には現在のところ何ら抵触するところがない訳であります。唯考えられますところはこの場所は従来から市民の海水浴場として親しまれて来ております。この計画は水族館並びに観光ホテルとなっております。観光地としては適当なものであると思っております。唯この場所にこれが出





埋立増加位置図　那覇都市計画図

[image: 画像]





来た場合に多少海岸での眺望と申しますかせばめられ狭苦しい感じを受けるということが起ってくる訳でありまして出来ることならば場所をコーチのサチの自動車検査場ですか、元のケンサヤー跡あたりにもっていったら幸いと思っております。次に日程第三十二の公有水面面積については従来奥武山公演ペリー区との間の埋立申請をしたものをこれを更に小禄方面にまで埋立の計画を延長したいと考えておりますが、現在のままほうっておきましては現在の情況下にあっては埋立認可申請をする場合の順序が市を通り越して軍の方から直接認可が出て来ると云った仕末で、認可以外の残りも埋立てたいということが起こっておりますので、そういうことが将来起る前に市としては国場川水域の埋立をやるべきだという見解のもとに立ちまして国場川の漫湖の水面を縮めましてこの案のような埋立計画を提案している訳であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（高良一君）

只今の説明に対し質疑に入ります。

（「委員会付」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では左様に取計らい日程第三十一公有水面埋立免許申請については質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三十二についても同様質疑続行のまま委員会に付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第三十二都市計画埋立面積増加計画についても質疑続行のまま建設委員会にその審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三十三次日程第三十三一九五九年度那覇市歳入歳出市長提出議案第三十三号を議題とし質疑に入ります。

○儀間真祥君

当局にお尋ねいたします。昨日一般質問のときに議長の運営が余り見事なために聞き落しましたがもう一回お聞き致します。昨日道路使用料の件について私お訊ねいたしましたところ真和志では取っていると言われましたけれども私は合併以前のことをおたずねしているのではないのであります。これについて部分的にお答えして貰えるんだったらなお、小禄、首里と分けてこれを真和志の合併前と現在の那覇市と二つに分けてやって貰いたいと思います。それで昨日お話のように真和志では指令がないために沖縄配電から電柱の使用料をとっていないということを真和志の支所長は言ったように承っておりますけれども、若しこれが聞き違いだったら訂正して貰います。本員が調べた範囲内では真和志では以前道路法第二十五条に基いて徴収しており那覇市でも道路占用料の徴収のよって絶対に貧困であるところの市の財政を沖縄配電から使用しているところの電柱に対する道路使用料を取るのが建前であると考えております。その意味からしまして、私はその使用料を現在の那覇市が取っているかどうかということをお尋ねしたんですが、その点について、もう一度確答を得たいと思っております。それから現在那覇市では沖配の電柱の数、その電柱に対する坪数が幾坪数あるか金額にしていくら位になるか以上二点についておたずねいたします。

○土木課長（安里一郎君）

那覇市では未だ真和志を除いて市道の認定が為されておりません。それで九月の定例議会で市道の認定をなし、その後やりたいと思っております。沖縄配電の電柱の問題につきましてはなお調査いたしまして御報告したいと思っております。

○議長（高良一君）

他にありませんか。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では本件につきましてもこれを質疑続行のまま主管の総務財政委員会に付託することにいたします。尚只今の日程第三十三一九五九年度那覇市歳入歳出予算につきましては質疑続行のまま主管の総務財政委員会に付託することにいたしますが、従来一般会計の予算の審査に当っては各款について主管の委員会に分割付託いたしておりますので、建設委員会におきましては歳出の部、第四款土木費、第五款都市計画事業費、第六款港湾費、文教厚生労務委員会においては同じく歳出の部第七款社会及び労働施設費、第八款保健衛生費を夫々分割してその審査を付託いたしますから御了承願います。

○議長（高良一君）

次日程第三十四一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算について質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第三十四についても質疑続行のままこれを建設委員会に審査を付託いたします。

○議長（高良一君）

日程第三十五一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算を議題として質疑に入ります。

○比嘉朝四郎君

先日の市長施政方針の時建設部長の答弁の中に開南から試験場までの間の区画をやっておられるということを言われておりますが、区画としての図面とかいろいろ仕事をやっておるんですか。その仕事はどこでやっておるんですかお伺い致します。

○建設部長（松根稔君）

仕事の内容は測量地積の調査、所有権者等の調査をやっております。仕事は区画整理課でやっております。第二地区は別に予算を組まなくちゃなりませんので、現在区画整理の職員がこの仕事に要する諸経費等について調査し、具体的計画を樹て、しかるのちに予算に計上してゆきたいと思います。こう云ったものも未だ市から区画整理に繰入れしてないが、区画整理全体の事業から考えました場合当然市でもって地主にそう云った損をかけないという建前であります。そう云ったことは今後の依存財源によりまして、なおしていきたいというふうに考えております。区画整理の性格から申しますと、市から補助金をやらなければならないということになれば現在の市ではそれだけの力がないという事業もありまして依存財源が見つかりまして市の財源にもっと余裕が出来れば区画整理の方に援助するという方向にもってゆきたいと思います。

○比嘉朝四郎君

現在美栄橋地区は過去六ヶ年位なると思います。既に土木工事は完了しておるんでありますが整理事務の一端である確定測量は全然手をつけていないんであります。そう云った余った力があるんだったら早く確定測量をやって整理事務をやり、地主に迷惑をかけないようにするのが当り前で確定測量というものを何時頃から始めるつもりでありますか伺いたいのであります。

○建設部長（松根稔君）

来年早々からやる予定になっております。二ヶ年で完成することになっております。第二地区の調査につきましては二名の職員を廻しております。

○比嘉朝四郎君

私は確定測量を早くやるべきだと思うんであります。出来れば今年から即時開始して頂きたいとこういうふうに考えております。議会といたしましても促進するという議決をやりたいと思っております。部長さんいかがでございますか。

○建設部長（松根稔君）

なるべく早くやるように努力いたします。

○宮里敏慶君

区画整理工事が完了すると早速換地処分の申請を主席にするように法にも謳っております。今先二十九番議員が云われたように既に工事は完了しているのに確定測量は未だやっていないということは一日一日家が建ってゆくし、そのために測量も遅れていく、これが遅れることによって算が遅れ、算が遅れることは人件費がかかって算事務と云った場合に相当な損害を与えるのであります。一刻も早く確定測量をやって速やかに換地処分の申請をしなければいけないと思っております。この前市長さんの御答弁に国県有地に対しては整理していいということを日本政府から来ておるということでございましたがそういう書類が区画整理の方に果して来ておるかどうかお尋ねいたします。

○建設部長（松根稔君）

お答えいたします。区画整理につきましてはいろいろその仕事が停滞しているんじゃないかその為に市民に迷惑をおよぼすのではないかという議会当局のご心配につきまして現在六ヶ年計画のうち四ヶ年目になっておりまして後二年ありますが古い職員の話では一年は仕事が遅れておるということを聞いております。現在のところ後二年で完了出来るという見通しはついておりまして心配することはございません。その点はご安心願いたいと思っております。それから前々市長時代は日本から優秀な方が来ておられました。それがいないという技術上の不安もあるようでございますがその点につきましては区画整理のみならずいろいろ都市計画の問題もございます全国の市長会議におきまして各部門の権威を網羅した会がございましてこちらの連絡もついておりましてこちらの予算と情況をみてそういった処置を取るというような事に気をつかっておりますので市民にご迷惑を及ぼすような結果は来たさないという事を申しあげたいと思っております。それから日本政府との県有地、市有地の計画は公文書によりまして那覇の都市計画に従って日本政府が区画整理の換地をしてよろしいと公文書を貰い財産管理課にいっております。念の為に職員がそれを取りに行っておりますからご覧になっていただきたいと思います。

○比嘉朝四郎君

確定測量を最も早く進めるためには技術者がいないというような答弁でありますが、この技術屋は町に沢山おると思うんですがこういった測量を公入札で確定測量をさせるということは考えられないですか。

○建設部長（松根稔君）

技術者がいないと申しあげたのではなくして東京都庁に研修にいっておりまして心配はございませんが現在、顧問をおかない事も技術というものは毎々毎々進歩するものでありまして予算が許すならばそういったものも是非したいという意味であります。

（「質疑続行の侭委員会付託」と呼ぶ者あり。）

○議長（高良一君）

では左様取計い日程第三十五、一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算市長提出議案第三十五号につきましては質疑続行のままこれを建設委員会に
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追加予算案説明書

４款土木費　２●道路橋梁費
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その審査を付託いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

お諮り致します。この辺暫く休憩致したいと思います。左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って暫く休憩いたします。

（午後二時四十五分休憩）

（午後三時〇四分開会）

○議長（高良一君）

開会いたします。次日程第三十六、一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算についてを議題と致し質疑に入ります。

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

委員会付託とすることに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って日程第三十六、一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算につきましてはこれを質疑続行の侭主管の総務財政委員会に付託することにいたしますが一般会計の予算は従来費目によってその所有の委員会に分割付託を致しておりますので建設委員会に歳出の部の第四款土木費、第五款都市計画事業費、文教厚生労務委員会に同じく歳出の部第七款社会及労働施設費、第八款保健衛生費をそれぞれ付託いたしますからよろしく御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十七那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議案第五号及び第三十八決議案第五号の撤回につきましては相関連する議案でありますので一括してご審議願う事に致し先ず日程第三十七については総務財政委員会に付託してありましたのでその審査の経過ならびに結果について委員会から御報告を願います。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第三十七決議案第五号那覇市戦災復興事業に対する日本政府の援助要請議案について本委員会の審査の経過並結果につきご報告申し上げます。本件に関しては去る三月の定例会議に於いて本委員会にその審査を付託されたものであります。審議に入る前に先に当局から日本政府への戦災復興事業に対する援助金獲得の為出張せられた建築部長の折衝経過の報告を聴取致したのであります。聴取後直ちに協議会に移り本問題の処理について慎重なる検討を致したのでありますが特殊なる沖縄の現状からみて本要請決議案の目的達成の為には超党派的に措置して行くのが妥当であり決議案の文面を修正すべきであるとの意見により起草員を四名とし正副委員長外提案者側から真栄田、儀間、両委員を選任した次第であります。それで翌日、委員会を開催し、起草員で作成した案について慎重に検討した結果、四ヶ所の訂正をして起草案通り六月の定例議会に提案することに決定致したのであります。結論を致しまして三月の定例議会に提出した決議案第五号の提案者である真栄田議員から刺激的な言辞を避けて議員全員の連名で提案した方が良いとの多数の意見であれば我々もこれに異存はない寧ろ対外的に強力に推進が出来ると云う事になるので大いに賛成である。我々もこれに同意し四名の起草員の中に我々の同志から二名の委員をあげて貰いこの修正案が出来た訳であり我々の主旨も修正案に織り込まれておるので我々が提案した決議案第五号は撤回致し新たなる決議案として次期議会に全員発議で提出したいとの提案者側の意見もあって全員これを了承した次第であります。依って決議案第五号は提案者側の意見により之を撤回して貰う事に致し新らしく全員発議の決議案としてこれを提案することに決定した訳であります。尚新らしく提案されます決議案につきましては後刻議題と致し御審議をお願いする事を申添えまして宜しく皆さんの御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

委員会の報告通り本決議案はこれを撤回してもらって別案による全議員の提案をもって要請したとの結論になっております。本決議案の撤回については十番議員仲尾次盛夏君外十四名から提案されておりますので一応提案者から撤回の理由を説明していただきます。

○真栄田義晃君

さきに総務財政委員会に付託された決議案第五号については二、三の委員より字句表現について若干修正すべしとの意見が出されたが発議者としてもかかる対外的決議については若干の修正を受け入れ全会一致の形式をとることがもっとも望ましいのでこれを諒としすすんで修正文作成の小委員会に加わりこうしてできた新たな決議文を六月定例議会に提出することに全委員の意見一致をみた従ってさきに提出した決議案第五号はこれを撤回したい。

（「異議なし」という者あり）

○議長（高良一君）

議長からお諮り致します。日程第三十七につきましては先程委員長から報告がありました通りこれの撤回を許可することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○議長（高良一君）

では日程三十七につきましては左様可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程の第三十八決議案第五号の撤回につきましては先程四十三番議員（真栄田義晃君）から詳細なる説明もありましたし尚只今の日程第三十七の決議同様之を許可することに可決決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第三十九、那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議案、一番議員外四十一名提出議案第六号を議題として質疑に入ります。

○委員長（大山盛幸君）
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  	宛：
  	衆議院議長
 

 
  	参議院議長
 

 
  	発：
  	那覇市議会議長
 

 
  	題：
  	那覇市の戦災復興業に対する
 

 
  	日本政府の援助要請決議（案）
 




沖縄は去る太平洋戦争で全島が激戦場となり、すべてが灰燼に帰し剰え全県民の祖國復帰の悲願も空しく、対日講和条約第三条によって、戦後十四年今猶米軍の占領下におかれております。この間、沖縄の政治経済の中心たる那覇市に於いては歴代市長を初め当市議会も軍民両政府の援助により、戦災復興に鋭意努力を続けてきましたが、その事業の完成が赤だ二〇％にしか達してない状態であります。もとより沖縄に於いても一九五六年に都市計画法が漸く策定、実施を見るに到ったがこれは祖國における戦災復興関係諸法規と異なり、政府の財政負担については何等の明文もなく、尚琉球政府の財政規模に於いては、那覇市への補助金の支出に多くを期待できない実情であります。この様な現状は経費の殆どを依存財源に求めねばならない那覇市の復興事業の将来に大きな不安を投げ与えています。戦中、広島・長崎以上の犠牲を強いられた沖縄の主都那覇市はこの様に戦後も複雑な政情下に悩み続け、その戦災復興は日本のそれと比べ雲泥の差があります。日本は他国に対しましては、戦争の責任を感じ賠償を払っており又贈与致しております。然るに同胞の住む沖縄の戦災復興に対しては何等財政的援助を与えておりません。吾等は祖国日本政府が広島・長崎同様否それ以上の財政的援助を沖縄に与え貰うことは至当な事だと思料致します。斯かる見地から日本政府が誠意を充分に披瀝すれば施政権者たるアメリカ政府も必らず了解してくれるものと信じます。依って那覇市の戦災復興事業に対しては、日本政府に於いても積極的な施策を講じ、本土における現行戦災復興諸法規に準じて可能な限りの財政的援助を与えられる様、那覇市議会の名に於いて要請致します。

一九五八年六月　日

那覇市議会議長

高良一





○議長（高良一君）

日程三十九、那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請議案につきましては只今撤回になりました決議案が一部の議員の提案となっておりましたのでそれでは問題が大きい丈に拙いと云う事から之を全員の連署に依る決議案とすると同時に文面の一部を修正して提案されたものであります従って別に問題はないと考えますので質疑討論を省略し直ちに採決に入り原案通り承認することに致したいと考えますが左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

万場一致でご賛成のようでありますから、これを承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程四十塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案について提案者の説明をお願いいたします。





決議案第七号

塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案

首題の件について、別紙案の通り議会の議決を得たいので提案する。

一九五八年六月十四日提出
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塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案




那覇市より搬出される塵芥汚物は一日約二万貫と推定されています。この塵芥汚物は、政府埋立用地である辻原地先海岸を終末処理場として焼却埋立てていましたが、本年五月十五日限り政府の使用計画と周囲の環境から暫定的処理場として小禄袋廻原四六〇番地（小禄屠場附近の湿地帯）に移転しました。而してこの原始的処理方法は極めて非衛生的であり悪臭を放ち、蝿の発生を促し附近住民から猛反対を受け、早急なる立退きを要求されています。而し、那覇市内には適当な処理場所がなくこの様な不潔極まる処理方法を解消し、市民の保健衛生を保障するためには是非とも日本々土の設備にならい、早急に恒久的塵芥汚物焼却設備を完成しなければなりません。文化的首都建設の観点から政府の積極的補助を要請し、本問題の早急なる実現を促進したいと思うものであります。

右、決議案として提出します。

○副委員長（赤嶺一男君）

これに関しましては当局においても追加予算に八三〇万円の予算を計上してありますが、かかる多額の予算を計上してありますが、このような予算も当局の現在の財政状態においてこれを全額支出するということは勿論困難でありますので特にこの決議案の中に政府に対して積極的な補助を要請するということが謳ってあります。当局と議会が一致してこの政府補助の獲得に猛運動を展開してこの決議案が早急に実現すべく皆さんのご賛同を得たいと思います。

○議長（高良一君）

只今の提案者の説明に対して質疑に入ります

○金城幸信君

本件は塵芥の焼却となっておりますが塵芥と糞尿は同時に公益事にもってゆくという観点から本員は更に修正を加えてそして提案者の議員の方々の御了解のもとに賛成してみたいと思います。今度の予算にも糞尿処理槽の設置が一八五万円という予算が編成されております那覇市の塵芥処理施設はご承知の通り旧態依然として塵芥は焼却され又糞尿はと申しあげますと路傍の貯留槽タンクに貯留され暑い日には路上に溢れているといった現状でありあます。公衆衛生面は勿論市にとっても由々しい問題でありまして甚た遺憾に思うのであります、日本本土においては塵芥と糞尿は同時に処理をしてこれを公共事業として利用化されているのであります、これが実現によって又どういうふうに有益になるかと申しあげますと一ツには塵芥糞尿を科学的な装置で処理し百姓の蔬菜栽培の肥料として還元されております。そして大腸菌のない立派な蔬菜が出来民衆に消費されております。二ツには季節農家の補助に役立てております。主としては財源の確保は勿論一般公衆衛生面から言っても都市の美観から言っても是非これが設置は必要でございまして、要するに二ツ併わせて塵芥糞尿処理の企業化にもってゆくように私はお願いしたいと思うのであります。本件につきましては、議会の決議のみならず多額の予算と技術面に是非検討を加えてみる必要があるので質疑続行のまま委員会付託にもっていくようにお願いいたします。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認めます依って本決議案につきましては質疑続行のまま文教厚生労務委員会に付託いたします。

○瀬名波栄君

暫く時間を拝借いたします先程那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議案の一番議員他四一名の決議をみた事は非常に喜ばしい事であります。これはむしろ既に軍用地問題その他について日本政府から相当な見舞金援助をいただいております那覇市も当然早速日本政府にこれを要求し双方の援助を要請しにいかなくちゃならないと考えておりますがこれは非常に急を要するものではないかと考えております。従いまして本会議が終ったならは議会代表ならびに市当局の代表を日本政府に派遣しあるいは日本の各政党あるいは沖縄関係の団体そういうところにも日本の与論を喚起するようにもつとめていただきたいと思いますので議会が終了いたしましたら議会代表と市代表を派遣方について協議をしていただくよう要請致します

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

只今の二十一番議員の動議は成立致しておりますお諮り致します。那覇市の戦災復興事業に対する援助要請の決議文書をもって市会代表、当局代表関係が日本に行って世論を喚起して猛烈な運動をしなければいけないその為には本会議終了後直ちにその打合せを致したいとの動議でありますが左様に取計ってご異議ありませんか。

（「賛成」と「異議なし」と呼ぶもの多数）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め本件につきましては特に財政上の問題もありますので、これは総務財政委員会で御検討願うことに致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

これをもって本日の日程は全部終了いたしました。明日から各常任委員会の付託事件審査に入るわけであります。よろしくお願いいたします。念の為申し添えておきますが本会議は二十七日、二十八日となっておりますから、これを申し添えて本日はこれをもって散会いたします

（午後三時二十九分 散会）





一、本日の会議を行った場所市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	瀬名波栄
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	玉井栄次
 

 
  	議員
  	久場景善
  	同
  	高良清二
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  	大城清徳
  	同
  	議間真祥
 

 
  	同
  	安里敏慶
  	同
  	屋慶名政永
 





 
  	議員
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	普久原朝光
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	建築課長
  	水間平
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
 	区画
  	課長
  	永山政徳
  	出納課長
  	平田弦子
 

 
  	整理
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	勧業課長
  	渡久知敬正
  	徴税課長
  	仲里徳男
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	社会課長
  	野村安彦
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	同
  	湧川朝興
 





 
  	同
  	山城正信
 




一、会議録署名人

一九五九年十月十九日


 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 




一九五九年十月二十九日


 
  	四十四番議員
  	久高友敏
 




一九五九年十一月二十五日


 
  	議長
  	高良一
 








一九五八年六月二十七日

（開会　午前十一時十三分）

○議長（高良一君）

本日の出席三十八名欠席四名で議会は成立しております

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます

諸般の報告を申しあげます。本月二十五日付の那覇総々発第二九二三号をもって市長から議長宛追加予算の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読ご報告をいたさせます。

○書記（新垣襄二君）

那覇総々発第二九三二号

一九五八年六月二十五日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会

議長　高良一殿

追加議案の送付について

開会中の第二十四回那覇市議会（定例会）に付議する左記案件を別紙の通り送付します

記

議案第四十三号　収入役の選任同意について

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

只今朗読いたさせました通りであります。本議案はお手元に配布してありますので後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。次に本月二十六日付をもって那覇市辻町二丁目二十四番地松本思明外百二名から市有地貸与方について同日付をもって那覇市壺川区Bの七号宇久真成外十三名から四四号線両側の排水溝設置方についてそれぞれ議長宛陳情書が参っておりますのでその写しを印刷の上お手元に配布いたすとともに市有地貸与方の陳情については総務財政委員会に四四号線両側の排水溝設置方の陳情については建設委員会にそれぞれその審査を付託いたしますから左様御了承願います次本日二十七日付那覇総々発第二九五五号をもって市長から議長宛追加議案の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣襄二君）

那覇総々発第二九五五号

一九五八年六月二十七日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

追記議案の送付について

開会中の第二十回那覇市議会（定例会）に左記案件

を提案したいので別紙のとおり送付します




記


 
  	一、議案第四十四号
  	一九五九年度那覇水道事業特別会計
 

 
  	
  	歳入歳出追加予算
 

 
  	一、議案第四十五号
  	一九五八年度予算の繰越について
 








議事日程　第六号

一九五八年六月二十七日（金）　午前十時開議


 
  	第一
  	那覇市報酬及び費用弁償条例
  	（市長提出議案第十三号）
 

 
  	第二
  	那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十四号）
 

 
  	第三
  	那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十五号）
 

 
  	第四
  	那覇市部課設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十六号）
 

 
  	第五
  	那覇市水道給水条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十七号）
 

 
  	第六
  	那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例
  	（市長提出議案第十八号）
 

 
  	第七
  	泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する
  	（市長提出議案第十九号）
 

 
  	
  	条例
  	
 

 
  	第八
  	那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第三十六号）
 

 
  	第九
  	那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第三十九号）
 

 
  	第十
  	移転に伴う借地料免除について
  	（市長提出議案第二十六号）
 

 
  	第十一
  	土地所有権の和解について
  	（市長提出議案第二十七号）
 

 
  	第十二
  	財産の売却について
  	（市長提出議案第二十八号）
 

 
  	第十三
  	市有地の無償貸付について
  	（市長提出議案第二十九号）
 

 
  	第十四
  	水道事業の指定定について
  	（市長提出議案第三十七号）
 

 
  	第十五
  	那覇市水道事業の基本計画について
  	（市長提出議案第三十八号）
 

 
  	第十六
  	公有水面埋立について
  	（市長提出議案二十四号）
 

 
  	第十七
  	区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十号）
 

 
  	第十八
  	区画整理那覇第一地区若狭工事区内公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十一号）
 

 
  	第十九
  	区画整理区域の変更について
  	（市長提出諮問第三号）
 





 
  	第二十
  	公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第四号）
 

 
  	第二十一
  	都市計画埋立面積増加計画について
  	（市長提出諮問第五号）
 

 
  	第二十二
  	収入役の選任同意について
  	（市長提出諮問第四十三号）
 

 
  	第二十三
  	塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案
  	（二番議員平良真次郎外十二名
 

 
  	提出決議案第七号）
 

 
  	第二十四
  	日本政府の援助金要請に対する議会代表派遣について
  	（二十一番議員瀬名波栄発議）
 

 
  	第二十五
  	一九五九年度那覇市歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十三号）
 

 
  	第二十六
  	一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十四号）
 

 
  	第二十七
  	一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算
  	
 

 
  	
  	
  	（市長提出議案第三十五号）
 

 
  	第二十八
  	一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十二号）
 

 
  	第二十九
  	那覇市財産条例
  	（市長提出議案第四十号）
 

 
  	第三十
  	那覇市契約条例
  	（市長提出議案第四十一号）
 

 
  	第三十一
  	一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 

 
  	第三十二
  	一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十五号）
 








一、本日の会議に付した事件

一九五八年六月二十七日

第一、一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加


 
  	予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 




第二、一九五八年度予算の繰越について


 
  	
  	（市長提出議案第四十五号）
 




第三、会期延長について





○議長（高良一君）

只今朗読報告いたさせました通りであります本議案はそれぞれお手元に配布しておきましたから後刻議題といたしご審議願うことにいたしますから左様ご了承願います次本日二十七日付をもって沖縄水産高校校長桃原良謙から議長あて校舎敷地拡張予定地の民間事業の計画に反対する陳情書が参っておりますからその写しを只今事務局において印刷中でありますので後刻お手元に配布いたします本件につきましてはその主管の建設委員会に付託いたしますから左様ご了承願います本日の議事日程はお手元に配布してありますのでそれによってご報告に変えます

○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります議長からお諮りいたします先程諸般の報告で申し上げました通り当局からの追加議案について緊急を要しますので本日の日程の第三十一第三十二を繰りあげ日程第一第二に変更して以下順次日程を繰りさげてご審議願うことにいたしたいと思いますが左様取り計う事に異議ございませんか。





議案44号　１９５９年那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算

[image: 画像]





歳出

[image: 画像]





（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取りはからう事に致し議事日程を変更する事に決定いたします

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では日程第一一九五九年度の那覇市水道事業特別会計才入才出追加予算についてを議題と致し当局の説明を求めます





議案第四十五号

一九五八年度予算の繰越について

右の議案を提出する。

一九五八年六月二十七日

提出者　那覇市長　兼次佐一

一九五八年度予算の繰越について

一九五八年度一般会計予算中　左記の通り　一九五九年度に予算繰越をする

記




[image: 画像]

説明　市町村自治法第百六十八条の二の規定に基づき本案を提出する。





○建設部長（松根稔君）

御説明申し上げます　本件は牧港水源の拡張工事費の内三十万円が今月一杯では出来かねますのでそれを次年度予算に繰入れる為の追加であります　その遅れた原因は非常に困難であったという理由であります　宜敷御審議の程お願い申し上げます

○議長（高良一君）

次日程第二、一九五八年度予算の繰越しについて　市長提出議案第四十五号について　当局から趣旨説明を願います

○建設部長（松根稔君）

予算の繰越しの件であります本件は泉崎橋の工事の繰越しと中之橋ガーブ川の浚渫工事小禄の新部落内の排水工事が今月一杯で終了出来ませんので七月一杯で終了するのでありますが今月で出納を締め切るので繰越すわけでありますその理由を申しあげますと工事の遅れました理由は泉崎橋におきましては附近の高圧線の関係で他の障害物撤去のため四十日余り無駄な日にちを費した為に遅れたわけであります。中之橋の場合は工事現場が海に近い関係で潮の満干の状況で工事が左右されたのが一つ岩盤が多いので思いがけない湧水がありまして工事に非常に手間とって遅れたのでありますそれから小禄の新部落内の排水工事は丁度水道の配管工事とかち合いましてその為予定通り進行することが出来なかったのであります又ガーブ川の浚渫工事は現場が非常に市場とか商店街に接近しているために、現在泥を運ぶのに非常に苦労して居るがそれと附近の障害になる電線等が多い為クレーンの活動状況に支障を来すというようなことで遅れましたような次第であります以上の情況から予算の繰越をお願いする訳であります

○新垣松助君

議案第四十四号につきましては、この土木費は特に道路橋梁費または河川費になっておりますがこれに対して、市当局は、議会にこの説明書をプリントにして早急に配布していただきたいと思います。

○議長高良一君

では議長からお諮り致します　市長提出議案第四十四号につきましては質疑続行のまま委員会に付託したいと思いますが御異議ございませんか

（異議なしと呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

ご異議ないようですから左様決定し建設委員会に付託いたします

○議長（高良一君）

市長提出議案第四十五号につきましても質疑続行のまま所管の委員会に付託して御異議ありませんか

（異議なしと呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

異議ないと認め左様決定し建設委員会に付託いたします

○大山盛幸君

会期延長の動議を提案いたします会期を三日間延長して七月一日までとする即ち二十八、二十九日は、事務局の事務整理のために休会しまして三十日七月一日に、本会議を開いて全体の提案事件を終了すると云う訳であります　その理由といたしましては、総務財政委員会におきましては、相当沢山付託された事件がございましてまだ未処理であります　特に一九五九年度の歳入歳出予算議案第四十二号につきましてはまだ結論を得ておりません。この案はどうしても今月中に結論を出さなければならない事件でございます当委員会としても慎重に審議を続けて参っておりますが文教厚生労務委員会から是非この予算を増額計上して貰らいたいという要望もございまして　その審議もしなければならないような、状態になっております　それで本日はこれで散会いたしまして　すぐ委員会を開かせていただきたいと思います。なお総務財政だけではなくて文教厚生労務委員会でも関連する事件ももっておりますれば同じように委員会を開かれると思います　建設委員会ではどうか知りませんが　ただいま付託されました四十四　四十五議案のご審議をなされるだらうと思います　それで本日はすぐ散会いたしまして委員会を開催するために　すぐ散会してもらうということと三日間の会期延長の動議を合せてご審議願いたいと思います

○議長（高良一君）

二十五番議員の動議は成立しております　お諮りいたしますただいまの二十五番議員の動議の通り二十八日までの　会期を七月一日まで三日間延長し　明日二十八日　土曜日　二十九日　日曜日の二日間は事務局の事務処理のため休会し三十日　月曜日　一日の二日間本会議を開いて議案ならびに陳情書の処理をして本会議を終了したいとのご意見でありますが会期を三日間延長することにご異議ありませんか

（異議なし　というものあり）

○議長（高良一君）

ご異議ないと認めまして本会期を三日間延長し七月一日までとする事に可決決定いたします

○議長（高良一君）

尚議長からお諮り致します本日はこれで散会して各委員会毎に審議するということにいたしたいと思いますがご異議ありませんか

（異議なしと呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

ご異議ないようですから左様決定いたします　本日はこれをもって散会いたします

（散会　午前十一時二十九分）





一、本日の会議を行った場所市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	宮里敏慶
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	瀬名波栄
 

 
  	議員
  	久場景善
  	同
  	玉井栄次
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	比嘉佑直
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	赤嶺一男
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	玉那覇有義
 

 
  	同
  	森田孟松
  	同
  	辺野喜英興
 

 
  	同
  	儀武息睦
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	金城武一
  	同
  	比嘉朝四郎
 

 
  	同
  	仲尾次盛夏
  	同
  	宮城実
 

 
  	同
  	仲松庸金
  	同
  	仲宗根梶雄
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	崎山喜達
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	具志清裕
 

 
  	同
  	金城賢勇
  	同
  	金城重宣
 

 
  	同
  	玉城正次
  	同
  	黒潮隆
 

 
  	同
  	大城清徳
  	同
  	浦崎康華
 





 
  	議員
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	新垣松助
 

 
  	同
  	金城幸信
 

 
  	同
  	儀間真祥
 

 
  	同
  	屋慶名政永
 

 
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	普久原朝光
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	建築課長
  	水間平
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
 	区画
  	課長
  	永山政徳
  	出納課長
  	平田弦子
 

 
  	整理
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	徴税課長
  	仲里徳男
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	社会課長
  	野村安彦
 







一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	同
  	湧川朝興
 





 
  	同
  	山城正信
 








一、会議録署名人

一九五九年十月十九日


 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 




一九五九年十月二十九日


 
  	四十四番議員
  	久高友敏
 




一九五九年十一月二十五日


 
  	議長
  	高良一
 








一九五八年　六月三十日

（午前十一時四十七分開会）

○議長（高良一君）

開会いたします。本日の出席三十六名欠席六名でありまして議会は成立しております。

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。過日各常任委員会に付記いたしました陳情書は総務財政委員会において二十件、建設委員会において十四件、文教厚生労務委員会において二件となっておりまして、所管委員長から議長宛、それぞれの審査の結果の報告が参っておりましたのでその写を印刷の上御手許に配布いたしました。以上の事件につきましては後刻議題といたし、御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次に今期議会に付議されました事件中、去る十七日の本会議において各常任委員会に付託いたしました事件は総務財政委員会において議案十七件、その他一件、建設委員会において議案九件、諮問四件、文教厚生労務委員会において決議案一件となっておりまして、本日附所管委員長から議長宛それぞれその審査結果の報告書が参っておりましたのでその写を印刷の上御手許に配布いたしました。以上の事件につきましても後刻議題といたし、御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次、本月二十八附那総々発第二、九八二号を以って市長から議長宛、追加議案の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣襄二君）




那総々発第二、九八二号

一九五八年　六月二十八日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

追加議案の送付について




開会中の第二十四回那覇市議会（定例会）に左記案件を提案したいので別紙のとおり送付します。

記

一、議案第四十六号、一九五八年度予算の繰越について。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次本日附を以って八番議員儀武息睦外議員二名の連署を以って警察官の増員と首里分署又は首里警部補派出所設置促進の陳情について。同日附一番議員久場景善外議員二十四名の連署を以って那覇市都市計画事業に対する請願について。同じく那覇市区画整理事業の刷新強化に関する促進について。以上三件の決議案が議長宛提出されておりますので、その写を印刷の上御手許に配付いたしました。本件につきましてもそれぞれ後刻議題といたしますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次本日附を以って二十一番議員瀬名波栄外議員六名の連署を以って那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正について。同じく二十一番議員瀬名波栄外議員十三名の連署を以って一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正について。以上二件の修正案が議長宛提出されておりますのでその写を印刷の上御手許に配付いたしました。本件につきましても後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本月二十六日附那覇市字大道四〇九番地新田宗助外八十一名の連署を以って道路敷地買上方について同月二十八日附臨時傭員代表者仲松傭太郎外所管課代表三名の連署を以って解雇通知の取消並びに臨時傭員の定教化について。以上二件の陳情書が議長宛に参っておりましたのでその写を印刷の上各位に配付すると共に所管の総務財政委員会にその審査を付託いたしましたから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上御手許に配付いたしておきましたからそれにより報告に替えます。

――― ○ ―――






 
  	第一
  	那覇市報酬及び費用弁償条例
  	（市長提出議案第十三号）
 

 
  	第二
  	那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十四号）
 

 
  	第三
  	那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十五号）
 

 
  	第四
  	那覇市部課設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十六号）
 

 
  	第五
  	那覇市水道給水条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十七号）
 

 
  	第六
  	那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第三十六号）
 

 
  	第七
  	一九五九年度那覇市歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十三号）
 

 
  	第八
  	一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十四号）
 

 
  	第九
  	一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十五号）
 

 
  	第十
  	那覇市都市計画事業に対する請願決議案
  	（一番議員久場景善他二十四名
 

 
  	
  	
  	提出　決議案第八号）
 

 
  	第十一
  	区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案
  	（三十一番議員宮城実他二十四名
 

 
  	
  	
  	提出　決議案第九号）
 

 
  	第十二
  	那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例
  	（市長提出議案第十八号）
 

 
  	第十三
  	泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十九号）
 

 
  	第十四
  	那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第三十九号）
 

 
  	第十五
  	那覇市財産条例
  	（市長提出議案第四十号）
 

 
  	第十六
  	那覇市契約条例
  	（市長提出議案第四十一号）
 

 
  	第十七
  	移転に伴う借地料免除について
  	（市長提出議案第二十六号）
 

 
  	第十八
  	土地所有権の和解について
  	（市長提出議案第二十七号）
 

 
  	第十九
  	財産の売却について
  	（市長提出議案第二十八号）
 

 
  	第二十
  	市有地の無償貸付について
  	（市長提出議案第二十九号）
 

 
  	第二十一
  	水道事業の指定について
  	（市長提出議案第三十七号）
 

 
  	第二十二
  	那覇市水道事業の基本計画
  	（市長提出議案第三十八号）
 

 
  	第二十三
  	公有水面の埋立について
  	（市長提出議案第二十四号）
 

 
  	第二十四
  	区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十号）
 

 
  	第二十五
  	区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十一号）
 

 
  	第二十六
  	一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十二号）
 

 
  	第二十七
  	一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 

 
  	第二十八
  	一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十五号）
 





 
  	第二十九
  	一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議題議案第四十六号）
 

 
  	第三十
  	区画整理区域の変更について
  	（市長提出諮問第三号）
 

 
  	第三十一
  	公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第四号）
 

 
  	第三十二
  	都市計画埋立面積増加計画について
  	（市長提出諮問第五号）
 

 
  	第三十三
  	公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第三十四
  	収入役の選任同意について
  	（市長提出議案第四十三号）
 

 
  	第三十五
  	塵芥汚物消却設備早期実現に関する決議案
  	（二番議員平良真次郎他
 

 
  	
  	
  	十二名提出決議案第七号）
 

 
  	第三十六
  	日本政府の援助金要請に対する議会代表派遣について
  	（三十一番議員瀬名波栄発議）
 

 
  	第三十七
  	国民体育大会沖縄選手団派遣補助費について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十八
  	泊港々湾施設使用の時間延長について
  	（　〃　）
 

 
  	第三十九
  	奥武山区民からの移動費支給代替地貸与の早期実現について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十
  	傷痍軍人会那覇支部運営費補助金交付方について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十一
  	補助金交付について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十二
  	那覇市遺家族会への補助金交付について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十三
  	補助金交付方について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十四
  	那覇地区交通安全協会から補助金交付について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十五
  	泊港ターミナルビル内の売店契約について（第五次）
  	（　〃　）
 

 
  	第四十六
  	泊ターミナル内売店経営の公正なる割当について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十七
  	泊ターミナル内売店経営問題に対する再陳情について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十八
  	泊ターミナルビル内売店経営の公正妥当なる割当陳述について
  	（　〃　）
 

 
  	第四十九
  	泊港ターミナルビル内売店契約について
  	（　〃　）
 

 
  	第五十
  	泊港ターミナルビル内売店割当について
  	（　〃　）
 

 
  	第五十一
  	世持神社敷地誤記訂正の件
  	（　〃　）
 

 
  	第五十二
  	泊港ターミナルビル内の売店契約について（第六次）
  	（　〃　）
 

 
  	第五十三
  	陳情の結論明示方について（泊ターミナル売店）
  	（　〃　）
 

 
  	第五十四
  	中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（　〃　）
 

 
  	第五十五
  	中央農研所移転用地買収反対について
  	（　〃　）
 

 
  	第五十六
  	商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情について
  	（　〃　）
 





 
  	第五十七
  	水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の
  	
 

 
  	
  	復旧並びに水害路面の補修方の早期実現方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十八
  	与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情
  	
 

 
  	
  	について
  	（　〃　）
 

 
  	第五十九
  	三区十五・十六組の区内排水溝設置並びに路面舗装方に関する
  	
 

 
  	
  	陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十
  	若松通り道路舗装方に関する陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十一
  	旧那覇料亭前通り（C橋）橋梁早期架設方の陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十二
  	通学路排水溝施工並びに工事方の陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十三
  	安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修
  	
 

 
  	
  	並びに排水溝設置方の陳情について
  	
 

 
  	第六十四
  	三原区より松川中学校への通学路新設促進方の陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十五
  	大道も学校々地に接する安里川護岸及び通学路排水
  	
 

 
  	
  	溝設備の陳情について
  	（　〃　）
 

 
  	第六十六
  	牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情について
  	（　〃　）
 

 
  	第六十七
  	安謝区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十八
  	二中前区五班区内排水路改修について陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第六十九
  	沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意について陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第七十
  	バスターミナル用地内の市有地譲渡方について陳情
  	（　〃　）
 





 
  	第七十一
  	小禄小学校々地購入について陳情
  	（文教厚生労務委員会
  	審査　
 

  
  	報告）
 





 
  	第七十二
  	泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情
  	（　〃　）
 

 
  	第七十三
  	警察官の増員と首里分署（又は首里警部捕派出所）
  	
 

 
  	
  	設置促進の陳情について
  	（八番議員儀武息睦他二名
 

 
  	
  	
  	提出　決議案第十号）
 

 
  	第七十四
  	那覇市報酬及び費用弁傭条例の一部修正案
  	（二十一番議員瀬名波栄他六名）
 

 
  	
  	
  	提出　議案第四十七号）
 

 
  	第七十五
  	一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正案
  	（二十一番議員瀬名波栄他十三名）
 


  	
  	
  	提出　議案第四十八号）
 








一、本日の会議に付した事件

一九五八年六月三十日


 
  	第一、那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正案
  	
 

 
  	
  	（二十一番議員瀬名波栄他六名
 

 
  	提出議案第四十七号　）
 

 
  	第二、那覇市報酬及び費用弁償条例
  	（市長提出議案第十三号）
 

 
  	第三、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第十四号）
 

 
  	第四、那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第十五号）
 

 
  	第五、那覇市部課設置条例の一部を改正する条例
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第十六号）
 

 
  	第六、那覇市水道給水条例の一部を改正する条例
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第十七号）
 

 
  	第七、那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第三十六号）
 

 
  	第八、一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正案
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第四十八号）
 

 
  	第九、一九五九年度那覇市歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十三号）
 

 
  	第十、一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算
  	
 

 
  	
  	（市長提出議案第三十四号）
 








第十一、一九五八年度那覇市土地区画整理事業特別会計


 
  	歳入歳出予算
  	（市長提出議案第三十五号）
 








○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

○真栄田義晃君

日程変更の動議を提出いたします。本日の議事日程第七十四にあがっております二十一番議員瀬名波栄外六名の提出にかかる那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正案につきましてはこれは市民の最も一大関心事とする議員報酬に対する案件であります。依ってこれを日程第一号とし那覇市報酬及費用弁償条例を第二とする。更にこの費用弁償条例の中で焦点になっております議員の歳費報酬値上げについては、これのみを切離して審議することは妥当ではない。これは予算全体の綜合体なものと比較検討して高い安いが論じられるのでありますので日程第七十五にあがっております。一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正案を同様に日程第三とし、日程第七にあがっております。一九五九年度那覇市歳入歳出予算を第四として以下順次に繰下げて頂きますよう動議を提出いたします。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○比嘉朝四郎君

日程どおり進めて頂きたいと思います。

（「議長動議は成立しておる」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

意見調整をして頂きます。暫く休憩いたします。

（午前十一時五十八分　休憩）

（午後十二時一分　再開）

○議長（高良一君）

開会いたします。

○真栄田義晃君

只今休憩中に意見調整いたしました結果先程の動議を一応撤回して新めて動議を提出いたします。本日の日程第七十四に上げられております那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正を第一とし現日程の第一を第二とし以下順次日程番号を繰下げて頂きますように御取計い願いたいのであります。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

動議は成立いたしております。

議案第四十七号

市長提出議案第十三号「那覇市報酬及び費用弁償条例」の一部修正案を別紙のとおり提出する




一九五八年六月二十九日

提出者


 
  	二十一番議員
  	瀬名波栄
 

 
  	二十八〃
  	上原文吉
 

 
  	十三〃
  	仲松庸全
 

 
  	十六〃
  	石原昌進
 

 
  	三十六〃
  	黒潮隆
 

 
  	四十一〃
  	儀間眞祥
 

 
  	四十三〃
  	眞栄田義晃
 

 
  	十〃
  	仲尾次盛夏
 

 
  	二十二〃
  	玉井栄次
 

 
  	三十三〃
  	崎山喜達
 

 
  	三十五〃
  	金城重宜
 

 
  	三十七〃
  	浦崎康華
 

 
  	四十二〃
  	屋慶名政永
 

 
  	四十四〃
  	久高友敏
 




那覇市報酬及び費用弁償条例（市長提出議案第十三号）の一部を次のように修正する




別表中　市議会議員、報酬額「月額九、〇〇〇円」とあるを

「月額六、〇〇〇円」に改める





お諮りいたします。只今の動議のとおり日程を変更することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め只今の動議の通り日程第七十四を日程第一とし、現日程の第一を第二として以下順次日程を繰下げることに決定いたします。御手許の議事日程を左様に御訂正願います。

お諮りいたします。只今の日程第一と日程第二は相関連いたしておりますので一括上程して御審議願いたいと思います。御異議御座居ませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

一括して質疑に入る前に日程第一の修正案の内容について提案者の説明をお願いいたします。

○真栄田義晃君

提案の理由を申し上げます。

提案の内容については御手許に差上げてあります別紙に書いてありますとおり那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正案を別表中の市議会議員報酬額月額九千円とあるのを月額六千円に改めるということであります。その理由についてはこれまでも委員会の場合更に一般質問にも論じ立てた訳であります。更に申し上げますならば現在の議員の報酬が六千円で別に決して少くないということであると考えている次第であります。と申しますのはまず日本の諸都市と較べてみた場合に例えば前橋市の人口が十七万人の都市であって、予算総額日円で七億八千万円こういうところの議員報酬が日円で二万円となっております。長崎市これは人口三十万人で予算は日円で十八億円、ここの議員の報酬も日円で二万五千円となっております。市二十四万人の都市で予算総額十四億円ここの議員が一万五千円、福島市人口十七万人、予算が十億円でここでは一万五千円、大体こういう具合に日本の諸都市における議員の報酬と較べてみました場合、現在の那覇市の報酬六千円は決して安いとはいえないのであります。それから予算の規模をみました場合には那覇市は去年即ち五八年度における予算規模は一億三千四百万円これが五九年度においては一億二千四百万円となって一千万円の減額となっております。那覇真和志が合併してやるべきは仕事は沢山あります。こういう中で市長の予算編成方針の大綱の中にもありましたがなるべく経常的消費経費を節減するということになっております。この中で議会の議員の報酬を六千円から急に九千円に増額しなければならぬ理由が私たちは解らないのであります。これは当たらない、それから現在の職員の給料にしましても議員の給料のみを日本と較べているが、職員の給料も日本の市町村における自治体の労働者と較べて安いかどうかをこれも較べるべきであります。ところが、職員の給料は定期増俸の分はこの当初予算の中に計上されておりません。こういう中で更に土木費においては去年よりも六百万円の減を来たしております。こういう状態において議員の報酬を大幅に値上げするということはこれは妥当だとか或は政治的な面において議員の政治的良心、政治的道徳に反する事となるので私はこの為のこういう予算規模において一円でも値上げすべきでないという事を理由といたしまして那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正案の説明にかえたいと思います。

（「拍手」）

○議長（高良一君）

次に日程第二もこれと関連いたしておりますので一応総務財政委員会においてのその審査の経過並びに結果について委員長より御報告願います。

○大山盛幸君

日程第二の那覇市報酬及び費用弁償条例について審査の経過並に結果につき御報告申し上げます。改正の理由は市町村自治法第百三十九条の二項の新設に伴って従来明文化されてなかった議員の手当給与体系を整える意味で自治法に基いて条例の整備を図った訳であり、現行条例との相違点は今までの調査及び通信費及び委員会出席手当を報酬として一本化し、飽くまでも費用弁償として支給されるべきであるとして改正し尚従来市長の補助機関として嘱託が任命されておりますが、その給与の支給の根本は条例或は法令に基き支給されるのが建前であり、新しくその他非常勤に対する職員の報酬額を規定したというのであります。これに対し活発なる質疑が展開されたのであります。質疑の主なるものを申し上げますと、一、市町村自治法第百三十八条に規定する報酬と同法第百三十九条に規定する給料との根本的な差異について伺いたい。一、報酬九千円について当局の算定基礎並びに御意見を伺いたい。一、職員の定期早給は実施出来るかどうか伺いたい。以上の三点にあったのであります。当局の説明によりますと報酬は非常勤職員に対する給付であり常勤職員の給料と異なりいわゆる生活給たる意味は全く有しない純粋の勤務に対する反対給付としての性格をもつものであるが、議会議員についてはこの原則を除外しているとの解釈がなされ、この件については普通地方公共団体が自主的に定めるべきであるとの見解であり俸酬を九千円に定めた根拠は真和志合併に伴い人口の増加、行政区域の拡大に依り、役務が増えたことも大きな原因であるがこれは市長の施政方針から打ち出されたものであり今までの議員報酬は妥当な額ではなかった勿論市民の血税によって賄われるものでありますが議員各位が今以上に努力して頂ければその結果が市民に還元されるものと考える。こういった点から高率ではないと思料する。尚那覇市は復興途上にあって幾多の重要な問題が山積している状態でありこの解決に市当局と議会がタイアップして十二分に議会活動して戴くならば近き将来において現状は打開され引いては市民の福利民福に還元されることになる因みに日本に於ける各都市の予算規模と消費的経費について申し上げますと長崎市では十八億二千九百九十三万五千円に対し消費的経費一億四千六百四十四万円で五七、一％小倉では十六億四千四百七十九万八千円に対し九億五千三百九十三万六千円で五七、九九％下関市十六億八千五百十九万五千円に対し八億九千十二万七千円で五二、八二％大牟田市十一億九千四十九万八千円に対し六億七千九百十八万四千円で五七、〇五％になっており那覇市の場合では追加予算を含めて二億七千六百六十万三千円に対し六千三百六十九万三千五百十八円で二三、〇五七％になっており自己財源一億二千四百十八万四千円に対して五二、〇一％の比率になっておりその規模からしても妥当であると考えるというのであり尚職員の定期増俸に対しては条例通り年二回の増俸は出来ると明言いたしておるのであります。これに対し活発なる討論がなされたのでありますが結局原案賛成と原案修正の二つの意見に別れたのであります。原案賛成の意見は議会議員の活動は本会議や委員会で発言し審議するのが議員活動の全部であるかのように考えられがちであるが実際は議会における活動はその一部で閉会中も晝夜の別ななされている実情であり又市民の与論調査や資料の蒐集意見交換の機会も屡々あって市民の市政に対する意見を参考にして意志決定をしておるのであって単に会期中における活動のみが議員の活動範囲であるとの考え方は明らかに官僚政治時代の封建主義的な地方自治時代の考え方であって地方自治への逆行を意図するものであって民主主義政治の発展のために大きな弊害であり誠に遺憾であるというのであります。又現在の報酬は四千円であって市民福祉基礎資料蒐集のための費用弁償の性格をもった調査及び通信費二千円を合せて六千円になっておる現状であるが月額四千円の俸酬は一九五〇年の人工六、七万の都市であった時代の俸酬でありその後一九五三年首里市小禄村を合併し人口十八万五千人の大那覇市となりこの人口と行政区域の拡張に伴い行政事務の処理をなしている実状である。それと併行して議会の活動範囲も極めて広くなり調査事項も著しく増加している現状であるのでこれらの諸般の調査に必要な費用弁償的性質の調査通信費や報酬等については人口六、七万時代の報酬調査費の六千円現在まで支給していることは事務量著しい増加に鑑みて不合理であり現在まで議員各自の責任においてこれらの公共的費用を補助支弁して現状は速やかに是正すべきであってこのまま放置することは議会活動を消極的ならしめる惧れもあり尚又復興途上ににある那覇市の現況において議員の資格の向上を計り市民の意志を市政に十分反映させるための議員活動を更に活発にするための公共的費用を増額した市長の提案は適切妥当な措置であるとの意見があったのであります。これに対し報酬値上げの根拠となったものは政治的な問題であり市長の政策的な問題として議員報酬の問題が起ったということに注目すべきである。即ち補助金の獲得方を議会と当局と協力していきたい。この辺から給料値上げの大きな原因となっておるというのであります。こういうことは我々として納得が出来ない議員は市民の公僕であるという手を念頭に置くべきである。那覇真和志の合併によっていろいろ仕事の分量も増加しておるのに新年度予算は反って一千万円の減になって事業費においても大巾な削減を来たしておるとき議員報酬のみを引上げるということは政治的良心から考えても反対すべきではないかと思料され今後の市長の施政方針には経常的な経費は成るべく節減していきたいということからして議員報酬の値上げは全く矛盾も甚しいことであり我々に対する侮辱であると考え又戦災を受けた都市に仕事が多くなったということは議員だけでなく沖縄全住民のあらゆる階級公務員労働者全ての住民がいそがしい中に生活に窮々としており議員も同様に苦しんでこそ市民福祉のために働くことが出来るというものである。先程当局は報酬値上げの資料として日本の都市と較べてをるようであるが現在の報酬は日本の諸都市より安いとはいえないのであり長崎においては人口三十万であるに拘わらず議員は二万五千円又佐賀では一万六千円であり寧ろ那覇の議員はヒケ目を感じるような待遇でないのであって当分の間は現状維持でいくべきだとの二つの意見があったのであります。結論といたしましてこれ以上審議の余地はないとの意見により本案は採決の上皆さんのお手元に配布いたしてあります委員会の審査報告書通り原案を承認いたした次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

日程第一と第二を一括して質疑に入ります。

○新垣松助君

動議を提案いたします。軍用地折渉派米代表団に対する激励電報を・・・・・・・・

○議長（高良一君）

議事の進行上一応これをすませてからにして下さい。

（玉井栄次君出席（午後十二時十六分）

○浦崎康華君

総務財政委員長さんの報告を聞きまして質問を申し上げます。この議員報酬についての現在我々が新聞を読み或は市民の声を聞いてますがお一人も賛成の方はないように聞いております。これを御決定審議の途中において市民の与論を尊重する建前でパライにするとか或はこれを修正するという御意見も亦あったように聞いていますが仕事は山積し非常に急を用するものがありましたために皆さん方特にその辺を検討されての審議であるかどうか尚一応御質問いたします。

○大山盛幸君

そういう件も充分に検討しての結果であります。

○瀬名波栄君

先程の総務財政委員長報告によりますと議員の報酬を上げないということは封建性に対する逆行であると述べておられますが戦前地方自治が天皇制のもとにあって封建的な地方支配の手にゆだねられている場合には確かに議員の報酬というものは日当制で非常に少なかったといってもあの当時の政治規模と現在とでは甚だしい違いがあり然も戦前であっても地域により一円或は二円という日当を支出されておりました。相当高価な日当であります。然もそういう封建制度が破壊されて第二次大戦後アメリカ占領軍の手によって日本の民主主義化が進められそこで新らしい地方自治によって市町村の諸公共団体を政治的に民主化してゆくために市民から選ばれたところの市会議員の報酬というものを規定しているのであります。然もその報酬が地方自治財政に則ってその財政に見合うように市民に充分に奉仕出来る活動をし出来る範囲というものはその掌に与えられております。そういう中で現在の那覇市が他の市町村に比較して遙かに高給な報酬の外に費用弁償調査通信費が二千円ずつ定額支給されております。然もこれは清算されない手当であります。これは当然報酬と同じ内容を持つものでありまして当然六千円という報酬をもらって現在まで市民のための戦いをやり働きをやって来た訳です。ところがこの現在もらっている報酬をあげなければ封建制に逆行するという考え方は我々の常識では判断に苦しむところであります。我々は歳費は少くとも要するに報酬は少くとも市民と共に苦しみ市民と共に喜ぶのも市民から選ばれた良識ある議員だというふうに確心しております。従って六千円を九千円に値上げしなければ封建制に逆行するということについてはっきりと御答弁願いたいのであります。

○大山盛幸君

これは委員会における審査報告であります。その採択の結果左様になっただけであります。

（「討論なさったことをはっきりここで答弁なさって下さい」と呼ぶものあり）

○久場景善君

本件は施政方針の時でも一般質問の時にも相当論議され総務財政委員会においても相当審議されつくしております。又あと議案が七十五もございますので是非本予算だけは今日で出さなければ暫定予算を組まなければならない。そういう訳でありますので質疑を打切り討論の場合は反対と賛成の表代一人にして討論も終ってそして採決にもっていってもらうよう動議を提出します。

（「賛成」「質疑続行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

只今の動議は成立しております。お諮りします。只今の質疑打切りの動議に対し採決に入ります。

一番議員の動議に対して賛成の方は挙手をお願いいたします。

（「議員の発言を封じるか」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

十八名であります。

（「もう一度挙げさせなさい解らんヨ」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

出席三十七名に対して賛成十八名であります。質疑を打切り討論に入る前に一応休憩して賛否両方の代表者を一人宛出して貰らいたいと思いますので暫の間・・・・・・・・

（「議長々々」と連呼するものあり）

（「静かにしなさい」と呼ぶものあり）（議場騒然）

○瀬名波栄君

総務財政委員長は私の先程の質問に対しては委員会における討論の内容を説明しておりません。これは総務財政委員長として大那覇市の総務財政を担当する力はないと私は考えます。（拍手）議員の報酬を九千円に上げなければ那覇市の市政が封建制に移行するということはこれこそ提案者の頭が封建制で困まっている証拠であります。

（「然り」と呼ぶものあり）

いやしくも那覇市役所、沖縄の首都と呼ばれている那覇市役所、ここの部長と同額の給料を取らなければ市民のために市政を担当することができない。市政を論ずることができないということは市民に対する冒涜であります。我々は立候補するにあたって市民のために奉仕する市民の公僕として挺身いたしますといったことを約束した事に対してはずかしいと思わないか。然らば議員の報酬を六千円から九千円に増額する理由は何か。更にもう一つ九千円に上げたならばどれだけ市民に対する奉仕が出来るかということをはっきり数字的に示してもらいたいと思う。（拍手）更に今一つ長崎などに較べて那覇市議会議員の報酬が非常に少ないことにひけめを感ずるということはこれは政治家としてどうかと思う。日本の国庫の財政負担によって復興した都市の議員報酬よりも那覇市の議員報酬が少いということに対してひけめを感ずるということは実にさもしい根性であります。我々は六千円の報酬を誇りとして自慢していいと思います。これに対する明確な答弁をして頂きたい。

（「休憩じゃないョ答弁だ」と呼ぶものあり）

○大山盛幸君

長崎の問題は当局の説明であります。それから九千円にしなければ封建制に逆行する、移行するという問題はこれは人民党的な考えであって我々としては、これは当然そういうふうに比較するのが妥当と思います。なお御意見については渡口麗秀議員の意見がそのまま討論として書かれておったのであります。がそういう関係において若しその問題をして討論するならば一つこの討論を氏と亘りあって貰いたいと思います。

（「委員長からやれ」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

暫くの間休憩いたします。

（午後十二時三十分休憩）

（午後十二時三十五分再開）

○議長（高良一君）

再開いたします。只今から討論に入ります。

○黒潮隆君

議員報酬値上げに反対する立場から那覇市報酬及費用弁償条例の原案に真向から反対する。那覇市議の報酬は調査通信費を併せて六千円が妥当であり、議員報酬を六千円とする修正案に賛成するものであって日本本土の同じ人口の都市に比較して差があるといわれておるが、これは理由にはならない。琉球新報の社説にも指摘されていた通り人口が同じくらいの日本の都市は那覇市と較べものにならないほど生産収入がある訳であります。絶対貧困財政である那覇市は事業費さえも思うように組めない実情であって、土木費の予算を見た場合に五八年度より六百万円も減っている。真和志の場合も五八年度の土木費は当初予算で五百万円も組れているのに今年度の予算から真和志へ廻される土木費は二百万円しか出されていないという状態であります。真和志は合併してやるべき仕事が増えているにも拘らず、議員報酬を大幅に三千円も値上げするために建設面の事業費を減らしてまで報酬を月額九千円に改正することは市民の利益に反し、市民から激しい批難を受けるであろうことを覚悟すべきである。（拍手）那覇市は自治体であって株式会社ではない。従って市民の与論を尊重するならば全員が勇者になって原案に反対し修正案を支持することを要望する。（拍手）

○石原昌進君

那覇市報酬及費用弁償条例の一部修正案に対して賛成の意見を申しのべます。即ち現在までの四千円に更に調査通信費として二千円、計六千円をもらっている訳でありますがその外に議会閉会中或は開会中絶えず委員会が開かれておりまして、この委員会の日当は二百円であります。去る五月の総務財政委員会はすでにこの委員会の手当として二千円以上を支給されております。そうすると五月の議員の手取りは既に八千円を上廻ることになるのであります。今月に入ってからもすでに委員会手当二千円以上に更に現在の六千円に加算しても八千円以上の手取りになるのであります。若しこれが九千円に引上げられた場合は今まで通り委員会日当として二百円もらうとすれば我々は一万円以上の手取りを得るということになるのであります。こういう実質的なことを我々は深く考えて現在この問題が起る途中から新聞紙上にも現われております通り市民の声はこの増俸に反対の声があるだけであって、賛成の声は全然聞かれないといっても過言ではないのであります。現在の那覇市の財政状況から議員の報酬を上げるということは適当でないということを那覇市民も見ているのであって、那覇市民の眼はふし穴ではないと確信しております。故にこの議員報酬の値上げに反対すると共にこの修正案に賛成いたします。（拍手）

○渡口麗秀君

只今の議員報酬の増額につきましては、市民の中には必ずしも反対ばかりではなくして賛成の方も沢山あるのでございます。又議会におきましても賛成反対を述べあって現在まで来ておる訳でございます。この増額問題につきましては、今や十八万五千市民の話題の中心となっておる実状でございます。本員は兼次市長が提案したところの議員報酬額の議案につきましては誠に時宜をえたものであり、この際賛成意見を充分に納得のゆくまで述べたいのでございます。その前に一応議員の活動というものが実際どおり行われているかということにつきまして、極く概略申し述べまして本題に入ってゆきたいと存ずるものであります。我々議員の政治活動につきましては一部市民の方々には本会議か委員会におきまして議案や陳情案件の審議をする、そしてその賛否決定するのみが議員の仕事というふうにお思いになっておるようでありますが、このような本会議や委員会におきまするところの議員活動というものは、むしろその一部分でありまして、議員の活動は年中無休に行われて昼夜の別なくなされておる状態であります。この不断の活動によりまして、即ち、市民の与論調査や関係当局への折衝、条例の修正、市民との意思の交換の機会を屡々もって市民の市政についての意見を充分に参考にいたしまして議会において或いは委員会において意志決定をするのでございます。単に会議中における活動のみが、議員活動の範囲であるというような考え方は、これは誠に戦前の官僚政治時代の地方自治制時代の考え方で現在の民主主義を具現するところの地方自治法の実情を充分に知らない話でありまして、このような考え方は私たちが民主主義を希望するところの地方自治制度の発展を阻害し、戦前の官僚支配下の地方自治制度に逆行する恐れが多分にあるのでございます。私は民主主義政治の発展のために地方自治の発展のために誠にこのような考え方につきましては遺憾の意を表する訳でございます。以上議員活動の概略について申しのべてこれから本論にもっていゆきたいと思います。現在の議員報酬は先程人民党議員の方からも縷々説明がありましたとおり、月額四千円であります。その外に議案、決議案、その他の陳情案件等を決定するために必要不可欠でありますところの調査費とか通信費が月額二千円でございまして、その合計が六千円となっております。この六千円の額と申しますのは、一九五〇年に、みなと村が那覇市に合併いたしまして人口六万乃至七万程度の都市であった時代からその報酬額はそのままでございます。その後那覇市は一九五四年に首里市及び小禄村を合併して人口十二万の都市となったのであります。更に昨年十二月に真和志市と合併いたしまして、茲に名実共に人口十八万の国際都市大那覇市が誕生している訳でございます。この人口の増加と行政区域の拡大に伴いまして、行政事務が著しく増加いたしました関係で、市当局におきましては人件費を主とするところの役所費を遂年増加いたしまして、行政事務の完璧を期しているような実情でございます。那覇市議会におきましても、この人口と行政区域の増加に伴ないまして議員の性格からしても当然その活動範囲が那覇市全域に亘るということは申すまでもないのでありまして、一九五〇年の時に比しまして人口の増加におきましても又地域におきましても数倍の広範な地域になっております。従って議会において意志決定をするために必要な調査費とも著しく増加しておる実情でありまして、この事につきましては議会に対する各種の陳情案件の増加の一事をもってしても明らかであります。然るにこの諸般の調査に必要欠く可からざる経費であり、費用弁償的な性格を帯びたところの調査通信費や報酬については人口が十八万五千人となり、行政区域も著しく拡大され、従って議員の負担する行政事務の量も増加しておるにも拘らず、数年前の那覇市時代の六千円の報酬額を現在まで支給しておるおるということは議員の調査費や報酬が役務に対する給与である以上、議員の事務量が著しく増加しているのに鑑みて、不可であることはいうまでもないのでありまして現在まで議員各自の責任において、これらの公共的な費用の不足額を補助して支弁しておるという現状は速かに是正すべきであると本員は思料するのでございます。次に然らば現在の報酬をそのまま存置するにおいては私の考え方といたしましては議員活動を多分に規制するおそれがある。議員活動にあたっては自弁で不足額を補助支弁しなければならないということは議員各自の資力に応じた活動を強いられる事になるのでありまして、個人的に資力のあるもの又は政治資金の比較的豊富であるといわれるところの人民党出身の議員活動は積極的となり、資力のない議員即ち選挙資金を持たずに市政のみに専念しておりますところの議員の活動は規制されるのでありまして、このような現状は民主主義を基本とするところの地方自治の発展を著しく阻害し、那覇市政が一部有産階級や一部人民党出身のための市政となり那覇市独自の市政が歪められる恐れが多分にあるのであります。なお市会に進出いたしまして市政に直接参与し市民福祉の増進に寄与せんとするところの希望に燃えた有能の士であり、且清貧であるところの青年議員の進出を規制する恐れもあります。現在の不適当な報酬は民主主義のよき発展のために速やかに是正すべきであると本員は思料するものであります。次に九千円の報酬額が適正であるかどうかという問題でありますが、この報酬の内容につきましては高率の課税に伴って報酬というものになっておるのでございまして、実質的には先に申し述べたとおり議員活動の費用弁償的性格をもった調査費三千円報酬額が六千円となっております。この九千円の額報酬額から調査費の三千円差引いた六千円が実質的な報酬であることは委員各位も充分御承知であるにも拘らず一部の人民党議員の方々が九千円の額がそのままそれだけ実収であるような考え方に立って市民の判断を誤らしめているような（拍手）言辞を弄し更に報酬額につきましては勿論戦前の官僚的な地方自治制度の考え方に立って議員の職は飽くまでも名挙職であり有閑階級の仕事であるという考え方に立って職務を遂行するものであるならば或は高いというような批判も生れてくるかもしれないのでありまするがこれは那覇市政の現状を知らないものの考え方であって現在の地方自治制度が改正されて戦前の監督制度をなくし自治制が特に拡大強化されている現状は戦前とは比較にならない位の行政区分が複雑過剰を極め特に復興途上にある行政事務は既に復興が一段落着いた日本の諸都市と異なりこれから益々行政事業は増加の一途を辿ると思われます。従って市議会議員のやる仕事は増加の傾向を辿り、市会議員になりまして議会と自分の仕事を兼職するということは不可能になってくるのではないかと本員は思料するものであります。このような常任的な職務遂行の現況からして議員の報酬額は適正でなければならないと思います。次に増額の時期についてでございますが私は現在が最も適当な時期であると思料するものであります。那覇市の政治的情勢は当間時代と異っております。議員各位市民も充分これは御承知の通りで瀬長市長の出現によりまして那覇市の財政が貧困となり各種の建設事業は全面的にストップの状態にあるのであります。この後任として兼次市長が登上したのでございまするが兼次市長の政治力のみに財源獲得をまかすならば現在の市長の政治的行動では前途多難を思わしめるものがあります。那覇市民の課税を増すものと本員は思料するものでございます。このような財政困難な時期に補助融資の見通しが困難な時に増額は適当でないという意見が多数あるようでございますが本員の考え方はむしろその逆でございます。那覇市の現況においては議会として財源獲得のために執行機関であり財源獲得の全責任を負うておりますところの兼次市長の尻を叩く事も絶対これは必要でございます。又その事にのみ私は専念することが議会の責任ではないのでございましてその半面において市民福祉の増進という大乗的な立場において議会独自の政治活動によって貧困財政から健全財政への転換を図るための議会活動を現在より更に活発にする必要があると本員は痛感するものであります。議員の積極的活動によってのみ現在の貧困から立派にすることが出来ると本員は固く信ずるものでございます。このような趣旨に則って議員活動をより活発化するために費用弁償的な調査費を含むところの報酬額の増額措置を講じて現在の財政的苦境を打開せんとするところの積極政策那覇市財政を好転させるべきものと確信いたします。最後に議会の積極的活動によって現在の貧困財政を打開出来るかどうかということが問題になるのでございます。即ち特別補助金や首都建設補助金その他復金融資等の依存財源の獲得が出来るかという問題であります。本員は議会の積極的活動によって遂次財源の獲得が出来る事と確信いたしております。然らばこの確信が果して実現出来るかどうかという事が問題になっておるのでございまするがこれについて具体的に申し上げますと与野党議員が市民と相協力一致して市政にあたり協議会や懇談会を持ち更に市民の意志を結集して十八万市民の意志を民政府琉球政府関係機関に陳情した結果今回は那覇市の消防施設建設費として三百二十一万余円の資金が民政府から交付されているということは皆様御承知の事と思います。特別補助金につきましても琉銀当局に調査中でありましてその調査の終了次第交付されることになっております。つまり野党議員の二十六名の積極的活動によって消防施設三百二十一万円と特別補助金の八百万円を合計いたしまして約一千二百万円を獲得出来たのであります。この事実は明かに与野党議員が積極的活動を那覇市財政に寄与できる具体的な事例であり今後益々議会活動を活発化し市民福祉の増進に寄与するために再三の努力をいたしたい所存であります。以上の理由を申しのべまして真栄田議員の修正案に反対し議案第十三号の当局提案の原案に賛成するものであります。

○真栄田義晃君

納得出来ない箇所がございますのでこれについて意見を申し述べたいと思います。三十番議員渡口議員は議会活動について市民の間には議案や陳情案件の審議をすることのみが議員の仕事というふうに思い問題があると云われそして本会議に出て来て出席する事あるいは委員会に出て活動する事はむしろその一部であり年中無休の各議員の活動の方がより大事だとそう云う意味を申しのべて、そして現在六千円即ち調査通信費を併せて六千円支給されておりますところのこの額はこれは真和志が合併されて今日仕事が多くなっておるからその六千円では活動範囲が狭められ或は政治資金のある人民党の諸君ならばそれでいいかも知らないが資力の無いものは云々と申しておりますが全く誰の事を言うているのか解らないのであります。成程毎日が活動であるかも知れませんが先程十六番議員も申しました様に計六千円調査通信費の外に委員会手当として毎日更に二百円貰い先月においては、その手当が約二千円以上支給されて居ります。更に二千円と云う事になりますと六千円プラス二千円で八千円以上になります。毎日が尊い活動であるにしても生活を支えるには充分であります。資力のある者政治資金のある人民党諸君はと申しておりますがここではっきり申しあげますが私達は渡口議員が云われるように別に仕事はもって居りませんそして私達は渡口議員が云われる議会の活動あるいは委員会に出ている活動が議員の活動であるとは心得て居りません、そして私達は別に仕事は持たないが議会の活動のみによってその報酬によって政治活動もやっています。更に私達は自分の党から一円でも自分の生活に対する経費は支出されていないと云うことを念のために申しておきます。それだけではなくこれが全く逆であると申しますのは例えば渡口麗秀議員さんの場合には沖縄配電の総務部長をやっております。

（そうだと云う者あり）

生活給を支給されているこういった人々が資力のある人民党は出来るかもしれませんが何故私達には出来ないと云うのか私達でさえ別に収入はない議員報酬で毎日活動をやっております。会社かそういった生活給を支給されている現在のままで活動が出来ないと云う事はどうしても納得出来ないのであります。更に三千円値上げし野党議員がいろいろ活動して特別補助金や政府補助金を貰うように努力しその成果が上がっていると申しておりますが、これを聞きますと私達が受ける感じは三千円もらわなければ政府補助金がとれない三千円上げれば取れるというふうにとれる訳でございます。市民から選ばれた良識ある議員として三千円値上げしようがしまいが那覇市の自己財源の獲得に努力するのが当然であります。よって渡口麗秀議員の意見に反駁いたしその同意を得て修正してこの市長提出議案に反対し修正案に全面的に賛成し皆さんも全員一致で賛成して下さる様要請致します。

○仲松庸全君

原案に対する反対と更に修正案に対する賛成意見を申し述べます。人民党、人民党と何か自分達に都合の悪い事になるとすぐそう云うふうにごまかしを言うこれがミサイル（ＭＩＳＳＩＬＥ）につながる独占資本の常奪手段のやり方であると云うことをを最初に暴露しておきます。《拍手》時期を得ていると云うけれども果たして時期を得ているのかこの予算に現実に示されている通り土木費は六〇〇万円の減となっているその中で議員報酬をあげることは市民の要求に対してどう答えているかこの辺から時期の問題ははっきりしてくると思います。即ち市民の生活を根拠にしてその時期は論議されるべきであってせっかちに時期を論じてはならないと云う事であります。又議員活動の問題についていわゆる議会活動以外は議員の活動ではないと述べているがその考え方自体は昔の官僚主義的考え方であるとのべているけれどもこれは市会議員として雑学も甚だしい問題であると思います。即ちなる程那覇市の市議会は私たち自身は議会を中心にして動かなくてはならないと考えております。那覇の市会では委員会活動を法律に違反して委員会活動をして日当を貰っているがこの委員会活動にしても或は委員会の日常の活動にしても我々は今までのように消極的な本会議の開き方ではなしに本会議を一年間に活発に持てば議員活動も活発になるとそのために我々は会議規則の改正と云う事も真剣に考えております。そう云うような我々に対するごまかし的な攻撃を暴露し私達は議会活動をもっと充実したもの本当に法に則ったものそして市民のためになる議会活動は我々が会議規則を改めることによっても実現出来ると確信しております。それでそう云ったごまかしの議論に対してそれ自体マヤカシまで官僚主義的な独占資本の弁であるということを自ら暴露し更に委員会の活動を規制するものであるということを反駁する即ち私自身も議員である外に職業を持っていない家族を養なっている然し乍ら今まで我々は議員活動を議会の内外でやって来たし、今もやっているし将来もやれるこの確信の上に立って私は議会活動をやっています。だからその議論は全く論議の外であって問題にならないという事を述べ更に補助金の問題をとって野党議員の力であると云って誇っているようであるが成程野党の議員がそれ程活動して野党議員だけの自力としては行えないと云う事であって市民の力に支えられたと云うこと市民もそう云う働きをしたと云うことを考えなければならないこの市民大衆の力、これによって野党の諸君もこう云う結果を生んで来たし今回の議会にもこの補助金要請決議案を出しておられるがこの野党の諸君が出した補助金の要請決議案に諸手を挙げて賛成しなければならないと準備をしておったところちょっと先を越された感じがある訳であるがその諸君の出した要請決議案に対しては勿論当然の事であり賛成して一つになって超党派で所謂この要請決議を実現したいと思っているのであります。こういうふうな我々の雅量をよく解って頂いてこの議員報酬の値上反対に対しても諸君は大きな度量をもって我々と一緒に反対して貰いたい事をお願いして私の討論と致します。

○瀬名波栄君

今後の六月議会の始まる前から市民の間に物議を醸し新聞紙上でも大きくなる不評を蒙っているところの那覇市報酬及び費用弁償条例これがとうとう出て参りました。これに対しいろいろと賛否両論に分れて賑やかな事でございますが本員は兼次市長が野党の要求に屈服して出したところの議員報酬九千円にせよという案に真向から反対するものであります。これは議員報酬が九千円でなければならないという事は実にごまかしであります。例えば当局の出しました資料を見てみましても日本各都市の予算規模からこれに占めるところの議会費の割合これが議会費を上げた為に那覇市に於ては全予算の六・四パーセントを占めております。当局の出した資料で大牟田市、岡山市、長崎市、宇都の宮市、清水市、伊東市の日本の市があげられていますが、この予算に占める議会費の割合は大牟田市が一、九パーセント岡山市一、二パーセント、布施市二、六パーセントで最も財政の規模の似ている長野市に於ては一、六パーセントであります。こういうふうに見て来ますならば如何に議会費が膨大な比率を占めているか云う事は一目瞭然であります。更に又議員の報酬が日本本土の議員の報酬並びに市職員の報酬と比較してもこれは明らかであります。本員の調査した日本の各都市二十一市について見まするなら日本で一万円台の報酬を貫っている市は八市、二万円の議員報酬をもらっているのが十市三万円の報酬をもらっているのは僅かに三市であります。従って財政規模その他から勘案しても議員報酬が多いと云う事はこれでも頷けます。更に日本の市町村の職員これの報酬と比較して見ました場合も当然議員報酬は職員の平均給よりちょっと多いという程度が普通であります。そういう面からみましても議員の報酬が日本々土に比較いたしましても非常に高いと云う事が解る更にそれのみでなくして現在の沖縄の実状これを充分検討してみましたならばはっきりすると思います。労働者は数年前の報告書を見てもこれを例に出すまでもなく非常に安い賃金を与えられております。沖縄の労働者の半数を占めているところの軍作業労働者はこの人達は労働組合さえもなく生活と権利を守るために困難な戦いをやっている次第でありこういう軍作業の労働者も一九五二年当時には、六万七千人もおったこれが次第に軍作業の首切りが多くなって五七年度の調査では四万四千人と言うふうに下ってきております。それにも拘わらず今度は毎年、毎年新しく労働人口は九千人以上も増えてきております。そうなってゆきますと労働者の生活というのは益々苦しくなって来ます。因みに、職業紹介所で調べあげましたところの那覇市の失業者は六千五百名であります。これは官庁データーでありますから相当軽く見ていると思われます。実際の失業者はこれ以上にあると云うことは職業安定所も認めております。この那覇市の六千五百名の失業者のうちそのうち僅かに失業対策事業に適格者として認められているのが三百四十二名しかいないけれども失業対策事業費が非常に縮少されているために三百四十二名のうち僅かに毎日八十名しか失業対策事業に受入れられないと云う状態でこの三百四十二名の人達は三日に一回か四日に一回しか仕事にありつけないという状態にあるのであります。更に当那覇市に於いては臨時傭人が相当居ると云う陳情が参っております。この人達は僅かに時給十二円そこそこで数年間に亘って雇用され乍らまだ定数化されないで何時までたっても生活の不安に戦っているという事を訴えております。こう云う状態はまだしも一般勤労市民の生活は益々苦しく中小企業の金詰りから来るところの経営難こういう経営難の中で中小企業は益々喘がなくちゃならないと云う状態にあるそう云うふうな中において議員のみが自己の利益を守る為に給与をあげると云うことは明らかに言語道断と云うべきであります。昔の言葉に「民に先じて憂え民に遅れて喜ぶ」と云うのがあります。これは封建社会に於ける賢人政治の言ったことである。然し乍ら現在の政治と致しましても当然これは市民のために奉仕する公僕として自分の生活は犠牲にしても市民のために働くという所の覚悟がなくては議員としての資格がないと考えるのであり更に民主主義を実現させるためには議員の常勤制度の移行というところで議員報酬をあげなくちゃならないということを言われておりますがこういう事は誤りであります。地方自治法の精神からいたしましても或いは国家的政策から致しましても地方公共団体の議員を常勤化するという事はこれは特別市にはあり得ても現在の国家制度の中ではあり得ないのであります。ブルジョア国家制度の中で特別の如く認めると云う事は言語道断で市当局の市政権を干渉することになり引いては之を圧迫することになり兼ねないのであります。更に現在那覇市においてやるべき仕事が幾多山積されて居ります。今次大戦において焼野か原になった徹底的に破壊された我が郷土沖縄はこれを復興させるためには実に巨額な資金を要求されております。この復興のためにもその共同の責任者としての日本の政府が積極的にこれを援助すべきである然し現在の沖縄の諸種の建設関係法規は財政の裏付けがなくそれのみかポートターミナルの如き補助金を与えてその変りに二階の事務室は政府がその特定の仕事をするために永久にこれを借りると云うことに至っては何のために補助金であるのかさっぱり解らない、政府は市町村の財政を援助するのではなしに逆に市町村におんぶされているような格好を呈しております。然し民政府の政策を批判するものはこれに共産党のレッテルを貼りつけ布令を出して追放するこれを助けたと云う議員もこの中に居りアメリカの民主主義を表看板にその政策を誤らさせたところがおういにあるのであります。これは誠に残念な事であります。そういう現在の民主主義の両面から離れたところの政治が為されて既に一年余那覇市は当然うけるべき補助金を打切られ現在その為にもろもろの苦しみを味わされています。そういう非民主主義的な補助金の打切りということを助けた方々は当然その嘗つての罪亡しのために充分にもっともっとアメリカ政府に対しても働らかなくちゃならないと考えます。前の高等弁務官に変ってこの度赴任して参りましたところのブース高等弁務官はこれまでの高等弁務官の施政方針と違って最近では各地方を廻り各市町村長とも会ってあるいは農村の村民とも会ってその村民の実情を聴いて、よく要求を聴いて努力もなさって居るそう云う見上げた高等弁務官に会ってそう云う人達に民主主義を誤まらせぬ様なことを今後は絶対にやってはならないと考えます。

（「然り」という者あり）

高等弁務官でさえもそのように下部の平常の声を聞こうとしていられる、我々は目下貧困にあえぐ那覇市民の苦しみを如何に軽減するかということが市民から選ばれた議員の職責であると考えます。それにも拘わらず議員報酬をあげると云う事は議員の活動を旺盛にすると云うようなことはこれは言葉の遊戯にしか過ぎません自己の利益のために補助金の獲得をよろしく頼むと云った様に市長は数をたのんで報酬をあげるという事はこれは那覇市末代までの恥を曝すことになり市長諸共同罪であるべきだと云うべきであります。（「然り」と云う者あり）又市会としてはこれを要求した議長以下委員長もこれをのんで予算に提案したところの市長も市民の前に深く御詫びしなければならないと思う然も市長は所属する社会党の意見も聞かずに提案するとこれは実になげかわしい事態である。我々は現在の報酬で充分に議員活動をし、これを続けて来ております。私も勿論渡口麗秀議員が言われるように本会議に出席し委員会に出席するだけが議員の務めではないと考えます。勿論その通りであります。我々は報酬を貰って居りますが故に本会議であろうがなかろうが委員会であろうがかなろうが日常市民のための調査活動をやっております。従って我々は現在の議員報酬然もそれに加えるところの委員会手当これでもって十分に市民に奉仕する責務を果すことが出来ると云う確信がある。三月には本会議が持たれており本会議でも報酬はもらっており費用弁償も貰っている。そのように委員会に出れば一日二百円も頂きあげなくても充分働らけるだけのものを市民から頂いてその頂いたところの給料で益々働く事が出来ると確信しています。それにしても拘わらず若し無理押し数をたのんでこの条例案を通すならばこれは将来の議会運営のために実に嘆かわしい事になりましょう。これを考えれば我々はこれまでも考えなおして貰いたい云う事を最後まで申入れたのであります。それを直さずに飽までも議員報酬をあげるとあげなくちゃならないと事であれば我々は市民と共に一体となって最後までこの斗いを続けなければならない事になるという事をよく覚えておいて頂きたいと思います。若しこの九千円を押し切った場合に民連が増俸分は返納すると云うならば我々は従来通りの五千円だけ残して後は返納すると云う事を言われて来ております。大いに結構な事であります。我々はこれまでより六千円の報酬で充分働いて見せます。従って大きな会社に勤めているところの別に生活給を相当貰って居られるところの議員の方は残りの任期中に全部返納なさったらもっともっと市民の為になるはずである。（拍手）市民より自己の懐のみを肥やさんとする事に汲々としている議員は市民の生活の苦しみに目を覆いその目を覆うて居る事に対して市民は憤慨しております。我々は飽くまで市民の立場に立って働き野党側議員の要求に屈した所の市長提出議案に断固として反対し我々が修正して出したところの六千円これを全議員の署名をもって出して頂きたいこれが市民に対する心からの奉仕であると云う事を考えて賛成して頂きたいということを述べて私の討論に替えたいと思います。

（拍手）

○平良真次郎君

議会費及び那覇市報酬問題で与野党の議員が論争して居りますが私は私の立場におきましてこの問題に対して少しく検討を加え更に自分の意見を申し述べさせて頂きます。先ず那覇市の現状から見ました場合に特別補助金が打切られ更に琉銀よりの融資がストップされこう云うような現況におきまして那覇市の財政は自己財源のみに俟たねばならないと云う立場に立至って居ります。かかる観点から今期議会の劈頭におきまして日本に対しまして都市復興の援助金を申請すると云うふうな事実はもっと市民に対して充分その意味を知らしむべきであります。我々は公僕でありこう云うような立場から与野党ともにこの都市計画促進の為めに努力すべきであると本員は考えるのであります。残念な事ながら報酬問題につきましては皆がこの点から考えまして自分意見を述べてみますと予算案を頂きましてこれを検討し結局自己財源以外にはない然も一、〇〇〇万円いくらの減収を来たしていると云う実情と更に追加予算に盛られている面を見ました場合この予算の裏打ちこの事業予算を確実に裏打ち出来る丈の資料もないこう云う風な立場に立った場合には議会議員は勿論市民全員が集まってこの問題に取組み解決していかないければとこういうような強い責任と強い義務を負わされた感じがするのであります。こういうような意味から我々は市民福祉あるいは市民の与論の上に立ったのいき方を以ってこの那覇市政の援助の立場にも当たらなければいけないと考えている為皆さんと等しくこの打開策について考えてもらいたいと思うのであります。那覇市の貧困財政は今更説明するまでもなく今後将来この報酬問題が色々な風ゆるものに波及してこの那覇市が誤解を受け引いてはこの沖縄の全体の立場が不利になるのではないかと本員は非常にそれを憂慮するのであります。こういうような意味におきまして皆さんと共にこの報酬値上を一応更に検討し元の鞘に収めつまり元の六千円にもっていって方が良いではないかと本員は考えるのであります。要するに全て感情を抜きにして飽くまでも与論に立脚し与論の趨勢のもとに与野党の別なく是非この問題を万場一致で議決し大乗的に市民の為に奉仕しなければならないと私はこう思うのであります。この意味で是非この論争を更に続けることなく全員話し合うことにして協議会を持ちこれが全員でもとの六千円にして頂き与論によってはっきりこれを裏打出来るようなところにもって行きたいと思います。

○儀間真祥君

只今日程第一にあがっておりますところの那覇市報酬及び費用弁償条例の一部修正案に賛成の意見を申し述べます。先ず兼次市長に申し上げたいと思います。市長が当選して初めて五九年度の予算を組む訳であります。がこの一年間を兼次市長がどのようにやって行くかと云う事態と一八万五千人の市民は注意深く一挙手一投足を見守っております。こういう時にあたって区長制度の担当員あるいは土木費を削って臨時職員の首切りを実行していながら議員だけの報酬をあげると云うことになればこれ自体議会のお気嫌とりといわれても決して弁解する余地はないのであります。仮令議長副議長あるいは正副委員長などから一万二千円に報酬をあげろと云われても私たちの生活の中から出発する予算である以上値上げする事が直接間接を問わず市民の生活に響いてくるということを考えたならば決して軽はずみな要求は勿論のこと執行も出来ないと思います。例えば討論におきましても全予算に対して議会費がどのような割合になっているかと云いますと一応私が調査したところの例を申し上げます。まず宮崎市これが六億九千八百万円で三十三年度の予算であります。その議会費が千三百万円でその率が約二パーセントであります。大分市六億四千四百万円に対しまして議会費の占める費用は千七百万円でこの割合は二、六パーセントであります。これに反しまして那覇市においては全予算に対して議会費が占める割合は六、二パーセント乃至六、四パーセントと云う割合になっております。こう云うふうな割合に到っては全くもって言語道断と言わなければなりません。吾々民連議員は報酬をあげるのが嫌ではありません。あげるときは市民の経済力をまずまっさきに考えなければいけないと思います。市民は今六千円以下の生活をしているのが多数を占めておりますのに市民の選良であるところの議員が市民の税金で市民より上廻った生活をすると云うことになると特権階級の再現を見ると云う事になります。議員報酬を値上げすればより一層働けるんだと云われるお歴々もおられますけれども今さっき申し上げましたように市民生活の現状からして現在の六千円が妥当だと思っております。絶対貧困であるところのこの市の財政下において条例による六千円の報酬では勤まらないと言う議員がいらっしゃるとすれば立候補前の白紙の立場に帰るべきであり結局そうなることが市民の為めになると思います。その意味で六千円を九千円にすると云う条例に反対しこの六千円を堅持すべきだと思っております。以上私の賛成意見を申上げます。

○大山盛幸君

先程委員長報告で申し上げました問題につきましては当局の質問に対する答弁真栄田議員の反対意見渡口委員の賛成意見これをまとめてでご報告申しあげました。これに対して瀬名波議員から委員長に質問がありましたが個人としての見解を避けるために答弁を控えたいと思いますが一応話合を持つために休憩をし討論続行のまま採決を次に廻して貰いたいと言う事を動議して提案致します。（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

動議は成立致しております。お諮り致します只今の二十五番の動議の通り取計り事にご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ご異議ないと認めます依って討論続行のまま休憩し午後三時に開会致します。

（午後二時五分休憩）

（午後二時四十分開会）

○議長（高良一君）

再開致します。

○新垣松助君

先程はあわて者でひどい目にあいました動議を提出致します。軍用地接渉派米代表団に対する激励要請決議を那覇市議会の名において激励したとの事であります。沖縄住民の最も重大なる軍用地問題を解決する目的で派米団代表に早急に電報にて激励すると云う事がありまして皆さんのご賛同を得たいと思います。以上

○平良真次郎君

蛇足を添えるようでございますが補足して申しあげます。那覇市議会の軍用地土地特別委員会の委員の方々にいろいろ話合まして只今委員長の新垣松助氏から動議が出されております。この点につきまして賛意を表するものであります。すでに五月二十九日に六名が渡米され七月一日より正式なアメリカの招請のもとに軍用地問題の接渉に当たられているが今新聞あるいはラジオあるいはそういった社会状勢から見ましてこの問題が相当難関に逢着するであろうとか若しくはそう云うふうな事が予想されるような情況であります。かかる時にあたりまして我々は送ったこの代表を叱咤し激励することは適切なものであると考えるのであります。こう云うふうな意味におきまして電報文として考えておりますことを読みあげ皆さんのご賛同を得たいと思います。

（電文朗読）

○議長（高良一君）

只今の三十九番議員（新垣松助）の動議は成立致しております。お諮り致します派米立法院議員に対し激励電報を打電することとし電文については只今二番議員（平良真次郎君）が朗読致しました通りとすることにご異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ご異議ないと認めます依って動議通り電報を打つことに決定致します。それでは先程の電報問題につき討論続行のまましばらく休憩いたしまして午後三時に再会することに致します。

（午後二時五十分休憩）

（午後三時〇分再開）





○議長（高良一君）

開会の前に御報告致します。只今のアメリカ代表に対する電報は早速郵便局にもっていってありますから御了承願います。

○議長（高良一君）

開会いたします。引続き日程第一、第二について討論に入ります。

○仲宗根梶雄君

長時間に亘りまして審議をされました市長提出議案の第十三号那覇市報酬及び弁償一部改正の件でございますがそろそろ結論にいたっていると思いますけれども私もこの市長提出議案に対しては真向から反対するものでございます。何故かと云いますと、そもそも那覇は那覇市民のものであり那覇は那覇の人々でつくらなければならないのであります。賛成討論の中にも反対討論の中にもあるいは日本に比較対照して論じておるように思いますけれども物事の比較対照は結構であります。然し乍ら矢張り基本的には我々の市は我々のものであり我々の足元からしっかり見極めてはじめて何処に行くべきであるかどうすべきであるかと云うことがはっきり確認されるのであります。勿論大牟田市や或は長崎とか云う市を例に取るなればそう云う市は沢山ありましょうけれどもそれを例にする反対の意見にしても或は賛成の意見にしても比較対照的にも出て来る事は絶対にしてはいけないと思うのであります。その意味で何故那覇市では現在の九千円では多いからいけないかということの理由を申しあげます。さきほどの反対意見の中にもございましたけれども去年度の財政と今年度の那覇市の財政は非常に差があり、一千万円の減を来たしております。それほど那覇市の財政は貧窮のどん底に陥っているのであります。私達は勿論或は仕事をするためには沢山金をかけなければならない場合もありましょうだがしかしそれはそれとしてこの政治においては私達が如何程多くの仕事をやったかその後において報酬の問題も出なければならんと思うのであります。そういうような観点から（拍手）現在の那覇市の財政状態からいたしまして絶対に今増額する時期ではないと思うのであります。そもそも議会の歳費というものは全会一致の形においてさえ市民の与論を尊重しなければならないのであります。そのときにおいて与野党が賛否両論に別れておることは極めて残念であります。私はそういうような与論を基本として与論を背景として我々が政治をやっていくのでなければ市民は我々を信用しないでありましょう（拍手）その意味におきまして私たちは飽くまでも市民を尊重しこれは与論と申しましても見る目聞く人によって違いもありましょうけれども概して私たちの見た目では那覇市の与論は我々がお手盛りした歳費に対しては必ずしも全員賛成しているとは言えないのであります。次にこの予算編成に至るまでの経過について考えました場合に出発から既に両派に割れてこのような複雑な議会運営に陥込んでいる事実を我々は認めなければなりませんこの事実はつまり予算編成の手順が全然一つも筋が通って来たものはないと申しますのは編成の時には市長に正副議長その他の委員長の方々が集まってやった事はこれは大いに感謝すべきだとは思います。何故かなればもともと人民党の諸君は最後は生活給にもってゆくべきである。歳費は生活給にもっていかなければ一部の金持ち階級が政治を握ることになりどうしても議会に若いそして新鮮な優秀な人々を金がなくても送り込むためには議会そのものの歳費によって生活を維持せしめそれに依ってその人たちの本当の政治が生まれてくるという理論の下に意見が人民党の諸君にあったと云うことを聞いております。人民党の諸君が云ったその事は私は一理があると思います。そういうような空気の中から何時の間にか歳費の値上げが持上ったということを聞いております。然し乍らそのときにおける話合いによりますとこれは全会一致でなければならないだから誰は何処何処誰はどこどこに行ってと云う具合に一応意見の聴取をして全員が賛成ならばやろうという基本線が出来上ったということを聞いております。ここに見えております民連代表として全会一致で推選されたかどうかは知りませんが浦崎康華議員もその一人であった中立の平良議員もその一人であったのであります。そうしますというと決して一部の人たちの独断によって強制により脅迫によってこの議案が生まれたということではないということがはっきり掴むことが出来ると思います。しかし何時の間にか何かの手違いから意見がまちまちになって話合いの場を持つことが出来なかったことは極めて残念であります。その意味において私は今度の予算編成の手順において最もこういう複雑な議会運営になったことを確認いたす者であります。それから次に申しあげたいことは市長兼次氏は我々議会に対して暴君極まりないことを発言していることを私は発見いたしました。と申しますのは去る本会議におきまして与党の攻勢を押し切っても皆さんの要請に従って歳費の値上げをしたいと言う意味の事を発言しております。私はその発言を聞いた時に非常に憤慨したのであります。歳費が上るから協力するんだ議員はもともと議会に出るときに議員の報酬ぐらいは分っているのであります。それを覚悟の上で議員になって居るのでありますにも拘わらず市長は歳費をあげるから協力してくれあげたら協力しなければならないと言うことは我々議員に向って議員は犬になれということである公選による議員に向ってかかる暴言を吐くということは市長として誠に遺憾の極みであります。その次に市長はこの問題がこのように複雑になることを予想していたかどうかは知らないけれども私は何か知らんが此処に至ることを予想していたような感がいたします。即ち彼は彼一人の政治的な陰謀によってこの問題は企まれたんではないかと言う気がするのです。何故でしょうか市長提出議案でありますが第十三号を若し市長が適当でないと考えるならばいかなる弾圧に対しても法に準じてゆくべきだとの事は市長の当選後の施政方針から読み取れる筈であります。（拍手）然るに都合の良いときは議員の皆さんが要請されたから或は委員長から脅迫されたからやったんだと云ったような印象をこの議会の議員の中にも強くこれが浸透し市民或は町々の隅々に到るまで自からの責任ではないという印象づけているということは明かにこれは市長の最初の暴論であると私は思うのであります。それからもう一つ市長は自分の所属している社会党の議員に対して当然与党であるべき社会党の議員がこの問題に対して反対をしている。当然市長と身命を共にして一つの社会党としての政策を実現していくためには市長と不離一体になることがあたりまえであります。然し乍ら二、三日前からの話によりますと社会党の与党議員諸公はこれは真向から反対をかざして市長の提出議案を踏み躙る可くやってることを聞いております。夕べの労働者大会に美栄橋の広場において労働者大会がございましたが社会党の労働対策部長の新城部長さんの言葉を借りて申しあげますと彼は明らかに社会党の全力を結集してこの問題に反対を叫んでおるのであります。そういうような事柄を併せますと云うと市長のこの提出議案に対して極めて疑惑を抱かざるを得ないのであります。それから次に人民党の諸君は既にこの問題が一部の人々によって或は月曜会の人々によって問題が議会に提出されたかの如く演説会で叫ばれていることを私はこの委員会で聞きました。以上申しあげましたように色々な違いから出来あがった議案であって決して月曜会の個人個人がもともともっていた人民党の諸君が言っている脅迫だまし方の策謀があって出て来たものではないと言うことを私ははっきりここで皆さんに証言したいこの問題が本当に我々の住民の生活につながるものであり将来の那覇市の政治の上に深い関係をもつだけに私は順序なり企画をこの問題において突組んでいきたいと思います。人民党の諸君はこの仕事のために自党の宣伝的拡充のためにやっているような気がしてなりませんこういうような問題は事前に色々と話合い或は議決されたときに始めて大会に持出すべきではないかと思います。心にもないことを何時のまにかわいわい騒ぐと言うことは当を得た所為ではないと考えます。人間というものは或は場合には結局そういう人間の弱さから今日のような複雑な問題になったということを私は残念に思うことにこの議案に対しては如何なる理由であるにせよ私は反対したいと思います。併せてこの問題についてはもう議論百出結論に到着していると思いますので話合いをするならば休憩をして話合いをして或はそれの必要がなければ討論打切りにして頂くように併せて皆さんの御賛同を得たいと思います。（拍手）

○宮城実君

御意見も開陳され論議もつきたと思われますので討論を打切り採決して頂くよう動議を提出致します。

（「反対」と呼ぶ者あり）（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の三十一番議員（宮城実君）の動議は成立しております。お諮り致します動議の通り討論を打切り採決に入って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第一那覇市報酬及費用弁償条例の一部修正案について賛成の方は挙手を願います。

○議長（高良一君）

賛成少数であります依って本修正案はこれを否決する事に決定致しました。

次日程第二について採決に入ります本案につきまして委員長の報告通り原案に賛成の方挙手を願います。賛成二十名で多数であります依って本案は委員長の報告通り原案を承認することに可決々定いたします。

○議長（高良一君）

暫くの間休憩します（午後三時四十五分休憩）

（午後四時〇分再開）

○議長（高良一君）

再会いたします。日程第三那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題と致し総務財政委員会の審査の経過並び結果の報告を願います。

○大山盛幸君

日程第三の那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について本委員会に於ける審査及び経過について御報告申し上げます。改正の理由は従来の市町村自治法では学識経験者から選出された監査員に対しては常勤非常勤の区別がない侭に給料旅費等を支給して居ったのでありますが一九五七年十一月一日付で法一三八条並びに一三九条が改正になり常勤の監査委員には給料及び旅費を支給し非常勤の委員に対しては法一三八条の適用を受けて報酬を支給することが明文化されて居るので今回市町村自治法の主旨に則り改正して行きたいというのであります。論議の焦点は

一、現在の非常勤の監査員制度を改めて常勤の制度を採決する意志であるのか。

一、現在那覇市の財政規模若しくは行政事務監査の面から将来監査室を設置し監査委員を四人に改めて条例を改正する構想はないか。

一、学識経験者から選任される監査委員は監査事務に精通した人が選任されると思料されるが改正給料は七〇〇〇円以内となって居り妥当性を欠くと思われる。

一、改正条文中第一條第二号に「常勤の」を加えるとなって居るがこれは那覇市職員給与條例の第一條但し書「臨時又は非常勤の職員には通用しない」と謳われて居る以上敢えて字句押入して改正する必要はないと考えるかどうか。

これに対し当局の説明によりますと市町村自治法の改正により給与の体形を整える為に提案したものであり、現在の非常勤の制度を早急に改めるものではない、又那覇市の財政規模事務の煩鎖からして将来は監査委員室並に事務局の設置は必要になると思料されるがその点については上司とも相談して措置したい現在七〇〇〇円の改正案を提出して居るのであるがその算定は現在の二〇〇〇円の報酬を勘案してやった事であるが弾力性を持たす意味において九〇〇〇以内と訂正し尚第一条第二号の「常勤の」押入は当局のミスであり、全文の削除をお願いしたいとの説明がなされたのであります。結論と致しまして那覇市の財政規模並びに行政事務の輻輳から勘案して監査委員の常勤制度の採用並びに市町村自治法第一三〇条の委員の定数の増加等については将来の問題として当局並びに議員各位も検討して貰う事を要望してお手許に配布致しました委員会の審査報告書通りこれを承認致した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対して質疑に入ります。（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質議がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論がなければ採決に入ります日程第三那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については委員長の報告通り原案を承認することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め原案通り承認することに可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第四那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例を議題と致し総務財政委員会の審査の経過並びに結果を報告願います。

○大山盛幸君

日程第四の那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例について審査の経過並に結果を御報告申し上げます。改正の趣旨は現在支給されて居る主事技手の運賃は三等運賃であるが今回新たに議会事務局の係長を加え二等運賃に改善したいというのであります。本改正案の論議の焦点は現在の旅費支給の別表の区分中に副収入役の欄が設けられてないこれは明らかに当局の事務の不手際から生じたものだと思料され訂正すべきものと思うが如何かとの質問に対し当局に於いても事務の粗漏を認め訂正を致したいとの事であり結論と致しまして当局の訂正案通りお手許に配布致してあります審査報告書の通りこれを承認致した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今委員長の報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑ないようですから討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

○議長（高良一君）

討論もないようですから採決に入ります。日程第四那覇市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例市長提出議案第十五号につきましては委員長の報告通り承認して御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議案第十五号につきまして原案通り可決決定致します。

○議長（高良一君）

時間を延長いたします。

（午後四時〇分）

○議長（高良一君）

次日程第五那覇市部課設置条例の一部を改正する条例につて委員長の審査報告を願います。

○高良清二君

総務財政委員長疲れておられますので変りまして審査報告を申し上げます。日程第五の那覇市部課設置条例の一部を改正する条例について御報告申しあげます。改正の理由は一九五七年十一月に公営企業法が立法化されそれによって現在水道事業の中に含まれていた下水道事業を分離させ土木課所管として分掌事項を改正したいというのであります。本件に関しましては改正の主旨には賛成であるが分掌事項の字句について現行条例に於いては「何々に関する事項」とあるのに本議案に於ては「何々に関すること」とし条文の一貫性を欠くと云う事から起案者の不勉強を示摘されたのでありますが当局も充分之を詑び原案の「こと」とあるを「事項」に訂正し訂正案を承認した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略して討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。日程第五那覇市部課設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第十六号につきましては委員長の報告通り原案を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから左様可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第六那覇市水道給水条例の一部を改正する条例について委員長の審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第六の那覇市水道給水条例の一部を改正する条例について審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。改正の理由と致しましては公営企業法の立法化に伴いこれが施行される前提のもとに同法第三条の規定に基づき現行条例第一条を改正し懸案であった給水料金の値下げについても需要者従来の使用水量の実績からみて家庭用においては現行条例の十立方米を八立方米に引下げ水道料金を現在より五十円値下げし営業用に於ても同様料金を二十円値下げしたい又今迄給水開始の際一ヶ月分の見込料金を前納させていたが原則的に前納金をとらない方針の下に今回の条例改正を行いたいというのであります。これに対し活発なる質疑討論がなされたのでありますが論議の焦点は現行条例と改正条例の根本的な相違点と公営企業法の主旨に則って現行条例第一条「給水区域は市内一円とする」を殊更に削除し改正した理由にあったのであります。当局の説明によりますと公営企業法が立案化され当然施行される前提のもとに同法第三条経営の基本原則に基づいて現行条例第一条を給水の根拠に改正した方が同法の主旨に合致し給水の区域に関しては同法第四条の規定に基づいて追加議案として提出した水道事業の基本計画に謳うのがより妥当性があるとの見解の様であります。これに対し条例第一条の改正主旨から受ける印象は経営の採算が取れれば市の行政区域を除外しても他の行政区域を優先することも考えられ営利目的の感を深くするものであり市内の密集地帯以外の距離にある区域例えば（識名末吉）は給水しても採算が取れないので給水施設をしないという考え方は公営企業法の経営の基本原則に悖るものであり市民福祉の立場から適切妥当な措置とは考えられないそれ自体返って市民を不安に落とし入れる原因になると思料される依って市民を優先する意味に於いて給水の区域を明文化する事は都市の発展に伴い絶対に必要であって現行条例の第一条を改正する必要は認められない若し公営企業法第三条の主旨を謳うならば現行条例の第一条「給水区域は市内一円とする」という根本方針を改正条例中に挿入すべきだとの全委員の強い要望意見が開陳されたのであります。結論と致しまして当局に於いて当委員会の意のある所を認め皆さんのお手許に配付致してあります審査報告書の通り当局の訂正を認め原案を承認した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対して質疑に入ります。

○瀬名波栄君

只今委員長の報告がありましたが少し疑問に思う点がありますのでお伺いいたします。原案では給水区域を市内一円という最初の条例が削除されている訳であります。ところが委員会案としましてはこれを挿入した方がよろしいと言うことになっています。現在の那覇市の給水能力あるいは水源の保有量それから資金こういった面から見て真和志が合併になった今日相当広範な地域に亘り水道給水施設が出来ていない訳であります。当局の話を聞いてみても早急にこれの配管をし充分なる給水施設をすることが困難であると言うことになっております。これと先般文厚労委員会において審議されましたところの共同井戸の対策において古波蔵から陳情書が出されておりましたけれども飲料水に対しましては補助金交付規定という政府の補助金交付規定に基づいて政府にお願いすべきであるということで費目存置と言うことになっておりますがこの補助金交付規定によりますと井戸その他の水道施設があり給水施設をもっているところは対象にならないと言うのが政府の基本的な考え方だそうです。これは那覇市の水道条例にもあります通り那覇市の水道課が那覇市一円が給水地域であると言うことになっているため政府としては那覇市に対する共同井戸こう言ったものに対する補助金は出来ないような見解らしいのであります。そうなりますと現在の那覇市の給水能力では当分の間はそういう井戸が周辺にある町においては配管が出来ない、給水が出来ない訳で水の悩が続くということになるのであります。更に那覇市一円が給水地域になっているために政府の補助金も貰えないと言うことになっているためにどう給水するかと言うことになりますが原案の那覇市一円と言うのを当分削った方が妥当ではないかと言うふうに考えますが委員長の御意見を承りたいと思います。

○大山盛幸君

原案では矢張り那覇市内一円というのを謳ってありましてこれは水道事業の基本計画の中にも謳ってありますが水道の問題は市民の生活とつながる問題でございまして要望している地域に何時までも出来ないと言うことは市民に対して申し訳ないという面からどうしてももとの条例の市内一円ということを給水規定としなければならんというような見解でそうなった訳であります。なお共同井戸の問題につきましてはこれは文厚労委員会で削除になっていますのでその点は質問者が良くお解りのことと思います。現在の給水条例につきましては水道課長の話によりますと牧港の水源地が増加した結果一日百万ガロンを突破する確信が充分あると言っております。こういうようなしっかりした水源を持つことは何れその配管されなければならないところにも徐々に配管が出来て市民の要望に答えることが出来るんじゃないかと思います。歳入面につきましてはお互いの努力と当局の努力により起債されその他の方法によってお互の努力によって解決すべきものであると思料されます。それでどうしても市内一円というふうなもとのような条例の上においた方が市民のためにいいんじゃないかというふうな訳で決定したのでございます。

○瀬名波栄君

重ねてお尋ねいたします。なる程文厚労委員会では政府から補助金を交付して頂くべきだということで削除になっておりますがこれは当局が出してあります。給水規定で那覇市内一円ということが規定せられていると言うことから早急に水道の配管敷設をするということが出来ないということで当分ああいうところは水に悩まなければならない、そういう実情を政府の方にお話して了解を得て補助金を頂くと言うことがねらいであります。那覇市一円ということで政府から補助金が頂けないということななると当分水を貰えないということになりますので見通しがはっきりついたときに市内一円というのが妥当じゃないかそこら辺をもう一回御説明願いたいと思います。

○大山盛幸君

何しろ条例の改正ということは委員会としても慎重に考えなければならないと思うのであります。将来衛生的な見地から井戸水よりも水道を供給する。料金をもっともっと安くしていけるような方針を議会又は当局も考えなければならんと思います。そういう意味におきまして先程の文厚労での共同井戸の補助におきましても充分検討して市民の要求をいれられるような処理を講じられる方がいいと思います。

（「進行」と言う者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を打切りまして討論に入ります。

○瀬名波栄君

委員長の説明で大体分っておりますが先程から質問いたしました通り文厚労委員会で共同井戸の補助金を打切ったのは政府から補助金を頂くと言うことが目的で一応費目存置になっている訳です。ところが当局の原案が修正されて旧市内一円ということになりますと当然政府としてはこれは市の責任において給水施設をし更にやるべきだということになる訳であります。そのために本員といたしましてはやはり当局の原案これを当分の間とするのが正しいのではないかと思考いたします。又これを修正するんであれば文厚労といたしましては当局と一緒になってそういう水に悩む地域配管施設の不可能な地域を早急に調査して市民のためにしなければならない訳であります。当分の間政府から、補助金を頂くためにはこの条例は委員会の修正案ではなしに当局の提案した原案通り承認したほうがよろしいと考えます。

○議長（高良一君）

御意見は外にございませんか

○平良真次郎君

文厚労委員会におきましても共同井戸の工事に対しては政府の補助規定があるという結論になっております。この件につきましては当局から伺いましたところ那覇市が水道を施設するから補助をしてやるどころではないということを云っておりますが然し今度条例を改正した場合にこの補助が貰えるかどうかということは補償できないというような答弁であります。従いましてこれは予算の場合にこの経過を報告いたしたいと思っておりましたが関連しているので御報告いたしたいと思っておりましたが関連しているのでご報告申しあげますが施設補助金の面におきましては水道課と連繋をとりまして現在配管が出来ないこのどうも飲料水に不自由なところには水道課並びに財政課や土木課におきまして具体的な案をつくってこれを議会に提出して貰うとこういうような意味におきましてこの共同井戸に対する補助金の交付を受けるという建前におきまして費目存置にした訳であります。こういう意味で当局としましても政府から出ている法に従いまして施設工事の補助金があれば貰えるように努力して頂きたいと共に今後共同井戸の新設につきましては年次計画によりまして予算がもらえるように要望を付して委員会で決定したのであります。以上簡単に報告に変えて説明いたします。

○仲松庸全君

今議題になっております那覇市水道給水条例の一部を改正する条例につきましてはやはり私も文厚労委員会でこの問題を補助金の問題を重要な問題と考えてきました。この立場から今先瀬名波議員が提出いたしましたこの当局提出の原案通りにしてもらいたいという意見に賛成といたします。理由は那覇市の水道事業化するという事が政府が那覇市民に補助を交付する場合の障害になっている事が現実の上に課せられております。水道のいきかねるあの遠い真和志の池端や或はそういった現実の問題として非常に困難な場所があります。そう言ったところの共同井戸の問題とかそう言った問題と解決して行くためにはこう言った条例で当局の出した原案通りにするのが現在における正しい措置ではないかこういうふうに考えるからであります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を打切りまして採決に入ります。日程第六那覇市水道給水条例の一部を改正する条例市長提出議案第十七号につきまして総務財政委員長の修正案に御賛成の方は挙手を願います。

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますよって修正案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

日程第七那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例についてを議題と致し委員長の審査報告を願います。

○高良清二君

日程第七の那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について委員会における審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。改正の理由と致しましては説明書にもある通り議員数の増加と行政区域の拡大事務量の増加と事務機構の整備を行う為に書記二名その他職員一名を増員し現定数十七名を二十名の定数に改めたい書記二名の増は速記者並びに議長秘書兼タイピストを採用し将来三常任委員会に一名宛の速記者を配置し記録の充実を計ると共にその他職員一名の増は図書室の整備充実を計り将来図書室を市民に開放する前提の下に専属的職員を配置し図書の購入貸出、閲覧等の完璧を期したいので今回定数の改正を御願いしたいというのであります。論議の焦点は議会運営面から書記二名の増員は認めるがその他の職員の一名の増は早急に必要とするものではない現定数に於いてその他職員の一名が欠員になって居りその一名を図書室の整備に廻してその他一名の増は認めないというのであります。そこで原案を承認すべきであるとの二つの意見に別れたのであります。即ちその他の職員一名を削除したいという小数意見は乗用車削除の件にあったのであります。多数の意見としては乗用車削除の問題と定数改正との審議の対照はおのずから別問題であり予算にも示されている通り条例定数は必ずしも必ずしも予算人員と合致せしめるには及ばない然し乍ら市民の図書室として早期実現することは望ましいその意味に於いては適格者を得た場合の措置として改正する以上一応ゆとりのある定数を持つことは結構だと考えるとの意見であります。宜しく御審議の上各位の御質問を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑がないようであるから討論に入ります。

○真栄田義晃君

那覇市議会事務局設置条例の一部の改正する条例これに対する反対意見を述べます。この中の書記二名この件については議長秘書という話があります。私たちの委員会においてはこれは事務局の職員をしてこの書記二名を認めております。その他の職員一名、その他の職員の一人は議会乗用車の購入に伴う運転手の人件費が見込まれている一名の増となっております。これは後に出てくる那覇市の五九年度歳入歳出予算にも関係することであり私たちとしては現在事務局に一台の乗用車があり当分の間はこの一台で我慢すべきであるという見解からその他の職員一名については反対申し上げます。委員会においても秘書は事務局の職員としてやることに諒解がついていたと思うのでありますが今先の報告にはそうなっておりません。一名については反対申し上げます。秘書については議会事務局の職員という意味において賛成している訳であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論を打切りまして採決に入ります。日程第七那覇市議会事務局設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第三十六号につきまして委員長の報告通りこれを原案通り承認して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数賛成のようですから左様可決決定いたします。

○真栄田義晃君

日程変更の動議を提出いたします。朝御説明申しあげました議事日程第七五、一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正案をこれを日程第八として現在の一九五九年度歳入歳出予算以下を順次繰下げることについて動議を提出いたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

動議は成立しております。お諮り致します。只今の動議の通り日程第七五を日程第八に繰上げ以下順次繰下げるという動議であります。左様に取計って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

議案第四十八号

一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正について

右の議案を別紙のとおり提出する

一九五八年六月二十九日
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○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから日程第七五号を日程第八に持って来て以下順次くり下げて御審議致します。

○議長（高良一君）

では日程第八一九五九年度那覇市歳入歳出予算の一部修正案についてこれと日程第九一九五九年度那覇市歳入歳出予算については関連しておりますので一括上程して先づ日程第八について提案理由の説明を願います。

○真栄田義晃君

議案第四十八号の提案理由を説明申しあげます。まずこの修正にあたりまして歳入の方につきましては当局の方の健全財政を維持するという線を認めて歳入には手を触れてありません。専ら歳出の面における組替えでございます。それで歳出の組替えはどういうふうにやったかと申しますと皆さんのお手元に修正案が配られておりますのでそれによって御説明申しあげます。第一款議会費、この第一目議会報酬については先程那覇市報酬及費用弁償条例で原案通り残念ながら可決されております。私たちとしてはこの原案は別個のものとして扱い条例は通ったにしろ予算案は別個のものであり議会がそれを認めればいいということで議会費は二百一五万七千九百円の修正減であります。次第二款役所費一項職員費そのうちの三目諸手当これは雑手当この中の担当員にゆるされている三千円の二七人これについてであり区長制度と区長は遙かに性格が異なるものであります。理由を申しあげますと担当員はいわゆる市町村自治法第一〇八条に属した規定はないのであります。当局の説明によりますと第一〇九条に謳われているその他の職員で何か区民の推薦をここに義務付けられているものではないのであります。それから担当員のいわゆる文掌事務の範囲にいたしましてもこれまでの委員会における或は議会における質疑の中からは担当員の性格その仕事というものを極めて浅いのであります。従って私たちはあくまでも自治法の第一〇八条によるところの区長の実施そのために区設置条例をつくり区長の事務文掌を明らかにしその性格を明かにする点で予算を追加更正でなくして頂くように要望して担当員については性格が浅いという点で削除したのであります。九七万二千円次に四目のこれは乗用車だそうであります。これも経常的な経費をこの際節約するという意味におおきましてこれも削除にしたのであります。合計役所費において一四二万二千円の削除となっております。以上が修正減の分であります。この減じたものの増加について申しあげます。修正増であります。第一に同じく（２）は役所費一項職員費の一目職員給これは後の保建衛生費とかが関係するのであります。保健衛生費の方で塵介処理に対する市民からの不満が非常に多いそれでこの塵介処理を円滑にするためにトラック二台の購入これをおりこんであります。このトラックの分の運転手二人の人件費は含んでおります。十二万五千二百円三目諸手当五節は職員手当これも同じように運転手二人の手当であります。三一二万七千円の増となっております。次に四款土木費二項道路橋梁費一目道路維持修繕費、九節賃金この賃金に現在臨時の労務者が八八人働いております。予算においては八五人組まれ三名の首切りが示されています。私たちはあくまでも反対する立場から八八人に戻す結局六五〇〇〇円の増仕事も増やすという意味で同じ一目道路維持修繕費の二六節石粉その他それに三七万二千円ふやすことにいたします。二目道路新設改良費これに六三万九千三百八十八円増、結局土木費において二六万一千三百八十八円の増となっております。七款社会及労働施設費それの五項社会教育費二目体育奨励費六節雑手当これも夏場所に向っていろいろ管理に気を付けないと中に瓶を投げたり或はいろいろな屑を投げたりして子供達の健康上由々しい問題であると言うので波の上プールに一人おくとしてこの手当一目一千円一カ年一万二千円夏期手当五百円一万三千円にしたのであります。体育館建設補助金の件につきまして委員会での質問の結果商業高校の体育館はＰＴＡ同窓会の所有に属するそしてこれが出来た暁つきには市民にも解放するという明確な答弁があり確約を得るという条件でもってこれに四十万弗出すことにしたのであります。そうすれば亦那覇市が将来建設しなければならない総合グラウンドに建設のため寄附節減という意味においてもこれを考慮したのであります。それから八款保健衛生費二項汚物掃除費の一目清掃費十二節の燃料費は先程も申しあげました塵介処理のためのトラック二台購入を見込んだのであります。十万六千四百四十二弗の増で三十二節委託料、トラックが入りませんので狭い道には馬車が入って行くという訳で馬車が五台分これの委託料に見込んであります。六十三万八千七百五十万弗の増となっております。二十五節備品費これはトラック二台の新規購入のための金であります。次に九款産業経費二項、農林水産費一目農業振興費、農道補助に二十万円を見込んでおります。これについては委員会において農村出身の議員からどうしても農道の維持修繕そういうたものにも予算を組むべきであるという提案がなされたのであります。私達もその主張を正しいと思っております。以上合計致しまして修正減、修正増、二百十五万七千九百円こういうようになっております。御審議をお願いします。

○議長（高良一君）

次に日程第九、一九五九年度那覇市歳入歳出予算について委員長から報告願います

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第九の一九五九年度那覇市歳入歳出予算について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。新年度予算の編成については那覇、真和志の合併初年度予算であり先ず健全財政の確立の面に主眼点を置きその経費の有効適切なる配分に意を注ぎ市民負担の均衡化を考慮し積極的に財政収入の確保に努力し不要、不急の経費の圧縮節減に留意し事業面の経費については重点的な配分に意を用い行政効果の向上に努めたいとの事であります。特筆すべきことは従来起債や政府補助を当初予算に計上したいのでありますか今年度は依存財源を政府の委任事務費及び産業関係の補助金の範囲にとどめ殆んど自己財源による経常予算であり都市復興建設事業は追加予算で計上致したい、その結果新年度当初予算は一億二千四百十八万四千四百三十三円で前年度より九百八十九万七千二百六十九円の減となっているといふのであります。それで議事進行上款を追ふて慎重審議を行ったのであります。

第一款市税に於いて

一、五八年度以前の滞納くりこし見込み額は何％おさえて計上したか

二、自転車税、屠畜税、興行税の減額の理由を伺いたい。

三、固定資産税、事業税、不動産取得税の大幅な税収増加の理由について伺いたい。

これについて滞納繰越分について五八年度のものは収納実績を勘案し調定総額の二七％五七年度以前のものは調定総額の一三％の見積もりで八百二十四万余用計上し昨年に比較して三十二万余円の減は旧法による税が時効に上り整理されたとの事であり自転車税は実績により計上屠畜税においては業者が少なくなった関係であり興行税については去年度の場合興行個数が過剰に見積もられて居った関係上減額を来たしているとの事でありますが市税における議論の焦点は市民税の算定基礎並びに所得税の算出方法にあったのであります。市民税の算出方法は税務置の確定所得により算定基礎をおいて居るようであるか政府の算出の仕方に疑問をもつものであり県民所得に算定をおくべきものをやってないようであり政府税が高くなるにつれて市税の方も高くなって行く様な傾向にある市町村税法第五七条の規定からしても市自体でも政府の課税の算出方法を検討して貰って市民生活の擁護にあたるべきであると思うがどうか。又経済不況の今日中小企業者の保護育成の面から税率を引下げる心構えはないか、固定資産税について現在の庶民住宅は復金等を利用して建築されて居り実際にはそれだけの負担をしている訳であるか償還する迄課税の対照から除外すべきだと考えるかどうか。これに対して当局の説明によりますと市民税の賦課に当ってはその所得を税務署の調査した所得により賦課しているかその算定に疑義がある場合は実際調査の上適正なる課税を行って居り市民税の所得割も事業による所得も同一であり税務署の確定所得は飽迄も参考にして居るだけである現在の税制度が中央集権的な制度になって居り中央に税制改革を行い市町村に還元される制度までもってくるのが大きな問題ではないかというのであります。第二款の市町村交付税についてはこの配分額を実際に見積もることは相当困難であるので前年度実績額を計上して居る様であります第三款公営企業及び財産収入については採石事業が経営不振となりその経営内容を変更し収入を受ける費目を雑収入に組替え費目存置したが前年度との相違点であり財産収入については株式配当率の引上げ並びに奧武山立退者受入土地の賃貸収入を計上してある様であります。第六款の使用料についても現年度の収入実績を勘案して計上されている様であり泊港湾施設使用料の計上は五七年一月から十二月迄の実績を勘案しその九割を見込んで計上してあると説明がありこれを了承した訳であります。第七款政府支出金の戸籍整備補助金の減額理由と処理状況によって伺った所この補助金は五八年度で打切られる性質の補助金であるか那覇は戸籍整備事務が遅えんしたる為に政府の特な計いで五九年も計上して貰った訳であり現在の整備の状況は旧那覇で申請一四、七六四で認定がその七〇％で未処理が四、〇六四となって居り首里の申請四、七〇六で認定がその八〇％で未処理九〇六小禄が申請二、五〇〇で認定が一〇〇％で未処理七〇真和志が申請二、九〇六で認定が一〇〇％で未処理が一八二となって居る状態だと言うのであります。以上、歳入については一応これを承認致したのであります。歳出に於ける論議の焦点は第一款議会に於ける議員俸酬乗用車の購入それに伴う人件費の削減、議会交際の修正にあったのであります。第二款役所費に於いては法律顧問の手当と区担当員の嘱託手当の削除、それに職員の給料は現員現給で計上されて居り年二回の定期増俸が可能であるがとうか。又臨時庸人の現在数、尚採用の方法にあったのであります。庁舎内の役所に関係のないポスターやビラが貼られているが庁舎の管理はどの所管に属するか。第三款消防費では消防隊員の服務規律について活発な質疑がなされたのであります。第九款産業経済費について新年度から新設される商工観光課の観光事業の構想について伺った所新企事業である関係上相当な隘路があると考えられるがその一つとして手頃な土産品がない又旅館並びに接客業者のサービスの不行届等又沖縄の紹介の不充分な点等が指摘されるというのでありますが当初の計画として土産品店の設置、内外に対する宣伝方法等を実施したいとの事であります。農林水産費については現在の農家戸数の比率からみて適切なる予算措置とは考えられない農道、灌漑並びに農道維持修繕費等について増額出来ないものかどうか、これに対し財政部長並びに課長も十分にそ事情を理解されて居られるので次期追加更生予算に計上したいというのであります。第十一款選挙費については従来の選挙人名簿の整理、不備から市長に対し相当な迷惑を与えて居るが百万円程度の予算で整備充実出来る自信があるのかそれに対し今年度は調査を綿密にする必要がありその点に努力したいとの事であります。第十二款公債費については従来那覇市の財源ではもう起債の限度に来て居りこれ以上起債は出来ないとの話であるが新規起債の限度についての見透しについて五六年度から五七年度の資料より分析して償還に当るべき余裕金が一千万円で二十ヶ年償還で年四分として起債能力は一億四千万円程度可能であるとの弁明がなされたのであります。第十三款諸支出金並びに戸籍整備費は原案を承認した次第であります。

以上総括質疑を終え両方の意見調整に入った訳でありますが結論に入る前に財政部長は当日の見解として大要次の様なことが述べられたのであります。商業学校の補助金について体位向上を助長する意味に於いて体育館の設立は時宜に促した措置であり戦后十三年未だにこの施設がなされていないのは誠に遺憾である。市としても之に協力の意志は充分あり今回十万円丈計上してあるが次期更生予算で措置したい。顧問弁護士については当局は法的な知識研究等について充分な研修が行われていないので相当の苦痛を感じて居るので当分の間存置して貰い度い。区担員については委員会の一致した見解で廃止するという事に対し提案者として淋しく感じている那覇市の現状として末端えの行政の浸透を図り担当員を通じて市政のあり方伝達広報活動の面から是非必要であるこれは行政区画調査委員会の設置に伴う前提的な施策であり、市長立候補の際の公約でもあるので担当員を設置して貰い度い。結論と致しまして採決の結果お手許に配布致してあります委員会の修正案通り決定致した次第でありますが付託された案件の内本案につきましてはズート最后に審議した訳であります。慎重審議を重ねて行く内に次の会期に間に合わせて貰ってこの前の動議によりまして会期の延長ということになったのであります。その間文教厚生労務委員会から当委員会に対してトラック二台の塵芥処理車に対する九十万円とそれから同じく塵芥処理の為めの馬車五台の六十三万八千七百五十円を追加して貰いたい。それに伴うところの職員費　燃料費、修繕費等を計上して貰いたいという様な要求がありなお波の上のプール管理人に手当を支給して貰いたいという様な要望がありましたが削除する分につきましては先程もお話がありましたが共同井戸の改修補助金を費目存置にしてありますがその後四万八千九百九十九円計上したからと云う様な報告で総務財政の方で決定して貰いたいという様な要望がありました。これを検討致しました結果両方から修正案が出された訳であります。維持費につきましては只今真栄田議員がおっしやった丈の提案でございます。もう一つお手許に配布された所の修正案二つに分けた結果採決の結果日程の第九が委員会の決定事項として報告された訳でございます。かいつまんで申上げますと繰越金の方が余裕があるというはっきりした確証がありましたので五十万円計上それから削除した方が先程も申上げました通り区担当職員の九十七万二千円弁護士の手当の六万円共同井戸の補助金の四万八千九百九十円計百五十八万余円の削除をましてこれを割振りいたしましてその関係弁護士の六万円をそっくり職員の研修費にもってゆき尚土木費の方に原材料費として六万円消耗器材費に一千三百九十九円、食糧費として支所長の要望もあったようで首里と小禄が同じような五千円であったのが今回首里が二千四百円しか計上されていないのでこれを五千円にし真和志支所は諸種の事情を勘案して六千円では少いので一万円にしようということで四千円追加それから波の上プール管理人は文厚労委員会の要望により今迄無報酬であったのを今度からは一万三千円を計上し尚文厚労委員会からの要望のトラック二台をそのまま認めて九十万円それに伴う燃料修繕費を計上した訳であります。そのほかに商業高等学校の体育館に四十万円計上して歳入歳出のバランスを取った訳であります。以上が委員会の報告としてございますがこの問題と関連いたしまして実は問題になっているのはトラックを二台追加するとなると第八款保健衛生費の第二項汚物掃除第一目の清掃費の二十五節備品費にトラックという文字を挿入しなければならない。尚社会及び労働施設費の体育奨励費の二目の六節の雑手当の首里プール管理人とある首里を消さなければならんというような、こういうようなことは実は委員会においても又議会においても出来ないようなものでありましてこれは、どうしても当局から訂正して頂きたいような状態になっております。これは議会において簡単にこれを挿入したりすると提案権の侵害に相成る訳でございましてこれが簡単に出来ないというところに問題が逢着した訳でございます。その間委員長として当局とも折衝いたしておりますが未だ充分な目途はついておりません。この件につきましては一応委員長報告を終え当局の方に質問をして頂きます。

○議長（高良一君）

日程第八、第九は一括して質疑に入ります。

○平良真次郎君

只今の委員長報告の通り両予算の申請を委員会で決定しまして総務財政に提出しましたこの件につきましては只今大山委員長より報告がございましたが結局この予算の追加は担当員の給与（費用）削除からと云う様なことになりますが当局において担当員を削るか、どうかという問題と更に追加があったらトラックという字を挿入することは提案の侵害になると、そういったところをハッキリして戴きもしこれが出来ないならば架空な査定をしてこの議案がたとえここに承認されても充分これが効力を発し或は進行して行くかということになると疑問を抱くのであります。この二つの折衝を当局と充分やられたか、どうかそれを聞きしたいと思います。

○大山盛幸君

話合は進められております解答が出来ない部面がありましたので、それをおたずねする訳でありましてその件につきましては市長に変りまして財政部長から御答弁を願いたいと思います。

○財政部長（義永栄善君）

各委員会の要望に対して塵芥処理に関するところのトラック購入に対しては次の更正予算に必ず措置することを皆様と確約致します。然し乍ら提出しました案件については修正の意思はありませ

○高良清二君

御答弁がありました修正の意思がないということでお話がございましたがこの只今の点について各委員会とも意見の調整をしたいと思いますので暫く休憩を願います。




○議長（高良一君）

では暫く休憩致します。

（午後四時五十分）

○議長（高良一君）

開会致します

（午後五時二十分）

○議長（高良一君）

引続き日程第八第九一括して質疑に入ります。

○大山盛幸君

大体当局とも或程度調整致しました案について御説明申上げたいと思います。当局の方が区担当書記を施政方針にも謳ってある関係上から又議会の要求する所のトラック並びにプールの管理人の首里の字句を消すと云う事又区担当書記を削り承認すると云う事はどうしても出来ないということが判っきりした関係上提案権に触れてはいけませんので提案されました所の修正案に付きましては再度の修正案是は委員会ではありませんが大変潜越ではございますが大山の再修正案として御承認願いたいとこう考えております、建全財政の保持という面から五十万円の計上致してありました繰越金歳入の増額は一応を見合せ削る事に致します。そうして区担当員の九十七万二千円を削除し顧問弁護士六万円を削除、共同井戸の四万八千九百九十九円削除致しますと合計百八万九百九十九円に相成ります。この百八万九百九十九円の割振りを致しますと歳出の方に役所費の研修費六万を入まして職員の研修をしっかりやって貰うことにし土木費の原材料費に六万円を追加して石粉その他の道路維持修繕をしっかりやって貰う、それと関連致しまして消耗機材費に千三百九十九円追加して尚支所の食糧費首里の二千四百円に四千二百円を追加して合計六千六百円とし商業学校の四十万円はその侭四十万円として追加すると後五十五万三千円残っておりますがこれは給料の増俸額に充てる為に五十五万円役所費の俸給に追加致し合計が百八万六百九十九円削除した額と追加した額が一致しております。この五十五万三千円の俸給の増俸額これにつきましては二回の定期増俸額は百十万二千二百円でございますが是を当分半分にしますと五十五万千百円になる訳でありまして五十五万三千円を給料の増俸額に持って行きますと定期増俸が判っきりと出来る事になる訳でありまして職員の優遇面にも大変結構なことではないかと思料致す次第でございます。そうなりますと文教厚生労務委員会の御要望がありました、トラック二台及び波の上のプール管理人に対する手当が出来ませんので大変恐縮ではございますがこの二つはどうしても当局からの付記の方にこれを挿入して頂かなければ組めない様な現状でございますればこの間は一つ文教厚生労務委員会の方々もお許し願いましてこの再修正案をお認め願いたいと思います。尚簡単に御報告申し上げました関係上再修正案の款別の総括表及び削減並びに追加に伴う歳出予算の款につきましてはこれを処理致しまして一応当局の方で或は事務局の方でもどちらかでプリントして頂きまして早急に是を各委員会に配布して頂きたいと云う事を要望致しましてどうぞこの予算を一つ御承認頂きまして今会期の六月の最後の日に間に合して当局の予算措置が出来ます様に皆様方の御協力をお願い致したいと思います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

修正案の報告に対して質疑に入ります。

（「質疑」なしと呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑なければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。

議案第四十八号につきまして瀬名波栄君外十三名の修正案に御賛成の方挙手を願います。

○議長（高良一君）

十四名賛成少数でありますよって議案第四十八号は否決致します。

○議長（高良一君）

次に日程第九議案第三十三号、一九五九年那覇市歳入歳出予算につきまして委員長の報告通り修正することに賛成の方挙手をお願い致します

○議長（高良一君）

日程第九議案第三十三号は十九名賛成多数でありますのでこれを修正の上承認することに可決決定致します。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

次日程第十、一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算について委員長の御報告を願います。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題となり日程第十の議案第三十四号一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算について当建設委員会に於ける審査の経過と結果を御報告申上げます。本案に対する論議の焦点を申上げます。市長は市政方針の中で水道料金値下げを発表しているか水道事業は市の公益事業である以上値下げをするのであれば片手落ちな一方的やり方ではなく公平に全市民がその恩恵を浴しなければならないと思料されるが本議案の値下げは浴場（風呂屋）の給水は全然考慮されてないようである市民の保健衛生上から直接間接に日々の生活と繋りを持つものでありその意味に於いて他の営業用と同様当然値下げを実施すべきだと思慮されるがどうかを質しました処現在の水源施設を以ってしても不定勝で十分とは云えない状況である浴場のように多量の水を使う所は制限の余儀ない現下に於いて成可く業者自体で自己給水に依って需要を充たしてやって貰いたいと考える今後更に水源地の確保をすることにより緩和される時機を見計って考慮したいというのであります。又歳入の部の第二款一項一目企業債一千八十七万一千二百一円を計上してあるが現状は起債融資が中止されている若しこの企業債が出来ない場合は勢い市に負担が掛って来ると思う。そうなると本当の意味の値下げではなく政策的な意図に依る値下げであると思料するが当局はこの企業債を計上する前に琉銀とも折衝し融資が再開されるという自信の基に計上されたのか、当局の見解を訊ねたのでありますが未だ融資を再開するという確答を得た訳ではないが水道事業というものの性格と公営企業法が施行されている現在の状況から判断して従来の在り方をこの際普通の姿に取戻して行くという方向に全力を尽し是非獲得するという固い決意をもってこれからも折衝を続け期待に副う様努力したいというのであります尚委員間で現在牧港の新水源地が開発され相当量取水出来ると報道されているが渇水期に於ける断水はどの程度緩和されるか現給水能力について伺ったのであります。これに対して新水源地は一日百万ガロンの給水が出来るので渇水期に於いても先ず断水する様なことはないと思料するがただ今迄の需要者の増加から推して現給水能力は二ヶ年しか維持出来ないのではないかと考えるので今後其の新たな水源地を確保すべく努力したいとの答弁があり引続いて昨年十月一日公営企業法が公布されているが市の水道事業に対してどの様な利点があるかとの問に対し公営企業方の施行による利点については基礎設備の拡充と云う様な建設面の事業に対しては政府補助金の交付は勿論のこと起債に依ってなされることを制約されることにより国立銀行的な性格をもつ琉銀としては当然融資を許可しなければならない様になり更に琉銀丈でなく民間の融資機関からも公債を起して事業出来るような自由な立場で企業運営が出来る訳になるというのであります。以上の外若干の質疑応答の後結論と致しまして水源地の開発、水道料金の値下げの問題については市民の要望に応え鋭意努力すると共に融資再開等についても今後更に積極的に折衝を続け公営企業体としての万全を期して貰いたいという事を強く要望致しまして原案を承認した次第であります、宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないようですから討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論もないようですから採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第十、一九五八年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出予算については委員長報告通り原案を承認することにして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議案三十四号につきまして原案通り可決決定致します。

○議長（高良一君）

日程第十一一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算について議案第三十五号を議題と致し委員長の御報告を願います。

建設委員長（新垣松助君）

只今議題となりました日程第十一の議案第三十五号一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算等について建設委員会に於ける審査の結果を御報告申上げます本件については去った十八日委員会を開催し区画整理の未施行地域の状況や地区別並びに工区別等の部分説明を図面に依って了承し直ちに質疑に入ったのでありますが、先ず区画整理工事が全般的に遅滞している理由についてを質しました処主として替費地の売却が思う様に捗どらなかったのが原因となっているというのであります。所で替費地の売却については地域と時機と経済的な変動から売却の出来ないことは考えられるが市長は施政方針で八〇％は施行済みであり残りの二〇％は今年度で完了し後は清算に掛かるといっているが現在の様な進行状況では全市民は勿論旧市街地の地主に与える損害は莫大であり最早議論の余地はない。予算執行状況調書に依ると前島工事区の当初予算が千二百三十一万五百六十四円に対し執行額千四百九十一万五百八十九円三十八銭となって差引二百六十万四千二十五円三十八銭喰込でいるがその理由と未施行工事区の今後の施行計画について質しました所至極曖昧であり納得の行かない答弁であったので一応当日は審議を打切り降って二十四日委員会を開催次の様な質疑応答が交はされたのであります。即ち美栄橋地区は既に工事は終了し目下盛んに住宅建築がなされつつあるが確定測量が末だになされていないが如何なる理由に基くものであるかを訊ねました処十月から三角測量に掛ることになっていて美栄橋地区も第一地区も一緒にやるとのことでありますが建築物が出来てから測量することは家屋等に遮蔽され何かと支障の起きる事は当然であり全く非能率的なやり方であり斯様な無計画な仕事振りが結局全般的計画に影響し一進一退の渋滞を来たし延いては地主に対する物心両面の莫なる損害を与えているものと思料する更に清算事務が完了しても法的に登記を済ませ実際に自己の所有となる迄には相当に日数が掛り換地問題もどうなるか解らなくなるがこれに対する見解を質しました処事務的都合で遅れており早急に確定測量を致したいと通り一辺の謝罪を致しているがその責任の重大さは大いに反省すべきであると考えるのであります尚国県有地の処理権は現在財産管理課にあるがこれに対しては単なる話合丈でなく正式に公文書を以って接衝する様特に当局に対し要望致しておきました尚那覇第二地区設計測量をしている様でありますがその経費は那覇第一地区、美栄橋地区の費用を以って充用致しておる様でありますが区画整理は地区別にその経費を賄うことになっており他地区よりの分割は清算面に於いて復雑を来たし剰え地地主に不当の負担を課することになるのであり予算執行面に於いてもっと慎重に考慮する様注意を促しておいた次第でありますが只今の様な状態に於いてこの重大なる事業の執行は法規研究もさる事乍ら事務能力も皆無と思料せられ今後の区画整理事業の推進は憂慮されるのであり結論と致しまして現下の進捗情況から致し末施行事業の完成期日を質しました処五八年七月から五九年六月迄に工事を終了し六〇年の六月迄には換地処分確定測量清算事務を全部完了するとの確信ある答弁に依り全員之を了承し本案を原案通り承認致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対しまして質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略して討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論もないと認め採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第十一、一九五九年度那覇市土地区画整理事業特別会計歳入歳出予算について原案通り承認して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますから議案第三十五号につきましては原案を承認することに可決決定致します。

○宮城実君

動議を提出します本日の日程はこれで打切り残りは明日の午前十時から再開して戴きます様お諮り願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の三十一番議員（宮城実君）の動議は成立致しております。お諮り致します只今の動議の通り取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め本日はこれを以って散会いたしまして明日午前十時から開会いたします。

（散会午後五時五十二分）
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